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扉・スケッチ 印度の若夫人（インド）

杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞
人口と開発ノ目次

◇
人
ロ
爆
発
と
民
族
問
題

◇
東
南
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
を
か
ぶ
り
は
じ
め
た
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
原
洋
之
介
似

巻
頭
言
／
少
子
化
と
超
高
齢
・
人
ロ
急
減
社
会

◇
地
球
温
暖
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

第
十
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

ｌ
カ
イ
ロ
か
ら
の
検
証
と
食
料
問
題
を
焦
点
に
ｌ

ｌ
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
十
六
カ
国
一
三
○
人
が
参
加
Ｉ

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

・
本
協
会
・
初
代
理
事
長
田
中
龍
夫
氏
逝
く

・
コ
モ
ン
・
ア
ジ
エ
ン
ダ
・
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

・
ア
ュ
ー
ブ
・
パ
キ
ス
タ
ン
外
相
夫
人
が
来
日

・
東
ア
ジ
ア
社
会
保
障
行
政
高
級
実
務
者
会
合

・
人
口
・
食
料
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
（
開
催
地
静
岡
市
）

・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会

結
婚
後
も
子
供
必
要
な
し
／
外
国
人
労
働
者

百
万
人
送
還
／
中
国
⑫
億
３
６
０
０
万
人

に
／
経
済
危
機
、
比
の
出
稼
に
も
／
農
業
人

口
減
で
食
料
不
安
／
伊
藤
忠
、
中
国
に
食
料

基
地
／
中
国
・
急
速
な
「
高
齢
化
」
／
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
食
料
危
機
も
／
別
％
減
で
も
日
本
が

最
大
／
分
担
金
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
別
枠
」
／
酸
性

雨
、
全
中
国
の
三
割
に
／
女
性
の
働
き
や
す

い
社
会
は
／
長
寿
県
、
男
・
長
野
、
女
・
沖
縄
／

「
老
年
」
が
「
年
少
」
上
回
る 阿
藤
誠
３

本
多
健
一
５
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子
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〃
■
も
ひ
■
ｂ
ｐ
１
Ｊ
ミ
サ
■
Ｕ
Ｆ
１
Ｊ
、
〃
■
Ｄ
Ｐ
Ｑ
ｐ
Ｊ
Ｑ
Ｄ
Ｐ
●
ロ
グ
●
、
グ
●
ｈ
づ
こ
、
Ｐ
‐
、
ヴ
』
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
、
●
、
〃
ｑ
Ｐ
１
Ｃ
ｑ
づ
ｈ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｔ
Ｄ 十
四
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
、
黒

死
病
（
ペ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
人
口
の
三
分
の

一
を
失
っ
た
。
二
十
一
世
紀
の
日
本
は
、

一
世
紀
間
で
二
分
の
一
の
人
口
を
失
う
可

能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
少
子

化
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
。

日
本
の
出
生
率
は
、
す
で
に
二
十
年
以

上
人
口
置
換
水
準
を
下
回
っ
て
低
下
を
続

け
、
’
九
九
五
年
に
は
つ
い
に
一
・
四
二

と
置
換
水
準
を
三
割
強
下
回
っ
た
。
し
か

も
九
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
女
性

の
未
婚
率
は
三
十
代
前
半
で
実
に
一
一
割
に

達
す
る
。
婚
外
子
が
著
し
く
少
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
出
生
率
の
長
期
低
迷
は
避

け
ら
れ
な
い
見
通
し
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
長
期
低
迷
を
前

提
に
す
る
か
ぎ
り
、
日
本
の
人
口
は
二
十

一
世
紀
初
頭
に
減
少
を
始
め
、
二
十
一
世

紀
半
ば
に
は
国
民
の
三
人
に
一
人
が
高
齢

巻
頭
言
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、
夕
、
〃
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、
〃
・
●
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■
８
Ｊ
白
い
、
Ｐ
、
Ｐ
ｎ
Ｊ
●
ｑ
ｆ
ｎ
ｐ
ｂ
夕
も
夕
、
〃
、
夕
、
〃
、
Ｊ
、
〃
Ｌ
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
β
、
〃
、
夕
、
似
、
夕
屯
グ
、
タ
ミ
●
ひ
礼
グ
●
、
Ｏ
●
刊
Ｐ
、
β
、
び
Ｑ
Ｊ
Ｈ
Ｊ
ｈ
Ｊ
ｎ
Ｊ
ｑ
Ｊ
Ｉ
Ｐ
ｈ
Ｆ
、
Ｐ
ｎ
Ｊ
Ｇ
Ｊ
臼
Ｊ
、
ｒ
、
ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
菫
Ｊ
Ｇ
ｐ
Ｐ
１
Ｆ
、
び
こ
〃
、
Ｊ
１
ｆ
１

い
。
ペ
ス
ト
に
見
舞
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
、
人
口
の
急
減
を
経
験
し
た
も
の
の
、

人
口
構
造
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
ペ
ス
ト
が
過

者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
な
り
、
二
十
一
世

紀
末
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
極
端
な
超

高
齢
・
人
口
急
減
社
会
は
歴
史
上
類
か
な

，,,j船

越減杣公

ぎ
去
る
と
と
も
に
、
結
婚
・
出
産
の
増
加

に
よ
っ
て
人
口
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

二
十
一
世
紀
の
超
一
同
齢
・
人
口
急
減
社

会
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
豊
か
な
社

会
を
享
一
蛍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
五
十
年
先
、
ま
し
て
や
百
年

先
の
経
済
予
測
な
ど
で
き
よ
う
も
な
い

が
、
生
産
年
齢
人
口
の
急
減
と
高
齢
化
、

高
齢
者
扶
養
負
担
の
急
増
、
人
口
急
減
に

よ
る
国
内
市
場
の
縮
小
な
ど
、
い
ず
れ
を

と
っ
て
み
て
も
経
済
的
に
明
る
い
未
来
は

考
え
に
く
い
。

少
子
化
は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
顕
著

な
先
進
諸
国
の
宿
命
だ
と
い
う
意
見
が
あ

る
。
だ
が
、
出
生
率
が
置
換
水
準
に
近
い

の
は
、
む
し
ろ
女
性
の
社
会
進
出
が
著
し

い
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
諸
国
や
北
欧
諸
国

な
の
で
あ
る
。
男
女
分
業
型
の
社
会
に
執

着
す
る
か
ぎ
り
、
少
子
化
問
題
の
解
決
は

な
い
。
男
女
共
同
参
画
型
の
社
会
に
転
換

で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
人
口
の
未
来
は
な

い
。
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地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
も

終
了
し
、
炭
酸
ガ
ス
を
主
と
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
設
定

の
合
意
に
達
し
た
こ
と
は
ひ
と
ま

ず
の
成
功
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
率
直
に
い
っ

て
、
こ
の
国
連
枠
組
条
約
で
合
意

さ
れ
た
内
容
は
残
念
な
が
ら
後
向

き
の
対
応
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

温
暖
化
は
い
う
ま
で
も
な
く
人

間
社
会
の
成
長
に
伴
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
増
大
、
特
に
化
石
燃

料
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
増
加
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
余
卦
．
（

iill
東京大学名誉教授

東京工芸大学学長

本多健一
例
え
て
い
え
ば
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン

が
技
術
的
改
善
に
よ
り
、
仮
に
一
○
％

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
達
成
さ
れ
た
と
し

て
も
、
自
動
車
の
総
数
が
一
○
％
増
加

科
学
技
術
の
力
を
も
っ
て
も
現
在
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
↓
地
球
温

暖
化
の
図
式
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
こ
こ
当
分
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
抑
え
て
温
暖
化
を
防
止
す
る
以

外
に
手
段
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
か
の
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
提
唱
す
る

成
長
の
限
界
が
、
今
や
そ
れ
以
上
に
、

マ
イ
ナ
ス
成
長
し
か
な
い
と
い
う
結
論

で
あ
る
。

‘

／〆



人
々
に
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

今
大
ざ
っ
ぱ
に
、
地
球
の
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、
人
口
に
比
例

す
る
と
仮
定
す
る
。
二
○
五
○
年

に
は
地
球
の
人
口
は
現
在
の
二
倍

近
く
に
達
す
る
可
能
が
あ
る
ｃ
黒

田
俊
夫
先
生
（
本
協
会
理
事
）
に

よ
れ
ば
、
人
口
一
人
あ
た
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
先
進
国
と
開
発

途
上
国
と
で
は
地
域
に
よ
っ
て
は

二
○
倍
程
度
の
差
が
あ
る
の
で
、

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、

す
れ
ば
結
果
は
同
じ
で
あ
る
。
自

動
車
生
産
の
一
○
％
程
度
の
伸
び

は
日
本
で
は
好
景
気
の
時
は
容
易

に
実
現
さ
れ
た
数
字
で
あ
る
。

従
っ
て
削
減
目
標
を
達
成
す
る
に

は
、
生
産
総
数
を
抑
制
し
な
け
れ

碩IIlIとｴ刺畔□

こ
の
格
差
が
解
消
さ
れ
る
と
き
、
前
記

の
地
球
規
模
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

更
に
数
倍
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
人

間
に
役
に
立
つ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
く

れ
る
。
そ
の
都
度
、
運
動
、
位
置
、

光
、
電
気
、
化
学
、
熱
…
…
の
よ
う
に

様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
て
ゆ

く
が
、
最
終
的
に
も
は
や
人
間
が
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
熱
の
形
で
散
逸

す
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
過
程

を
人
間
に
と
っ
て
最
も
有
効
利
用
が
で

き
る
よ
う
な
道
筋
と
プ
ロ
セ
ス
を
設
計

し
、
作
り
変
え
て
ゆ
く
の
が
科
学
技
術

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
の
問
題
は

ト
ー
タ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
の
シ
ス
テ
ム
の

視
点
よ
り
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

５

、



が
、
今
こ
こ
で
は
温
暖
化
に
直
接
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
１

問
題
に
限
っ
て
考
え
て
み
る
。

い
わ
ゆ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
炭
酸
ガ
ス
、
メ
タ
ン
等

赤
外
線
吸
収
の
大
き
い
ガ
ス
を
総
称
す
る
が
、
実
際
に

１

は
そ
の
大
部
分
は
炭
酸
ガ
ス
で
あ
り
、
炭
酸
ガ
ス
は
石

油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
の
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り

生
成
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
燃
焼
す
る

時
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
熱
機
関
を
動
か

し
、
自
動
車
を
走
ら
せ
、
発
電
機
を
動
作
さ
せ
て
電
力

を
え
て
い
る
。

化
石
燃
料
は
地
球
上
に
植
物
が
誕
生
し
て
以
来
数
十

億
年
の
間
、
植
物
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
光

合
成
反
応
に
よ
る
生
成
物
で
あ
り
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
に
変
換
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
数
十
億
年
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
程
長

い
間
営
々
と
し
て
貯
え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
人
類

は
産
業
革
命
以
来
三
○
○
年
位
の
間
で
一
気
に
蕩
尽
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
地
球
の
上
に
何
の
変
化
も
起
ら
な

い
と
し
た
ら
不
思
議
な
位
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
一
つ

⑪
炭
酸
ガ
ス
排
出
の
抑
制

③
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑥
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
化
石
燃
料
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
代
替

②
既
に
放
出
さ
れ
た
炭
酸
ガ
ス
の
取
込
み

Ⅲ
が
昨
年
の
京
都
会
議
の
結
果
で
あ
り
、
生
活
水
準

を
落
と
さ
な
い
で
、
目
標
値
を
達
成
す
る
よ
う
に
科
学

技
術
の
叡
知
を
結
集
し
て
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
排
出
規
制
は
ど
う

し
て
も
後
向
き
の
対
処
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
今

後
一
○
年
以
上
先
を
視
野
に
い
れ
て
、
②
の
大
気
中
に

既
に
放
出
さ
れ
た
炭
酸
ガ
ス
の
回
収
、
固
定
を
行
う
基

礎
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
な
ら
ば
経
済
成
長
と
背
反
し
な
い
、
前
向
き
の

方
法
と
い
え
る
。

炭
酸
ガ
ス
の
還
元
固
定
は
、
既
に
研
究
さ
れ
て
い
て

な
ら
な
い
。

が
温
暖
化
で
あ
る
。

さ
て
温
暖
化
へ
の
対
策
は
次
の
二
つ
か
ら
考
え
ね
ば

６



科
学
的
に
可
能
な
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
反
応
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
１
を
必
要
と
し
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
あ
れ
ば
ナ
ン
セ
ン

ス
で
あ
る
。
大
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
の
総
量
は
膨
大
な
も

の
で
あ
る
が
、
濃
度
で
い
え
ば
約
三
○
○
ｐ
ｐ
ｍ
程
度

で
極
め
て
希
薄
な
、
拡
散
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
希
薄
な
炭
酸
ガ
ス
を
工
業
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
取
り

扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
濃
縮
す
る
だ
け
で
も
多
大
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
。

こ
う
述
べ
て
く
る
と
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
の
取
り
込

み
等
は
虚
言
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
こ
こ
で
自
然
界
の
植
物
に
よ
る
光

合
成
を
眺
め
て
み
よ
う
）
植
物
の
緑
の
葉

は
、
太
陽
光
だ
け
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
、

常
温
常
圧
と
い
う
温
和
な
条
件
の
下
で
大
気

中
の
炭
酸
ガ
ス
と
水
と
か
ら
炭
化
水
素
を
合

れ
る
こ
と
か
期
待
さ
れ
る
。

人
工
光
合
成
は
科
学
者
の
夢
で
あ
り
、
中
世
の
錬
金

術
と
は
違
い
、
自
然
界
で
実
証
さ
れ
て
い
る
、
確
実
に

到
達
で
き
る
夢
で
あ
る
。

地
球
の
砂
漠
化
が
益
々
深
刻
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
る

今
日
、
自
然
の
な
か
の
植
物
の
み
に
頼
ら
ず
、
人
工
光

合
成
の
実
現
に
よ
り
、
地
球
環
境
問
題
の
み
な
ら
ず
食

糧
合
成
と
い
う
人
類
の
将
来
に
関
わ
る
問
題
が
解
決
さ

成
し
て
い
る
。
こ
れ
が
化
石
燃
料
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
食
糧
の
生
産
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
ｃ
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第Ⅱ回人ロと
開発に関す壱認

｡□白仏

?:：
,;ｉｉ
晤賭

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
人
口
・
開
発
会

議
（
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
並
び
に
国
際
人
ロ
・
開
発

議
員
会
議
（
－
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
五
年
目
を

迎
え
る
の
で
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
目

的
で
過
去
五
年
の
成
果
を
検
討
し
た
。
ま

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
主
催
、
イ
ン
ド
人
ロ
・
開
発
議
員

連
盟
（
－
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
共
催
の
「
第
十
四
回

人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代

表
者
会
議
」
（
後
援
、
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
、
国
連
人
ロ
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
、

四
月
四
・
五
日
の
両
日
、
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
の
国
会
会
議
場
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
）
で

開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・
－
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

プ
ラ
ス
５
」
。
一
九
九
四
年
に
エ
ジ
プ
ト
の UL京･････:可.:.ｉ

鍵鉾蕊

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
計
一
六
ヶ
国
の
国
会
議
員

お
よ
び
国
運
人
ロ
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
な

ど
の
国
際
機
関
代
表
者
が
出
席
し
た
。

海
外
か
ら
の
参
加
者
約
五
○
名
の
ほ
か
、

函
ｉ

た
、
’
一
日
目
に
は
、
人
類
の
生
存
に
欠
か
せ

な
い
食
料
問
題
に
つ
い
て
、
「
人
ロ
・
農
村

開
発
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
、
「
ア
ジ
ア
の
食
料

安
全
保
障
と
社
会
的
公
正
」
な
ど
を
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
幅
広
く
討
議
し
、
最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
食
料
安
全
保
障
の
た
め
の
「
新
し
い

合
理
的
基
準
」
を
求
め
て
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

会
議
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
、
中
国
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
ネ
ガ

Ｆｎ９ｉ９

－ｊｉｉ 鐸
＝、

記盗当別ゴエ

嚢i悪狸
舜

に
向
け
て
、
ア
ジ
ア
地
域
の
総
意
を
ま
と

め
、
人
類
生
存
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
食

料
安
全
保
障
を
確
保
で
き
る
、
新
た
な
農
業

生
産
物
貿
易
に
関
す
る
貿
易
ル
ー
ル
を
提
言

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

イ
ン
ド
国
側
か
ら
は
現
職
の
副
大
統
領
、
環

境
・
林
業
連
邦
大
臣
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
人

ロ
・
開
発
議
員
連
盟
（
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
メ

ン
バ
ー
や
関
係
者
、
さ
ら
に
国
内
一
四
州
か

ら
州
議
員
計
六
一
名
が
参
加
し
、
参
加
者
総

数
は
約
一
三
○
名
に
上
っ
た
。

食
料
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
年
を
含
め
て

今
後
三
年
間
、
同
会
議
で
取
り
組
む
方
針

で
、
コ
メ
を
主
食
と
す
る
伝
統
的
な
食
生
活

に
基
づ
く
ア
ジ
ア
地
域
の
食
料
安
全
保
障
対

策
を
検
討
し
、
’
’
○
○
｜
年
に
行
わ
れ
る
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
ル
ー
ル
の
見
直
し

ｶｲﾛ会議

ニュー

９
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ま
ず
、
初
日
の
開
会
式
の
前
に
、
イ
ン
ド

人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
役
員
と
日
本
議
員
五

名
、
主
催
者
側
役
員
が
、
開
会
式
に
出
席
し

た
ク
リ
シ
ャ
ン
・
カ
ン
ト
・
イ
ン
ド
国
副
大

統
領
を
国
会
会
議
場
玄
関
に
出
迎
え
、
花
束

を
贈
呈
し
た
。
開
会
式
は
午
前
一
○
時
三
○

分
か
ら
行
わ
れ
、
イ
ン
ド
国
歌
斉
唱
に
引
き

続
い
て
、
ウ
ル
ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
・
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
、
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
が
歓

迎
挨
拶
、
前
田
福
三
郎
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

が
主
催
者
挨
拶
、
中
山
太
郎
・
日
印
友
好
議

員
連
盟
会
長
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会

会
長
、
桜
井
新
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
ロ
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議

長
、
安
藤
博
文
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口

￣

１
１
１
１
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亀

基
金
）
事
務
次
長
、
サ
ワ
イ
・
シ
ン
・
シ
ソ

デ
ィ
ア
・
－
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
カ
ン
ト
副
大
統
領
は
「
途
上
国
の

人
口
・
開
発
の
戦
略
は
、
先
進
国
と
同
じ
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の
先
進
国
の
過

剰
消
費
型
生
活
は
見
直
す
べ
き
で
あ
り
、

”
人
間
は
必
要
最
小
限
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
の

み
を
環
境
に
頼
る
べ
き
で
あ
る
“
と
い
う
古

い
イ
ン
ド
の
教
え
に
あ
る
通
り
、
無
駄
の
な

い
環
境
に
配
慮
し
た
方
法
で
開
発
を
行
う
必

要
性
が
あ
る
。
」
と
挨
拶
し
た
。
最
後
に
、

Ｐ
．
Ｊ
・
ク
リ
エ
ン
議
員
が
、
Ｋ
・
Ｒ
・
ナ

ラ
ナ
ヤ
ン
・
イ
ン
ド
国
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
し
て
、
謝
辞
を
述
べ
た
。

午
後
一
一
一
時
か
ら
午
後
一
時
三
○
分
ま

で
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
・
Ａ
Ｆ

基調講演
じ

現
在
、

人
口
問
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成

ｌ
ア
ジ
ア
の
視
点
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
が
議
長
と
な
り
、
Ｙ
・
Ｎ

・
チ
ャ
ト
ゥ
ル
ヴ
ェ
デ
イ
・
家
族
福
祉
省
次

官
の
基
調
講
演
と
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
“
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
・
－
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５
「
ア
ジ
ア
の

人
ロ
動
態
」
が
行
わ
れ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

で
は
、
「
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
の
－
Ｃ
Ｐ

Ｄ
行
動
計
画
の
実
施
状
況
と
そ
の
成
果
」
に

つ
い
て
、
国
連
人
ロ
基
金
を
代
表
し
て
、
ワ

シ
ー
ム
・
ザ
マ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
イ
ン
ド
駐
在

代
表
が
報
告
。

次
に
ザ
フ
ァ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
フ
（
元
連
邦

鉄
道
大
臣
）
に
よ
っ
て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

が
引
き
継
が
れ
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
・
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
（
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
事
務
局
長
が
、
国
際
人
ロ
・

開
発
議
員
会
議
（
－
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
以
降
の
国

会
議
員
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

１０



第14回人ロと開発に関するアジア国会議員代表者令譲

十
分
な
人
口
を
持
っ
て
お
り
、
人
口
を
安
定

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド

で
は
、
毎
年
一
七
○
○
万
人
も
増
加
し
、
人

口
増
加
は
社
会
が
望
む
ペ
ー
ス
よ
り
早
く
進

ん
で
お
り
、
社
会
・
経
済
的
基
盤
に
大
き
な

負
担
を
か
け
て
い
る
。
人
口
問
題
は
医
学
や

そ
の
他
の
科
学
の
進
展
だ
け
が
引
き
起
こ
す

も
の
で
は
な
い
。
人
類
が
定
住
を
始
め
て
二

○
○
○
年
来
こ
の
か
た
人
口
の
規
模
や
、
そ

の
増
加
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
病
気
や
暴
力
に
よ
っ
て
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。

過
去
二
○
○
年
に
わ
た
る
近
代
医
学
の
発

展
と
生
活
環
境
の
改
善
は
、
劇
的
に
死
亡
と

疾
病
を
改
善
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い

出
生
率
が
引
き
続
き
、
人
口
が
増
加
し
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
一
九
世
紀
に
は
人
口
増
加
に

食
料
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
技
術
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
幸
運
に
も
こ
の
予
言
は
外

れ
て
い
る
。
人
口
の
大
幅
な
増
加
は
、
資
源

の
急
速
な
消
費
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
が
、

よ
り
安
定
し
た
状
態
が
必
要
で
あ
る
。

世
界
人
口
の
純
増
加
は
、
現
在
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
低
下
を
始
め
て
い
る
。
一
九
四
五
年

に
四
五
○
○
万
人
、
五
五
年
に
五
五
○
○
万

人
、
六
五
年
に
六
五
○
○
万
人
、
八
○
年
代

に
八
五
○
○
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
下
を

始
め
た
。

当
初
、
人
口
の
急
速
な
増
加
に
対
す
る
懸

念
か
ら
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
人
口
増
加
の

抑
制
だ
け
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
一
九
五
二
年
に
政
府

が
家
族
計
画
を
導
入
し
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
単
純
か
つ
真
っ
正
面
か
ら
出
生
の
抑

制
だ
け
を
目
標
と
し
た
が
、
一
○
年
も
た
た

な
い
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

公
教
育
や
そ
れ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
活
動

が
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
。
七
○
年
代
に
は
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
自
発
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
か
つ
「
よ
く
情
報
を
理
解
し
た

上
で
の
選
択
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ヨ
イ

ス
）
一
が
奨
励
さ
れ
た
。
八
○
年
代
に
は
妊

産
婦
の
健
康
と
幼
児
の
健
康
と
い
う
視
点

が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
す
る
上
で
、

決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
八
○
年
代
以
降

イ
ン
ド
で
は
こ
の
問
題
は
包
括
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
る
。
夫
婦
に
対
す
る

避
妊
お
よ
び
不
妊
手
術
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

１Ｊ
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施
す
る
と
同
時
に
、
妊
産
婦
健
康
関
連
、
健

康
状
態
の
改
善
と
子
供
た
ち
の
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
総
合
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

人
口
増
加
や
人
口
過
剰
と
は
何
か
１
．

こ
の
人
口
以
上
は
許
容
で
き
な
い
と
い
う
、

絶
対
的
な
数
は
な
い
。
人
口
は
絶
対
的
な
数

字
で
は
な
い
。
社
会
経
済
状
況
に
よ
っ
て
人

口
規
模
の
適
切
性
は
決
ま
っ
て
く
る
。
従
っ

て
、
衛
生
、
教
育
、
交
通
、
雇
用
の
問
題
な

ど
を
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

カ
イ
ロ
の
会
議
以
降
、
具
体
的
な
行
動
が

と
ら
れ
始
め
て
い
る
。
一
九
九
五
年
ポ
リ
オ

撲
滅
の
活
動
が
始
ま
り
、
ポ
リ
オ
が
三
分
の

一
に
な
っ
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
お
よ
び
ラ
イ
ッ
や
子
供
の
健
康
に
関
す
る

活
動
が
包
括
的
に
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
九

七
年
は
、
イ
ン
ド
独
立
五
○
周
年
で
、
こ
れ
を

機
に
二
○
○
○
年
に
小
児
麻
痒
（
ポ
リ
オ
）

の
撲
滅
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
中
に
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
’
億
三
○
○
○
万
人
の
子
供
が
予

防
接
種
を
受
け
、
か
な
り
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、

ラ
イ
ッ
、
子
供
の
た
め
の
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
社
会
の
必
要
性
に
応
え
て
、
現
在
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
中
で
あ
る
。
三
万
一
一
一
○
○
○
の
病
院

と
一
三
の
農
村
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
る
。

し
か
し
、
設
備
が
整
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
多

く
の
人
々
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
避

妊
を
実
施
す
る
上
で
も
、
意
識
改
革
こ
そ
が

重
要
で
あ
り
、
再
生
産
に
対
す
る
意
識
を
ど

の
よ
う
に
改
革
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ヨ
イ

ス
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
具
体
的
な
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
、
医
療
従
事
者
が
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ヨ
イ
ス
の
重
要
性
を
よ
く

理
解
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
意
識
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
教
育
社
会
開
発
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
呈
し
て
い
く
た
め
に
は
オ
ピ
ー
ー
オ
ン

現
在
の
急
速
な
人
口
増
加
が
人
類
に
も
た

ら
し
て
い
る
危
機
に
つ
い
て
、
環
境
問
題
や

◇
歓
迎
挨
拶
◇

ウ
ル
ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
・
－
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長

リ
ー
ダ
ー
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

こ
の
社
会
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
に
お

い
て
は
国
会
議
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
有

無
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
否
を
決
め
る
。

ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
や
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
国
会
議

員
と
政
府
、
民
間
を
つ
な
ぐ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力

が
不
可
欠
と
な
る
。
教
育
レ
ベ
ル
と
人
口
抑

制
に
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
人
口
問
題
を

解
決
に
導
く
上
で
も
社
会
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
そ
の
国
士
の

広
さ
か
ら
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
、
効
果
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
そ
の
効
率
的
な
運
用
が

何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、

人
口
と
持
続
可
能
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
が
重
要

で
あ
る
。

食
料
・
安
全
な
居
住
地
の
確
保
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
問
題
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を

１２
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夢

●
前
田
福
三
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

世
界
第
二
位
の
人
口
大
国
で
あ
る
と
同
時

に
、
世
界
で
も
い
ち
早
く
人
口
問
題
に
取
り

組
ん
だ
イ
ン
ド
で
今
回
の
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
会

議
が
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
か

ら
五
年
を
迎
え
、
世
界
中
で
そ
の
成
果
を
検

討
す
る
動
き
に
貢
献
で
き
る
実
り
あ
る
成
果

を
も
た
ら
せ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
述

べ
、
・
ウ
ル
ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

副
議
長
、
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
挨
拶
を

し
め
く
く
っ
た
。

実
現
す
る
た
め
に
も
対
処
さ
れ
な
く
て
は
い

け
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
回
集
ま
っ
た
ア
ジ

ア
諸
国
の
議
員
と
と
も
に
話
し
合
い
、
行
動

案
を
中
心
と
し
た
解
決
策
を
見
出
せ
る
よ
う

な
実
り
あ
る
会
議
に
な
る
よ
う
望
ん
で
い
る

と
、
挨
拶
し
た
。

◇
開
会
挨
拶
◇

参
加
者
に
、
会
議
開
催
を
祝
っ
た
後
、
西

暦
七
五
二
年
の
東
大
寺
の
大
仏
開
眼
に
棚
る

日
本
国
と
イ
ン
ド
国
と
の
交
流
の
歴
史
に
言

及
し
、
日
本
が
イ
ン
ド
国
の
文
化
や
文
明
か

ら
多
く
の
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
、
中
山

会
長
が
桜
内
義
雄
・
元
衆
議
院
議
長
よ
り
引

き
継
い
だ
日
本
イ
ン
ド
友
好
議
員
連
盟
の
活

動
な
ど
に
触
れ
、
同
連
盟
が
二
五
年
以
上
に

わ
た
っ
て
、
日
印
の
友
好
関
係
構
築
の
た
め

に
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

人
口
問
題
に
関
し
て
イ
ン
ド
国
が
世
界
で

最
も
重
要
な
国
で
、
イ
ン
ド
国
の
人
口
は
ア

フ
リ
カ
大
陸
全
体
の
人
口
七
億
五
八
○
○
万

人
よ
り
も
、
は
る
か
に
大
き
く
、
イ
ン
ド
国

の
人
口
問
題
は
世
界
の
人
口
問
題
を
解
決
す

か
な
め

る
上
で
ま
さ
し
く
、
要
と
な
っ
て
い
る
。
一
」

の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
第
一

に
イ
ン
ド
国
国
会
議
員
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
尽
力
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
国
際
医
療
議
員
組
織
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）
の

よ
う
な
国
境
を
越
え
た
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
あ
る
。
世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
ア
ジ

●
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長

1３



ア
で
は
、
工
業
化
が
進
む
中
で
人
口
の
都
市

化
が
進
展
し
、
北
京
、
上
海
、
東
京
、
マ
ニ

ラ
、
バ
ン
コ
ク
、
ボ
ン
ベ
イ
な
ど
一
○
○
○

万
人
以
上
の
巨
大
都
市
（
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
）

が
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
な
ど
が
予
測
さ
れ
、
環
境
破
壊
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ア
ジ
ア
で
は
、
自

然
環
境
保
護
、
人
口
問
題
へ
の
対
応
、
食
料

生
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
と
も
に
平

和
維
持
活
動
に
各
国
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
、

と
し
て
ア
ジ
ア
全
体
の
総
合
的
な
取
り
組
み
を

強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
会
議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
触

れ
、
カ
イ
ロ
会
議
以
降
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
の
成
果
の
検
証
と
、

二
十
一
世
紀
に
深
刻
化
す
る
食
料
不
足
問
題

に
備
え
、
「
食
料
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
、

需
要
・
生
産
・
供
給
・
貿
易
面
な
ど
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
、
｜
人
た
り
と
も

飢
え
て
死
ぬ
人
間
が
出
な
い
よ
う
な
方
策
を

討
議
す
る
会
議
と
な
る
よ
う
要
望
し
た
。

●
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

ア
ジ
ア
の
通
貨
変
動
で
は
、
日
本
が
こ
の

嵐
と
も
い
う
べ
き
変
動
に
対
応
す
べ
く
、
最

善
を
尽
く
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
今
回

の
会
議
に
出
席
し
た
中
山
太
郎
元
外
務
大
臣

を
団
長
と
す
る
経
済
・
通
貨
調
査
団
が
ア
ジ

ア
各
国
を
訪
問
し
、
そ
の
実
状
を
把
握
し
た

上
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
国
々
へ
の
最
大
限
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
状
に
は

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
述
べ
た
。

今
回
の
通
貨
危
機
が
改
め
て
、
ア
ジ
ア
が

経
済
の
面
で
も
、
密
接
不
可
分
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
事
実
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
私
達
の

眼
前
に
突
き
付
け
た
こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
を

機
会
に
、
文
化
的
に
も
、
経
済
的
に
も
共
通

の
基
盤
を
持
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸

国
が
協
力
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
、
通
貨
と

食
料
に
つ
い
て
新
し
い
対
策
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
、
今
回
の

会
議
で
、
人
口
を
中
心
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
内
の
新
し
い
協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
、
大
い
に
議
論
し
よ
う
、
と
参
加
者
に
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
お

い
て
、
イ
ン
ド
国
国
会
議
員
が
果
た
し
て
い
る

重
要
な
役
割
に
つ
い
て
も
賛
辞
を
贈
っ
た
。

続
い
て
会
議
の
テ
ー
マ
に
触
れ
、
一
九
九

四
年
の
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議
が
人

口
の
分
野
で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
、
様
々

な
画
期
的
な
考
え
方
を
打
ち
出
し
、
今
後
と

る
べ
き
方
法
を
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
に
加

え
、
「
人
口
と
持
続
可
能
」
な
開
発
が
密
接

不
可
分
な
も
の
で
あ
り
、
人
類
の
未
来
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
両
者
を
総
合
的
に

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
視
点
を

明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る

と
、
改
め
て
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
人
口
増
加
と
食
料
の
問
題
に
つ

い
て
触
れ
、
近
年
、
地
球
規
模
で
の
人
口
爆

発
は
や
や
鈍
り
、
年
間
増
加
率
も
下
方
修
正

を
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
人
口
が
直
ち
に
安
定
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
毎
年
増
え
続
け
る
膨
大

な
人
口
増
加
の
た
め
、
人
口
を
支
え
る
食
料
増

産
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
向
か
っ
て
い
る
。

今
回
の
会
議
の
討
議
内
容
に
加
え
た
「
人

口
と
食
料
問
題
」
は
、
人
類
が
地
球
で
生
存

し
て
い
く
た
め
に
避
け
て
通
れ
な
い
大
問
題

で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
貧
困
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
社
会
的
な
不
公

正
の
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
人
口
と
食
料
問
題
・
’
は
包
括
的
な
問
題
で

I‘
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あ
り
、
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
の
問
題
の

中
心
に
お
か
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
早
急

か
つ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る

と
、
強
調
し
た
。

狭
く
な
っ
て
き
た
、
地
球
の
中
で
各
国
の

相
互
依
存
は
よ
り
深
ま
り
、
国
際
的
な
関
係

を
抜
き
に
国
内
問
題
も
解
決
で
き
ず
、
ま
も

な
く
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

こ
の
会
議
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
類
共
存
の
た

め
の
最
も
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に

議
論
し
、
未
来
を
見
つ
め
た
国
際
社
会
へ
の

提
言
を
行
っ
て
い
こ
う
、
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
カ
イ
ロ
以
降
の
国
会
議
員
活
動
の

広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
、
一
九
九
七
年

に
、
独
立
し
た
人
口
・
開
発
に
関
す
る
地
域

議
連
が
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域

に
も
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・

ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
」
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
ア
ジ

ア
地
域
で
は
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
お
よ
び
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
が
正
式
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
メ

ン
バ
ー
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
現

状
と
成
果
を
伝
え
た
。

●
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

会
議
へ
の
招
待
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
昨
年
の
国
連
総
会
決
議
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

一
九
九
八
年
の
国
連
総
会
の
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
「
カ
イ
ロ
国
際
人
口
開
発
会
議

か
ら
五
年
」
に
あ
た
り
、
九
四
年
に
採
択
さ

れ
た
行
動
計
画
の
成
果
や
そ
の
履
行
の
際
に

障
害
と
な
る
も
の
を
調
査
し
、
今
後
の
た
め

に
教
訓
を
ひ
き
だ
そ
う
と
い
う
合
意
に
達

し
、
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
九
九
年
に
オ

ラ
ン
ダ
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
」
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

た
め
の
事
前
準
備
が
地
域
会
議
を
含
め
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど
の
行
動
計

画
の
中
で
も
重
要
事
項
に
つ
い
て
そ
の
見
直

し
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
こ
の
「
カ
イ
ロ
国
際
人

口
開
発
会
議
か
ら
五
年
」
の
見
直
し
を
有
意
義

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
国
会
議
員
の
支
援

が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
、
各
国
の
国
会
議
員
の
方
々
に

も
公
式
代
表
と
し
て
出
席
し
て
欲
し
い
。

●
サ
ワ
イ
・
シ
ン
・
シ
ソ
デ
ィ
ア

１
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
国
会
議
員
活
動

が
、
人
口
・
開
発
問
題
に
関
す
る
一
般
市
民

の
関
心
を
深
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
費
や
さ
れ

る
資
源
・
財
源
の
確
保
、
国
会
議
員
に
よ
る

定
期
的
な
監
視
シ
ス
テ
ム
の
設
立
な
ど
を
挙

げ
、
カ
イ
ロ
会
議
で
奨
励
さ
れ
た
よ
う
に
、

様
々
な
レ
ベ
ル
の
組
織
と
（
シ
ソ
デ
ィ
ア
ー

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
個
人
の
意
見
と
し
て
は
、
特

に
社
会
利
益
の
た
め
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
還
元
を
優
先
す
る
生

活
共
同
体
と
）
協
力
し
合
っ
て
人
口
・
開
発

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
訴
え
た
。

ま
た
、
「
地
球
崩
壊
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
は
過
去
三
○
年
で
目
覚
し
い
発
展
を
遂

げ
た
も
の
の
、
未
だ
多
く
の
社
会
は
農
業
を

中
心
と
し
て
お
り
、
環
境
汚
染
や
教
育
、
公

衆
衛
生
な
ど
を
原
因
と
し
た
急
激
な
人
口
増

加
と
環
境
破
壊
は
、
最
終
的
に
は
人
類
自
身

の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
言
及
し

た
。
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●
ク
リ
シ
ャ
ン
・
カ
ン
ト

イ
ン
ド
国
副
大
統
領

人
口
・
開
発
問
題
に
つ
い
て
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
絞
っ
て
演
説
し
た
。

第
一
に
、
人
口
は
数
量
的
観
念
の
み
な
ら

蛍
社
会
に
お

け
る
機
会
獲
得

の
可
能
性
（
例
え

ば
土
地
や
一
雇
用

な
ど
の
「
資
源
」

ベ
ー
ス
の
も

の
）
も
考
慮
さ

れ
る
べ
き
だ
。

も
し
不
運
に
も

失
業
す
れ
ば
社

会
に
と
っ
て
負

担
に
し
か
な
ら

な
い
が
、
好
機

に
恵
ま
れ
生
産

性
の
高
い
職
に

就
け
ば
、
や
が

て
は
社
会
福
祉

を
向
上
す
る
担

い
手
と
な
る
か

ら
だ
。二
番
目
に
、
人
口
は
消
費
さ
れ
る
世
界
資

源
の
量
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
⑥
人
口
問
題
な
ど
を
抱
え
る
発
展

途
上
国
は
、
現
在
先
進
国
に
原
材
料
を
輸
出

し
て
お
り
、
発
展
途
上
国
・
先
進
国
間
に
お
け

る
消
費
パ
タ
ー
ン
の
違
い
は
非
盆
吊
に
大
き
い
。

我
々
は
持
続
可
能
な
開
発
を
念
頭
に
置
く
時

い
つ
も
そ
れ
が
消
麹
旱
百
中
心
主
義
と
深
く
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

最
後
に
、
人
口
の
安
定
化
は
市
民
の
自
発

的
行
動
と
各
自
が
小
家
族
で
あ
る
必
要
性
を

認
琴
塑
９
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
（
そ
の
よ
う
な
意

識
の
恋
禿
に
は
女
性
の
塾
育
レ
ベ
ル
な
ど
社
会
・

経
済
開
発
の
段
階
に
大
き
く
闘
う
）
て
い
る
）
。

今
や
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
で
の
経
済
の
成
長
は
、

人
口
の
瑚
制
な
し
に
維
持
さ
れ
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発
を
続
什
ろ
た
め

に
も
、
限
ら
れ
た
環
境
の
中
で
、
人
口
・
資
源

・
経
済
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
先
進
国
の
経

済
成
長
時
に
人
口
増
加
は
見
ら
れ
た
が
、
低

レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

進
行
中
の
発
展
途
上
国
の
そ
れ
を
見
た
場

合
、
年
率
二
・
五
％
か
ら
三
％
と
、
先
進
国

と
は
違
う
発
展
パ
タ
ー
ン
を
通
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
発
展
途
上
国
の
人
口
・

開
発
政
策
は
先
進
国
の
も
の
と
は
違
い
、
生

物
圏
に
許
さ
れ
た
限
界
を
意
識
し
つ
つ
作
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
進
国
の
時

と
は
違
い
、
環
境
は
も
は
や
人
間
の
豊
か
な

生
活
を
支
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
に
よ
れ
ば
世
界
の
子
供
に

必
要
な
も
の
、
例
え
ば
安
全
な
水
、
初
等
教

育
な
ど
を
満
た
す
に
は
、
あ
と
三
四
○
億
ド

ル
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

ゴ
ル
フ
、
タ
バ
ュ
ワ
イ
ン
な
ど
賛
沢
品
に

費
や
さ
れ
て
い
る
の
は
世
界
で
九
三
五
○
億

ド
ル
に
の
ぼ
り
、
軍
事
費
に
関
し
て
は
八
○

○
○
億
ド
ル
に
も
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
、

我
々
は
余
暇
に
費
や
す
資
金
を
少
し
で
も
自

制
し
た
ら
、
人
口
の
安
定
化
の
鍵
と
な
る
基

本
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

の
に
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

「
も
し
我
々
が
人
口
増
加
と
持
続
可
能
な

開
発
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
ら
、
最
初
に
人
間
の
文
明
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
質
問
を
、
己
自
身
に
問
い
か

け
、
抑
え
切
れ
な
い
欲
の
深
さ
に
つ
い
て
考

え
直
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。
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第14回人ロと開発に関するアジア同今議員代表者会蕊

〔写真・右頁wLightingofLamp”
の儀式で点火する中山太郎・国際人ロ

問題議員懇談会会長（１人おいて右が

クリシャン・カント・インド国副大統

領＝国会会議場入ロで)。

イ
ン
ド
と
ブ
ー
タ
ン
の
二
国
の
担
当
で
現

場
の
経
験
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
の
人
口
統
計

を
一
九
九
六
年
デ
ー
タ
ー
で
、
粗
出
生
率
二

三
、
粗
死
亡
率
八
、
自
然
増
加
率
が
一
・
四

と
概
観
し
た
（
イ
ン
ド
の
総
人
口
は
九
億
四

四
六
○
万
人
）
。

’
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・
Ｉ
Ｃ
Ｐ

●
ナ
ラ
ヤ
ン
・
イ
ン
ド
国

大
統
領
挨
拶

Ｐ
。
Ｊ
・
ク
リ
エ
ン
・
議
員
代
読

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
「
第
十
四
回
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

が
、
イ
ン
ド
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
の
協
力

の
も
と
ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
で
開
か
れ
る
こ
と

ア
ジ
ア
の
人
ロ
動
態
ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
薑

５
大
目
標
の
霧
Ｉ

も
っ
と
女
性
の
声
を

Ｄ
）
の
特
徴
は
、
「
人
口
・
開
発
会
議
」

で
、
人
口
増
加
率
等
の
数
値
目
標
に
焦
点
を

当
て
ず
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、

ラ
イ
ッ
と
い
っ
た
幅
広
い
健
康
手
法
を
取
り

入
れ
て
、
目
標
達
成
の
た
め
で
な
く
ニ
ー
ズ

に
基
づ
い
た
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

重
要
視
し
た
点
、
と
指
摘
し
た
。

を
知
り
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
。

様
々
な
社
会
性
・
文
化
性
や
経
済
発
展
の

レ
ベ
ル
が
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
見
ら
れ
、
日
本

の
よ
う
に
少
子
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ

う
な
地
域
も
あ
れ
ば
、
南
ア
ジ
ア
の
よ
う
に

（
近
年
人
ロ
増
加
率
が
減
少
し
て
い
る
兆
候

が
見
ら
れ
る
が
）
人
口
爆
発
が
経
済
・
社
会

開
発
に
陰
り
を
見
せ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５
１
ァ
ジ
盃
人
口
動
態
Ｉ

国
連
で
は
、
ア
ジ
ア
地
域
を
東
ア
ジ
ア
、

南
中
央
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア

の
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ

と
は
地
域
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の

目
標
達
成
の
度
合
い
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
や
韓
国
な
ど
を
含

む
東
ア
ジ
ア
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で

設
定
さ
れ
た
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）

の
二
○
’
○
年
の
目
標
値
や
、
乳
児
死
亡
率

（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
）
の
二
○
○
○
年
の
目
標
値
が
既

に
達
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ン

ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

を
含
む
南
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
努
力
す
れ
ば

ア
ジ
ア
が
地
球
上
の
人
口
の
約
六
○
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
回
ア

ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
が
イ
ン
ド
に
集
い
、

人
口
と
開
発
と
い
う
最
も
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
討
議
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
深
い

も
の
で
あ
り
、
多
く
の
成
果
を
お
さ
め
ら
れ

る
よ
う
望
ん
で
い
る
。
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何
と
か
目
標
が
達
成
可
能
と
い
う
状
況
に
あ

る
。詳
細
は
国
に
よ
っ
て
様
々
で
、
数
字
だ
け

で
結
果
を
見
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
。
現

場
を
扱
う
も
の
と
し
て
は
、
各
国
、
各
地
域

に
お
い
て
可
能
で
適
合
し
た
対
応
策
を
と
る

こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
特
に
カ
イ
ロ
の
中
心

課
題
と
な
っ
た
〃
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

卜
“
は
、
測
定
が
難
し
い
。
二
、
三
カ
国
を

除
い
て
遅
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ

の
会
議
に
参
加
し
た
国
会
議
員
は
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
国
会
議
事
堂
の
中
だ

け
で
な
く
、
実
践
的
な
行
動
に
移
す
上
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
具
体
的
な
情

報
を
提
供
し
て
頂
き
た
い
。

イ
ン
ド
で
は
、
妊
産
婦
死
亡
率
が
依
然
高

く
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
避
け
る
こ
と
の

で
き
る
死
亡
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
女
性
が

単
に
母
親
や
妻
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
女
性

と
し
て
の
権
利
を
持
て
る
よ
う
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
女
性
の
健
康
（
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
）
の
問
題
を
権

利
（
ラ
イ
ッ
）
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
そ

れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女
性
達
が
沈

黙
を
打
ち
破
り
、
も
っ
と
女
性
の
声
を
反
映
要
で
あ
る
。
最
近
、
公
共
部
門
か
ら
、
民
間

さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

部
門
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
国

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
の
枠
組
み
で
、
我
々
は
、
不
平
等
の
問
題
に
対
応
を
し
な
け
れ
ば

が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
家
族
な
ら
な
い
。

計
画
の
達
成
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
が
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
精
神
を
継
承
し

目
標
数
値
の
設
定
を
止
め
た
。
そ
の
代
わ
り
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
指
摘
し
た
。
国
連

に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の
旗
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
、

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
人
口
問
題
解
決
に
向
け
て
各
国
で
協
力
し
て

た
、
開
会
式
の
挨
拶
で
副
大
統
領
が
述
べ
た
い
る
。
ア
ジ
ア
は
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
問

よ
う
に
、
目
標
実
現
の
方
法
と
し
て
、
資
金
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

の
活
用
の
仕
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
童

１
口
１
１
口
Ｉ

一
九
九
四
年
九
月
、
国
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に

先
駆
け
て
、
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議

（
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
三
○
○
人
以
上
の
世
界
中
の
国
会
議
員
が

集
ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
も
含
め

て
国
会
議
員
に
よ
る
カ
イ
ロ
宣
言
が
採
択
さ

カ
イ
□
以
降
の
国
会
議
員
活
動
に
つ
い
て

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
地
球
規
模
に
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
、
欧
米
と
も
交
流

れ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
カ
イ
ロ
以
降
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
継
承
す
べ
く
、
一
九
九
五
年

三
月
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

で
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
国
際
人
口

・
社
会
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）
、
一
九
九
五
年
九
月
に
は
日
本
の
東
京

1８
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！
午
後
二
時
一
一
一
○
分
か
ら
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

２
“
ア
ジ
ア
の
急
速
な
経
済
環
境
変
化
と
人

ロ
が
行
わ
れ
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
副
議
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
が
議
長
と

で
女
性
会
議
（
北
京
）
に
先
駆
け
た
国
際
女

性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
Ｐ

Ｄ
）
、
’
九
九
六
年
一
一
月
に
は
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト

（
ロ
ー
マ
）
に
先
駆
け
た
国
際
食
料
安
全
保

障
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｓ

Ｐ
Ｄ
）
を
開
催
し
て
き
た
。
来
年
に
は
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
が
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
予
定
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
－
５
に
合
わ
せ
て
、
国
際
議
員
会
議
を
予

定
し
て
い
る
。

各
国
の
議
員
活
動
と
し
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
以
外
の
国
々
で
国
内
委
員
会
を
中
心
に
国

内
レ
ベ
ル
で
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特

に
カ
イ
ロ
以
降
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
新
た
に

国
内
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
キ

ル
ギ
ス
タ
ン
に
も
国
内
委
員
会
が
結
成
さ
れ

た
。
近
々
イ
ラ
ン
で
も
、
議
員
連
盟
が
出
来

シ
ン

な
り
、
ク
ア
・
ウ
ォ
ン
グ
ブ
ー
シ
ン
・
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
副
学
長
（
タ
イ
）
、
タ
オ

・
シ
ー
ピ
ン
議
員
（
中
国
）
、
ム
ス
タ
フ
ァ

・
力
・
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
セ
ネ
ガ
ル
）

る
予
定
だ
。
ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
バ
ン
コ

ク
の
本
部
を
中
心
に
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
関
連
事
務
局
が

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
常
設
事
務
局
が
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
ア

フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
他
地
域
の
議
員
連
盟
と
も
交
流
を
深

め
、
特
に
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
関
し
て
は
、
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
積
極
的
に
協
力
を
し
て
、
昨
年

無
事
設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
会
議
に
も
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
代
表
し
て
、
ム
ス
タ
フ
ァ

・
力
議
長
に
セ
ネ
ガ
ル
か
ら
参
加
し
て
頂
い

た
。

二
』
‐
」
ナ
経
済
環
境
変
化
と
人
口

の
三
人
の
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
が
発
表
し
、

引
き
続
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
五
人
の
議
員
団
が
ベ
ト
ナ

ム
、
バ
ン
コ
ク
を
視
察
し
た
。
そ
の
他
、
Ｅ

Ｕ
の
議
員
団
も
二
○
人
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
、
カ
ナ
ダ
の
議
員
団
も
近
々
に
ア
ジ
ア
を

訪
問
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
タ
イ
等

で
は
南
々
協
力
が
行
わ
れ
、
今
後
さ
ら
に
活

動
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
前
述
の
一
九
九
九
年
二
月
に
開

催
予
定
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
に
伴
う
国
際
議
員

会
議
の
準
備
と
し
て
、
会
議
ま
で
に
各
国
で

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
な
ら
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
成
果
を

検
討
し
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

１９



ア
ジ
ア
経
済
を
見
た
場
合
、
こ
こ
二
○
年

間
に
産
業
化
が
大
き
く
進
み
、
「
ア
ジ
ア
の

奇
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
に

は
、
開
発
が
進
ん
だ
国
や
遅
れ
た
国
な
ど
が

あ
る
が
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
カ
国
の
一
○
大
経
済
国
は
、
’

九
八
○
年
代
を
通
し
て
年
間
一
○
％
以
上
も

の
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
そ
の
比
率
は
、

Ｅ
Ｕ
や
北
米
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、

八
○
年
代
後
半
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
加
熱
す

る
投
資
に
加
え
て
、
域
内
の
貿
易
比
率
が
域

外
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
。

現
在
、
タ
イ
か
ら
発
生
し
た
バ
ブ
ル
崩
壊

が
起
因
と
な
っ
て
、
ア
ジ
ア
全
体
に
通
貨
危

機
が
広
が
り
、
ア
ジ
ア
一
二
カ
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

平
均
成
長
率
は
、
九
六
年
の
七
・
六
％
か

ら
、
九
七
年
に
は
六
・
九
％
、
九
八
年
に
は

六
・
一
％
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
国
政
府
は
経
済
管

１
人
間
資
源
の
開
発
で
世
界
的
競
争
力
を
つ
け
る
た
め

ア
ジ
ア
の
急
速
な
経
済
環
境
変
化
と
人
ロ

ク
ク
ア
・
ウ
ォ
ン
グ
フ
ー
シ
ン

理
戦
略
を
国
家
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組

み
、
ま
た
工
業
・
産
業
の
再
編
成
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ジ
ア
経
済
の
危
機

は
、
そ
れ
ほ
ど
長
引
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
楽

観
視
も
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
、
規
制
緩
和
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
地
域
化
の
進
行
が
、
ア
ジ
ア

経
済
の
回
復
を
促
進
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。貿
易
自
由
化
の
傾
向
は
、
工
業
分
野
だ
け

で
な
く
農
業
分
野
に
も
進
み
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
農
業
市
場
を
統
合
し
よ
う
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
過
去
一
○
年

間
に
お
け
る
急
激
な
経
済
成
長
や
政
策
改

革
、
地
球
規
模
で
の
食
料
需
要
の
増
加
に

よ
っ
て
、
農
産
物
貿
易
そ
の
も
の
の
増
加

と
、
貿
易
対
象
品
目
の
構
成
が
変
化
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
九
○
年
代
初
め
に

は
、
増
大
し
続
け
る
食
料
需
要
に
対
す
る
供

給
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

タ
イ

Ｎ
諸
国
の
農
産
物
貿
易
は
赤
字
が
続
い
て
い

切
る
。食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
今
後
三
○
年
間

の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
増
大
し
続
け
る
人
口

の
食
料
需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア

で
は
お
よ
そ
一
○
○
％
、
南
ア
ジ
ア
で
は
お

よ
そ
一
五
○
％
の
食
料
供
給
の
増
加
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
口
動
態
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
出
生
率
は
全
体
的
に
下
が
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
合
計
特
殊
出

生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
は
、
一
九
五
○
～
六
○
年

代
の
六
人
か
ら
下
が
り
続
け
、
二
○
○
○
～

一
一
○
○
五
年
に
は
三
人
、
二
○
一
一
○
～
二
○

二
五
年
に
は
二
・
○
二
人
に
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
死
亡
率
の
地
域
間

格
差
の
縮
小
と
と
も
に
、
出
生
時
平
均
余
命

も
全
体
的
に
伸
び
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
五
○
年
代
以
降
、
各

国
が
明
確
な
人
口
・
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
掲
げ
て
き
た
。
八
○
年
代
に
は
、
人
間
開

発
は
人
口
政
策
の
成
功
の
鍵
を
握
る
と
認
識

さ
れ
て
、
人
口
が
国
家
開
発
計
画
の
主
要
因

と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

グ
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し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
全
域
に
お
け
る

〃
よ
り
強
力
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
”
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
今
後
二
○
～
三
○

年
の
問
に
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
新
、
未
加
盟
国
と
の

社
会
的
・
経
済
的
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
め
る
こ
と

を
見
込
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局

は
、
二
○
二
○
年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
○

カ
国
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｕ
、
’
中
国
、
日
本

に
加
え
て
、
五
大
経
済
力
圏
の
一
つ
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。

過
去
一
○
年
間
、
ア
ジ
ア
は
プ
ラ
ス
と
マ

を
中
心
に
、
高
齢
化
、
人
口
移
動
、
都
市
化

の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
そ
の
隣
国
の
経
済
発
展
の
大
き
な
格

差
に
よ
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
さ
ら
に
中
国
南
部
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
な
ど
の
隣

国
か
ら
、
多
く
の
単
純
労
働
者
が
タ
イ
を
は

じ
め
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
流
入
し
、
不
法
就

労
な
ど
の
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
人
口
移
動
の
問
題
は
、
単
に
経
済
的
問
題

だ
け
で
な
く
、
伝
染
病
や
エ
イ
ズ
な
ど
の
健

康
問
題
や
社
会
的
な
問
題
を
も
発
生
さ
せ
て

い
る
。

持
続
可
能
な
開
発
は
、
戦
略
的
地
球
規
模

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
開
発
は
、
将
来
の
世

代
の
た
め
の
潜
在
能
力
（
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

能
力
）
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
現
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
に
行
わ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

我
々
は
、
共
通
の
惑
星
に
住
み
、
国
境
や

地
域
区
分
を
越
え
て
、
環
境
・
資
源
の
問
題

を
抱
え
て
い
る

人
類
の
普
遍
的
課
題
と
し
て
、
環
境
と
資

源
を
守
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
、
各
国
、
各

地
域
、
そ
し
て
世
界
全
体
が
恩
恵
を
得
る
こ

イ
ナ
ス
を
含
め
て
、
経
済
・
人
口
の
発
展
過

程
と
成
長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
特
徴
を
共

有
し
て
き
た
。
特
に
昨
年
七
月
に
タ
イ
か
ら

発
生
し
た
通
貨
危
機
に
よ
っ
て
、
現
在
ア
ジ

ア
諸
国
は
一
様
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
被
り
、

弱
体
化
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
域

Ｉ
未
来
に
十
分
な
自
信
Ｉ
環
境
保
護
資
源
管
理
貧
困
撲
滅
に

環
境
と
持
続
可
能
な
開
発

と
に
な
り
、
今
こ
そ
持
続
可
能
な
開
発
に
向

け
た
決
定
的
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

’
九
九
八
年
三
月
、
第
九
回
全
国
人
民
代

表
大
会
の
第
一
期
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
政

府
に
よ
っ
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
持
続
可

能
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

大
き
な
人
口
を
抱
え
比
較
的
不
十
分
な
資
源

を
持
つ
中
国
は
、
拡
大
規
模
の
経
済
に
よ
っ

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
受
け
て
い
て
、
経

済
開
発
と
環
境
の
矛
盾
は
益
々
増
大
し
て
い

虹
る
。
経
済
は
、
昔
の
拡
大
方
式
で
成
長
し
続

化
、
経
済
自
由
化
の
中
で
、
世
界
的
競
争
力

を
つ
け
て
い
く
た
め
に
も
、
人
間
資
源
開
発

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
内
お

よ
び
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
経
済
と
人
口

を
統
合
さ
せ
た
政
策
の
計
画
な
ら
び
に
施
行

を
基
に
し
た
開
発
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。



私
は
昨
年
設
立
し
た
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
の
議
長
を
務
め
て
い

る
。
今
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
ご
招
待
で
ア
フ
リ

カ
の
セ
ネ
ガ
ル
か
ら
参
加
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
は
、
一
九
九
七
年
五
月
、
ケ
ー
プ
タ
ウ

け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
経
済
、
人
資
源
の
補
償
シ
ス
テ
ム
や
公
害
管
理
・
対
策

口
、
資
源
、
環
境
の
関
係
を
き
ち
ん
と
ハ
ン
が
導
入
さ
れ
た
。

ド
ル
し
て
、
理
性
的
か
つ
包
括
的
に
資
源
を
中
国
は
、
一
九
七
○
年
代
初
め
に
家
族
計

活
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

画
政
策
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
七

中
国
の
持
続
可
能
な
開
発
は
、
人
口
抑
○
年
と
九
七
年
を
比
べ
る
と
、
出
生
率
は
三

制
、
資
源
管
理
、
環
境
保
護
を
三
つ
の
基
本
一
一
一
・
八
三
％
か
ら
一
六
・
五
七
％
に
減
少
し
、

的
な
内
容
と
し
て
い
る
。
家
族
計
画
と
環
境
人
口
増
加
率
は
二
五
・
八
％
か
ら
一
○
・
○
六

保
護
は
、
基
本
的
な
国
家
政
策
で
あ
る
が
、
％
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
の
施
行
に

中
国
政
府
は
他
国
の
経
験
に
基
づ
い
て
規
模
よ
っ
て
、
過
剰
な
人
口
増
加
と
経
済
・
社
会

の
経
済
を
追
い
求
め
る
こ
と
が
正
し
い
選
択
発
展
の
矛
盾
が
回
避
で
き
た
。
こ
こ
数
年
、

で
は
な
い
と
認
識
し
た
。
例
え
ば
、
伝
統
的
中
国
は
環
境
保
護
、
資
源
管
理
、
貧
困
救
済

開
発
モ
デ
ル
に
あ
る
よ
う
な
事
後
処
理
的
な
と
そ
の
撲
滅
に
関
し
て
、
大
き
な
成
果
を
も

公
害
問
題
を
な
く
し
、
持
続
可
能
な
資
源
の
た
ら
す
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
未
来
に
十
分

利
用
に
基
づ
く
経
済
活
動
を
行
う
た
め
に
、
な
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

ｌ
Ｉ
ｉ
■
Ｉ

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
協
力
に
感
謝ン
の
第
一
回
総
会
開
催
を
も
っ
て
、
正
式
に

発
足
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ア
フ
リ
カ
・

ア
ラ
ブ
の
七
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
一
回

総
会
で
は
設
立
に
際
し
て
「
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
九
七
年
の
一
○
月

に
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
ル
サ
カ
で
、
ザ
ン
ビ
ア

議
会
と
の
覚
書
を
交
わ
し
、
来
週
に
は
事
務

局
長
が
指
名
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
後
に
は
、
ダ
カ
ー
ル
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
行
動
計
画
を
採
択
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
の
考
え
を
基
に
し
た
活
動
を
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
、
発
足
に
当
た
り
い
ろ
い
ろ

な
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
い
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と

も
、
引
き
続
き
協
力
関
係
を
保
ち
つ
つ
活
動

を
繰
り
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
両
地
域
間
の
相
互
訪

問
や
合
同
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
希
望
し
て
い

る
。

●
西
ベ
ン
ガ
ル
議
員

政
策
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
形
式
で
作
ら
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
本
来
は
、
実
際
に
そ
の
影
響

を
受
け
る
側
が
中
心
と
な
っ
て
作
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
草
の
根
の
意
見
を
い

か
に
取
り
込
み
、
反
映
す
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
は
市
場
経
済
の
導
入

討議
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第14回人ロと開発に関するアジア国会蛾員代表者会議

●
ア
ッ
サ
ム
代
表

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
。
汚
職

で
資
金
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
投
資
の

●
オ
リ
ッ
サ
代
表

妊
産
婦
死
亡
率
の
八
○
％
が
ア
ジ
ア
で
生

じ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
病
院
の
数
の

決
定
的
不
足
が
あ
る
。
一
九
五
一
年
の
憲
法

の
修
正
条
項
が
必
要
で
あ
る
（
例
え
ば
、
二

人
以
上
の
子
供
を
持
っ
て
い
る
人
が
三
人
目

を
持
っ
た
ら
選
挙
権
を
失
う
な
ど
の
）
。
ザ

マ
ン
氏
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
述
べ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
各
州

か
ら
必
ず
一
人
女
性
議
員
を
選
出
す
る
よ
う

な
政
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

に
伴
い
一
九
九
六
年
頃
か
ら
経
済
危
機
が
発

生
し
て
い
る
が
、
中
国
も
計
画
経
済
か
ら
市

場
経
済
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
。
人
口
問

題
は
必
ず
存
在
し
、
特
に
両
国
は
人
口
大
国

で
あ
る
。
人
口
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
社
会
的
な
正
義
に
基
づ
く
対
応
が
必
要

だ
。投
資
の
八
割
、
汚
職
に

●
イ
ン
ド

人
口
抑
制
の
話
が
出
た
が
、
イ
ン
ド
に
は

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
市
場
経
済
の
導
入

や
、
文
明
社
会
、
市
民
社
会
の
発
展
に
伴
う

●
イ
ン
ド

イ
ン
ド
の
人
口
・
開
発
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
北
部
丘
陵
地
帯
へ
の
対
応
が
重
要

で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
問
題
が
解
決
さ
れ
れ

ば
、
イ
ン
ド
社
会
の
問
題
の
半
分
を
解
決
で

き
盲
○
．
人
口
爆
発
と
開
発
の
ペ
ー
ス
を
う
ま

く
保
ち
、
人
々
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
し

な
が
ら
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
開
発
を
進
め
る

こ
と
が
肝
心
だ
。

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

持
続
可
能
な
開
発
が
大
切
だ
。
経
済
開
発

に
お
い
て
は
、
消
費
の
見
直
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
社
会
生
活
の
質
の
向

上
に
つ
な
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
（
中
国

に
対
す
る
質
問
。
投
資
に
つ
い
て
。
）

中
の
八
○
％
が
消
え
て
し
ま
う
。
汚
職
を

も
っ
と
監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○

●
韓
国

ア
ジ
ア
の
人
口
動
態
を
地
域
別
に
見
る
と

か
な
り
違
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
達
成
も
中

国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
で
は
す
で
に
完
了
し
て

い
る
が
、
イ
ン
ド
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
は
遅
れ

て
い
る
。
こ
の
違
い
の
主
な
要
因
は
、
政
策

的
問
題
な
の
か
、
ま
た
は
宗
教
の
問
題
か
。

●
イ
ン
ド

私
の
選
挙
区
に
は
、
森
林
に
住
む
少
数
民

族
の
人
々
が
多
く
い
る
が
、
近
年
開
発
と
と

も
に
森
林
は
消
え
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

り
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
地

域
を
限
定
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
対
処
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
支
援
を
基
に
、
三
～
四
年
か
け
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

犠
牲
者
が
生
じ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
し
た

ペ
ー
ス
で
開
発
を
行
う
べ
き
だ
。

南
ア
ジ
ア
の
遅
れ
の
原
因
は
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●
イ
ン
ド

第
一
点
目
に
、
持
続
可
能
な
開
発
は
、
人

口
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
し
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
初
等
教
育
の
完
全
な
普

及
が
重
要
で
あ
る
。
第
二
点
目
に
、
イ
ン
ド

に
お
い
て
も
一
人
っ
子
政
策
ま
た
は
二
○
歳

以
下
の
結
婚
を
禁
ず
る
な
ど
の
政
策
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

●
ザ
マ
ン
氏
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
イ
ン
ド
駐
在
代
表
）

世
界
全
体
で
見
た
場
合
、
宗
教
は
要
因
と

な
っ
て
い
な
い
。
最
も
重
要
な
の
は
、
識
字

率
す
な
わ
ち
初
等
教
育
で
あ
る
。
イ
ン
ド
と

中
国
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
高
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
中

国
に
お
い
て
、
政
権
の
変
動
に
関
係
な
く
家

族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
続
的
に
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
成
功
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
も
良
い
結
果

を
出
し
た
例
で
あ
る
。

初
等
教
育
が
最
も
重
要

ロ

篝

午
後
四
時
半
か
ら
は
、
当
財
団
企
画
の
ス

ラ
イ
ド
「
水
は
生
き
て
い
る
１
人
ロ
と
水
資

源
－
」
が
上
映
さ
れ
た
。
上
映
前
に
は
、
広

瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が

別
項
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
が
、
終
了
後
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ユ
ニ
セ
フ
な
ど
を
は
じ
め
各
国
代
表

団
か
ら
「
し
っ
か
り
し
た
構
成
で
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
貴
重
な
資
料
で
あ
る
」
と
の

賛
辞
が
贈
ら
れ
た
。

●
イ
ン
ド

イ
ン
ド
の
議
員
か
ら
、
〈
「
回
の
討
議
を
よ

り
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
現
在
配
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
資
料
が
、
事
前
に
手
元
に

配
ら
れ
、
検
討
が
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
協
議

は
草
の
根
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
、
今
回
の
会
議
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
色

彩
が
強
い
の
で
は
な
い
か
、
と
拷
埠
洞
が
あ
っ
た
。

I蕊…顯冒:睾顯鐸豊蘂彊霞Ｍ２M豊:露鑪霧屋Ｉ

ス
ラ
イ
ド
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

水
は
生
き
て
い
る
ｌ
人
口
と
水
資
源

●
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長

広
瀬
次
雄

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
か
ら
、
「
人
口

と
開
発
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
ス
ラ
イ
ド
で

取
り
上
げ
制
作
し
、
こ
の
代
表
者
会
議
を
通

じ
て
各
国
ご
出
席
の
議
員
各
位
に
お
配
り
し

ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
ス
ラ
イ
ド
の
テ
ー
マ
は
「
水
は
生

き
て
い
る
ｌ
人
口
と
水
資
源
で
す
」
。

言
う
ま
で
も
な
く
水
は
生
き
て
い
く
上
で

●
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

会
議
運
営
の
現
実
と
し
て
、
資
料
は
提
出

し
て
頂
か
な
け
れ
ば
配
り
よ
う
も
な
い
。
ま

た
、
あ
ま
り
早
め
に
配
布
す
る
こ
と
で
紛
失

す
る
恐
れ
も
あ
る
と
会
議
運
営
の
現
実
を
述

べ
、
さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
問
題
に
つ

い
て
、
壬
別
中
は
公
式
行
事
で
あ
り
、
形
式
重

視
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
、
回
答
し
た
。

こ
の
指
摘
に
対
し
て
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第１４回人口と開発に閏するアジア国会議員代表者会議

水不足で水位の下がったダム

（『水は生きている一人口と水資

源』のスライドより）

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
源
で
す
。

水
な
く
し
て
私
た
ち
は
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

地
球
は
”
水
の
惑
星
“
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
現
実
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界

で
初
め
て
宇
宙
を
飛
ん
だ
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐

が
「
地
球
は
青
か
っ
た
」
と
言
っ
た
の
は
有

名
な
話
で
す
。
事
実
、
宇
宙
か
ら
撮
影
さ
れ

た
私
達
の
地

球
は
、
ま
さ

に
漆
黒
の
闇

に
浮
か
ぶ
青

い
水
の
天
体

の
よ
う
に
見

え
ま
す
。

し
か
し
、

地
球
の
水
の

豊
か
さ
は
砂

漠
の
屋
気
楼

と
同
じ
だ
と

い
わ
れ
ま

す
。
地
球
上

に
存
在
す
る

水
の
う
ち
わ

ず
か
二
・
五

％
だ
け
が
淡
水
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
南
極

大
陸
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
氷
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
達
が
日
常
に
利
用
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
雨
水
な
ど
の
形
で
の
地
球
の
水
循
環

は
、
地
球
の
水
の
極
く
わ
ず
か
○
・
○
○
○

○
○
八
％
Ⅱ
一
億
分
の
八
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

飲
み
水
と
し
て
、
生
活
用
水
と
し
て
、
穀

物
な
ど
を
作
る
農
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て

い
る
の
が
、
淡
水
で
あ
り
再
生
可
能
な
雨
水

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
淡
水
資
源
が
、
今
、
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
黄
河
や
コ
ロ
ラ
ド

川
を
は
じ
め
、
多
く
の
巨
大
な
河
川
で
乾
季

に
は
川
底
ま
で
力
ラ
カ
ラ
に
干
上
が
る
と
い

う
空
恐
ろ
し
い
現
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
で
見
て
、
こ
の
水
資
源
は
人
口
が

増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
増
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
類
が
生
ま
れ
て
か
ら

そ
の
量
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

以
前
、
国
際
会
議
で
、
か
っ
て
石
油
を
め

ぐ
っ
て
紛
争
が
あ
っ
た
中
東
の
国
会
議
員
か

ら
不
気
味
な
予
言
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
後
そ
の
地
域
で
戦
争
が
起
こ
る
と
す

れ
ば
水
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
で
あ
ろ
う
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の

危
険
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

水
は
人
間
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
生
物
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
人
口
が
増

え
れ
ば
、
水
の
需
要
は
加
速
度
的
に
増
加
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
水
を
め
ぐ
る
争
い
は
石
油

を
め
ぐ
る
争
い
よ
り
も
激
し
く
、
深
刻
な
も

の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
水
は
人
々
の
健
康
と
も
深
い
か
か

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
今
な
お
、
多
く
の
乳
児

が
水
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
途
上
国
で
水
汲
み
は

女
性
の
労
働
と
し
て
、
女
性
に
過
大
な
負
担

を
強
い
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
も
密
接
な

関
連
が
あ
り
ま
す
。
水
の
不
足
を
招
く
最
大

の
原
因
は
人
口
増
加
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
、
水
と
人
間
、
人
口
、
環

境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
各
国
か
ら
の
出
席
議
員

に
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
各
方
面
で

十
分
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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人
口
お
よ
び
食
料
安
全
保
障
の
問
題
は
、

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
先
進
国
・
途
上
国
の
両

方
が
か
か
え
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口

が
及
ぼ
す
環
境
破
壊
は
国
境
を
越
え
た
問
題

で
あ
り
、
地
球
の
受
容
力
が
大
事
で
あ
る
。

約
二
年
半
、
国
連
の
人
口
・
開
発
分
野
の
活

二
日
目
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
セ
ッ
シ
ョ

ン
３
当
人
ロ
農
村
開
発
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

が
行
わ
れ
、
「
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
開

発
ｌ
特
に
農
村
地
域
に
お
け
る
女
児
の
教

育
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
中
心
に

ｌ
」
を
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
テ
ー
マ
に
、
ア
ペ
ニ

Ｉ
特
に
農
村
地
域
に
お
け
る
女
児
の
教
育

女
性
の
エ
ン
バ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
中
心
に
Ｉ

現
在
の
努
力
に
応
え
る
政
策
の
一
貫
性
を

農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
開
発

マ
ー
カ
レ
叩
卜
・
ア

動
に
携
わ
り
、
地
球
規
模
レ
ベ
ル
の
問
題
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
験
か

ら
、
イ
ン
ド
の
政
策
に
地
球
規
模
的
問
題
の

視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
口

問
題
に
は
、
人
口
の
半
分
を
占
め
る
女
性
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
現
在
、
栄
養
、
教

サ
・
ク
リ
サ
キ
ラ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長

（
フ
ィ
ジ
ー
）
の
議
長
の
下
、
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
ア
ル
バ
・
イ
ン
ド
国
元
人
事
担
当
大
臣

と
ア
バ
バ
イ
・
ワ
デ
ィ
ア
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
元
会
長

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

■
■

途
上
国
で
は
、
一
般
的
に
子
供
、
特
に
女

児
は
労
働
力
と
み
な
さ
れ
、
育
児
や
家
事
に

携
わ
り
、
結
婚
も
一
三
～
’
五
歳
と
早
婚
で

あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る

女
性
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
関
連
し
て
調
査
報
告

が
出
さ
れ
た
が
、
ケ
ラ
ラ
州
と
ラ
ジ
ャ
ス
タ

ン
州
を
比
べ
た
場
合
、
ケ
ラ
ラ
州
に
お
け
る

女
性
の
識
字
率
は
ほ
ぼ
一
○
○
％
で
、
教
育

育
、
法
的
権
利
な
ど
の
面
で
、
女
性
は
社
会

の
な
か
で
差
別
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
宗

教
に
関
連
し
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
家
父

長
制
度
の
影
響
と
し
て
、
｜
般
的
に
男
子
尊

重
の
価
値
が
数
多
く
あ
る
。
一
九
七
五
年
以

降
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
出

産
前
の
性
別
選
考
に
よ
る
中
絶
が
存
在
し
て

い
る
。
人
口
問
題
を
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
る

た
め
に
は
、
人
口
の
半
分
を
占
め
る
女
性
に

対
す
る
対
応
と
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
、
女
性
の
識
字
率
を
向
上

さ
せ
、
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関

し
て
子
供
を
産
む
決
定
権
を
女
性
に
与
え
る

こ
と
が
必
要
だ
。
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普
及
率
も
高
く
、
意
志
決
定
権
も
あ
り
、
結

婚
も
比
較
的
遅
い
の
に
対
し
て
、
ラ
ジ
ャ
ス

タ
ン
州
で
は
ど
の
項
目
も
良
い
結
果
を
示
さ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
肝
心
な
こ
と
は
、
そ
の

二
つ
の
州
の
間
の
対
照
的
な
女
性
の
社
会
的

地
位
に
対
応
し
て
、
ケ
ラ
ラ
州
で
は
出
生
率

が
低
い
の
に
対
し
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
で
高

く
、
明
確
な
差
が
出
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
女
性
の
社
会
的
地
位
を
高

め
る
た
め
に
、
実
験
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
い
て
女
性
に
意
思
決
定
権
を
与
え
る
よ
う

に
促
進
し
た
。
地
域
単
位
で
見
た
場
合
、
女

性
の
参
加
割
合
は
全
体
で
三
三
・
｜
％
で

あ
っ
た
。
一
部
で
は
反
対
も
あ
っ
た
が
、
女

性
が
意
思
決
定
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
効
果
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
人
口
抑
制
に
向
け
て
、
女
性
だ
け
で
な

く
男
性
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
で
は
、
〃
統
合
児
童
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
（
ｌ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
〃
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
三
・
吋
丘
、
白
鳥
か

ら
は
、
陰
○
三
一
。
、
色
。
ゴ
ロ
］
の
】
、
（
の
日
＆
に

す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
で
た
が
、
予
防

接
種
な
ど
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
反
対

し
、
結
果
的
に
未
就
学
児
童
の
教
育
な
ど
を

統
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
同
時
に

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
子
供
の
生
存
に
関

す
る
親
の
認
識
が
高
ま
れ
ば
、
そ
の
ケ
ア
も

良
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
一
九
七
五
～
七
七
年
に
か

け
て
、
人
口
抑
制
政
策
を
取
り
入
れ
た
が
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
に
一

部
で
問
題
が
発
生
し
、
イ
ン
ド
の
連
邦
制
を

踏
ま
え
た
方
法
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。
当
初
は
、
不
妊
手
術
を
一
部
で
強
制
す

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
七
七
年
か
ら
は
強

制
を
止
め
て
、
自
ら
の
判
断
を
尊
重
す
る
方

式
が
と
ら
れ
た
。

私
は
、
五
年
間
イ
ン
ド
の
人
事
担
当
大
臣

を
務
め
た
。
在
任
中
、
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
に
働
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
女
性

達
の
十
分
な
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら
反
対
を
受
け
る
な

ど
、
非
常
に
苦
労
を
し
た
。

例
え
ば
、
子
供
を
た
く
さ
ん
産
む
こ
と
は

女
性
の
健
康
や
能
力
を
損
な
う
た
め
、
多
産

抑
制
と
し
て
子
供
が
二
人
目
ま
で
は
産
休
を

認
め
る
が
、
三
人
以
降
は
産
休
を
認
め
ず
に

夫
や
母
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
基
に
育
児
を
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
女
性
か

ら
苦
情
が
出
た
。

農
村
で
は
、
女
性
が
田
植
え
な
ど
の
デ
リ

ケ
ー
ト
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
た
め
に
、

農
作
業
で
女
性
の
労
働
力
が
な
い
と
打
撃
を

受
け
る
。
し
か
し
、
賃
金
は
男
性
よ
り
低
い

の
が
実
状
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

し
、
人
口
政
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

彼
女
た
ち
が
参
加
し
て
、
意
見
が
反
映
さ
れ

な
い
と
成
功
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

も
っ
と
女
性
が
意
識
を
高
め
て
、
意
思
決
定

の
場
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

一
方
で
、
イ
ン
ド
の
人
口
増
加
の
影
響

は
、
高
齢
化
も
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
最
も

生
産
的
な
地
域
で
は
、
四
五
歳
以
上
の
人
口

が
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
将
来

が
暗
い
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
生
産
人
口

の
減
少
や
水
・
資
源
の
持
続
性
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
我
々
は
、
森
林
を
は
じ

め
環
境
や
生
態
系
を
壊
し
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
自
然
を
維
持
で
き
る
形
で
我
々
の
居

住
環
境
作
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
人
口
問
題
を
政
治
問
題
と
混
合

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
連
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邦
議
会
で
も
人
口
問
題
を
選
挙
の
争
点
に
し

な
い
と
い
う
合
意
が
で
き
た
。
ま
た
、
各
選

挙
区
の
議
席
数
は
、
選
挙
区
の
人
口
の
割
合

に
比
例
し
て
い
る
が
、
南
部
の
州
は
出
生
率

が
下
が
り
成
功
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北

部
の
州
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
人
口
が
増

加
し
続
け
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
連
邦
制
の
た

め
、
各
州
の
人
口
に
比
例
し
て
連
邦
議
会
の

議
席
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。
今
の
ま
ま
の
法

制
度
で
は
、
国
家
政
策
に
沿
っ
て
努
力
し
た

州
が
将
来
的
に
議
席
を
失
い
、
何
も
し
な

か
っ
た
州
が
連
邦
の
議
席
を
増
や
す
と
い
う

矛
盾
し
た
結
果
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
国
家

の
将
来
の
た
め
の
努
力
が
、
逆
に
議
席
を
減

ら
す
結
果
と
な
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
人
口
抑
制
に
成
功
し
た
州
が

結
果
的
に
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
政

策
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
人
口
抑
制
策
を
行
わ
な
い

で
、
人
口
が
増
加
し
た
州
の
議
席
は
増
や
さ

な
い
で
、
む
し
ろ
人
口
抑
制
に
成
功
し
た
州

の
議
席
を
増
や
す
よ
う
な
、
政
策
の
一
貫
性

を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
経
験
を
互
い
に
生

か
し
あ
い
二
○
○
○
年
に
向
け
て
、
こ
の
政

●
西
ベ
ン
ガ
ル
州

西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
は
州
会
議
員
の
四
○
％

を
女
性
が
占
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
男
性

の
後
を
つ
い
て
い
っ
て
い
る
状
況
だ
。
も
っ

と
積
極
的
な
行
動
が
必
要
だ
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
に
、
草
の
根
レ
ベ
ル
か

ら
全
員
参
加
の
形
で
、
資
源
を
継
続
的
に
使

う
こ
と
が
大
切
。

策
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
一
九
六
○
年
代
後

半
の
家
族
計
画
の
採
用
で
人
口
抑
制
が
成
功

し
、
特
に
女
性
の
教
育
と
経
済
活
動
へ
の
進

出
が
、
結
婚
と
出
産
の
高
齢
化
を
も
た
ら

し
、
今
で
は
一
家
族
当
た
り
の
子
供
の
数
は

一
・
七
人
に
な
っ
て
い
る
。
七
○
年
代
、
八

○
年
代
を
通
し
て
急
速
な
経
済
成
長
を
達
成

少
子
高
齢
化
に
は

人
間
資
源
の
質
向
上
が

討議

し
た
が
、
今
は
単
に
成
長
率
の
数
字
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
雇
用
な
ど
の
新
た
な
問
題
を
詔

抱
え
て
い
る
。
従
っ
て
経
済
の
再
構
築
を

行
い
、
人
間
資
源
の
質
を
高
め
、
人
的
資
源

を
十
分
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

●
韓
国

ア
ル
バ
女
史
の
言
っ
た
通
り
、
女
性
の
教

育
は
重
要
で
あ
る
。
韓
国
で
は
、
女
性
が
男

性
に
心
理
的
に
従
っ
て
い
る
。
夫
か
ら
だ
け

で
な
く
、
嫁
の
立
場
と
し
て
圧
力
が
あ
り
、

男
性
が
出
生
の
有
無
を
決
め
て
い
る
。
従
っ

て
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
男
性
を
啓
蒙

し
、
意
識
改
革
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
。

●
ア
ル
バ
女
史
ｌ
韓
国
へ
の
回
答

イ
ン
ド
で
は
、
女
性
の
学
校
教
育
と
収
入

能
力
を
向
上
さ
せ
て
、
女
性
自
身
の
発
言
権

を
増
や
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

目
指
し
て
い
る
。
学
校
に
行
け
ば
結
婚
年
齢

が
延
び
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
重
要
。
出
生

間
隔
を
延
ば
す
。

大
切
な
の
は
男
性
の
意
識
改
革
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●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

女
性
の
教
育
は
大
切
だ
。
人
口
の
半
分
を

占
め
る
女
性
が
意
思
決
定
に
参
加
す
る
こ
と

な
く
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
女
性
が
首
相
で
、
女

性
の
国
会
議
員
の
割
合
を
一
一
一
三
％
と
す
る
法

律
が
決
め
ら
れ
て
、
女
性
の
政
治
進
出
も
進

展
し
て
い
る
。
女
性
、
特
に
女
児
の
教
育

は
、
二
○
年
間
で
倍
増
し
た
。
ま
た
融
資
を

受
け
て
事
業
を
お
こ
し
て
い
る
人
々
の
返
済

率
は
大
変
す
ば
ら
し
い
。
一
方
で
、
貧
困
、

失
業
の
深
刻
化
が
、
新
た
な
社
会
問
題
を
生

ん
で
い
る
。

●
ネ
パ
ー
ル

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
山
岳
地
帯
労
働
の
七
○

％
、
平
原
地
帯
の
四
○
～
五
○
％
を
女
性
が

占
め
て
い
る
。
教
育
が
唯
一
の
方
法
。
ア
ル

バ
女
史
の
発
表
で
ケ
ラ
ラ
州
は
成
功
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
教
育
で
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
向
上
の
た
め
に
重
要
で
あ

●
イ
ン
ド
》
ア
ル
バ
議
員
に

東
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
、
南
ア
ジ
ア
の
人
口

政
策
は
十
分
で
な
い
。
南
ア
ジ
ア
で
は
、
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
も
人
口
抑
制
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
強
制
で
き

な
い
な
ら
ば
、
民
主
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
つ

ま
り
世
論
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
女
性
の
教

育
に
関
し
て
は
、
識
字
率
を
あ
げ
る
た
め
の

初
等
教
育
が
特
に
重
要
。

現
在
、
人
口
政
策
は
各
州
政
府
に
ま
か
さ

れ
て
い
る
が
、
国
レ
ベ
ル
で
中
央
・
連
邦
政

る
。
一
九
九
五
年
に
は
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
下
が
り
、

避
妊
具
の
使
用
も
五
○
％
以
上
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
女
性
の
企
業
家
や
公

務
員
も
い
て
、
雇
用
に
関
し
て
は
機
会
均
等

が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
義
務
教
育
も

九
年
間
と
決
め
ら
れ
て
い
て
、
男
女
が
同
じ

機
会
を
も
っ
て
学
校
に
行
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
問
題
に
は
、
男

性
の
意
識
改
革
が
重
要
で
あ
る
。

南
ア
ジ
ア
の

人
口
政
策
は
不
十
分

●
ア
ル
バ

初
等
教
育
汕
州
の
政
策
と
国
家
政
策
の
整

合
性
の
な
さ
に
つ
い
て
、
新
政
権
は
初
等
教

育
の
無
償
実
施
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か

し
、
問
題
は
憲
法
の
条
項
を
変
え
て
主
体
を

変
更
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
。
例
え
ば
、
あ

る
期
間
目
標
を
決
め
て
実
施
を
促
し
て
も
、

北
部
の
州
な
ど
で
は
、
そ
の
期
間
が
終
わ
る

と
州
の
予
算
を
五
○
％
ぐ
ら
い
減
ら
し
て
し
詔

ま
う
。

●
イ
ン
ド
へ
の
回
答
（
ア
ル
バ
）

人
々
が
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
と
、
女
性

の
教
育
が
必
要
。
初
等
教
育
は
卒
業
す
る
ま

で
、
無
償
で
受
け
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い

る
。

府
が
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。
統
一
の
初
等
教

育
政
策
が
存
在
し
て
い
な
い
。
統
一
の
初
等

教
育
政
策
が
な
け
れ
ば
農
村
部
の
開
発
は
置

き
ざ
り
に
さ
れ
る
。
統
合
し
た
政
策
が
必
要

な
の
で
、
法
律
の
改
正
が
必
要
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
下

で
、
農
業
開
発
と
初
等
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
が
、
こ
の
成
果
を
我
々
も
見
習
う
べ
き
だ
。



イ
ン
ド
は
超
人
的
な
努
力
を

カ
イ
ロ
会
議
の
目
標
達
成
の
た
め

人
口
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
、
女
性
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
へ
の
投
資
、
教
育
の

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
に
つ
い
て
お
話
し
し
権
利
、
安
全
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
正
当

た
い
。
イ
ン
ド
で
は
、
ケ
ラ
ラ
、
ゴ
ァ
、
タ
な
賃
金
労
働
も
大
切
だ
。
カ
イ
ロ
会
議
は
、

ミ
ル
ナ
ド
ゥ
の
一
一
一
州
で
、
人
口
の
置
き
換
え
将
来
の
青
写
真
で
、
一
八
三
カ
国
の
政
府
が

レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
他
の
州
も
一
○
年
支
持
し
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

く
ら
い
で
達
成
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
を
十
分
に
実
施
す
る
た
め
に
は
女
性
の
生
活

る
。
問
題
は
人
口
の
四
○
％
を
占
め
る
北
部
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

で
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
貧

こ
の
行
動
計
画
は
、
イ
ン
ド
政
府
も
承
認

困
も
あ
り
、
非
識
字
率
も
高
い
。

採
択
を
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

マ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
四
○
○
の
持
つ
意
味
を
重
要
視
し
て
い
る
。
リ
プ
ロ

○
の
村
を
対
象
に
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

し
て
い
る
。
し
か
し
全
国
に
必
要
と
さ
れ
て
定
義
を
基
に
、
狭
義
の
家
族
計
画
を
見
直

い
る
規
模
か
ら
す
れ
ば
程
遠
い
。

し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
を
取
り

カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
行
動
計
画
が
大
き
な
入
れ
た
形
で
実
施
し
て
い
る
。
行
動
計
画
を

意
味
を
持
ち
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
全
体
的
実
行
に
移
す
上
で
、
男
性
の
役
割
が
重
要
で

な
）
な
考
え
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
あ
る
。
ジ
ェ
ン
グ
ー
の
役
割
を
再
考
す
る
こ

ド
・
チ
ヨ
イ
ス
を
重
視
す
る
手
法
が
採
ら
れ
と
で
、
男
女
と
も
に
生
活
水
準
を
大
幅
に
向

●
イ
ン
ド

法
律
を
き
ち
ん
と
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
結
婚
で
き
る
最
低
年
齢
を
決
め
た

ア
バ
バ
イ
・
ワ
テ
ィ
ア
元
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会

り
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
を
動
員
し

て
、
映
画
や
本
で
意
識
改
革
を
行
う
べ
き

だ
。

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
発
の
中
に
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
卜
を
十
分
に
取
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
世
界
の
半
分
の
力
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
。
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
卜
は
男
女
の
戦
い
で
は
な
く
、
正
義
の
問

題
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
平
均
寿
命
は
女

性
の
方
が
長
い
が
、
イ
ン
ド
は
そ
の
逆
で
女

性
の
方
が
短
い
。
女
児
の
妊
娠
が
わ
か
る

と
、
堕
胎
さ
れ
る
な
ど
、
女
性
は
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
、
差
別
さ
れ
て
い
る
。
一
五
歳
以

上
識
字
率
も
四
○
％
と
低
く
、
人
口
一
○
万

人
に
対
す
る
妊
産
婦
死
亡
率
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
一
○
に
比
べ
て
、
イ
ン
ド
は
平
均
四
三
○

と
高
率
で
あ
る
。
非
識
字
率
人
口
は
世
界
最

大
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
る
死
亡
が
か
な
り
含
ま
れ

て
い
る
。
イ
ン
ド
で
も
、
人
口
増
加
が
安
定

し
た
ケ
ラ
ラ
州
な
ど
で
は
七
○
人
台
で
、
医
療

も
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
の
目
標
は
、
望
ま
し

い
目
標
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
超
人
的
な

努
力
を
し
な
い
と
不
可
能
で
あ
り
、
そ
こ

で
、
国
会
議
員
が
中
心
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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「
食
料
安
全
保
障
」
と
は
「
常
に
全
て
の

人
の
健
康
的
な
生
活
に
必
要
な
食
料
を
十
分

に
供
給
可
能
な
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
、
つ
ま

り
は
、
各
国
の
食
料
政
策
で
挙
げ
ら
れ
た
目

標
消
費
レ
ベ
ル
を
満
た
す
こ
と
が
能
力
で
あ

る
。
家
庭
レ
ベ
ル
で
考
え
れ
ば
、
家
族
が
一

日
に
必
要
な
栄
養
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る

能
力
と
い
え
る
。
ま
た
食
料
安
全
保
障
の
決

定
要
因
と
し
て
は
、
食
料
へ
の
人
手
可
能

性
、
利
用
可
能
性
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
関
わ

る
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。

多
く
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
食
料
政
策

は
、
貧
困
、
慢
性
栄
養
不
良
、
短
期
的
な
消

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
に
引
き
続
き
、
二
時
一

五
分
か
ら
は
Ｂ
・
ジ
ャ
カ
ー
ル
前
農
業
大
臣

と
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
事
務

総
長
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
議
長
の
下
で
、
セ
ツ

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
主
眼
の
自
給
自
足
政
策
を

｜
－
・
マ
｜
イ
ム
ド

レ
ー

費
者
の
食
料
供
給
不
安
定
性
の
問
題
に
関
連

し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
個
人
レ
ベ
ル

で
は
所
得
の
変
動
が
消
費
食
料
の
人
手
に
大

き
く
影
響
す
る
。
例
え
ば
、
都
市
部
で
は
自

然
災
害
に
よ
る
主
食
の
価
格
変
動
が
、
農
村

部
で
は
農
作
物
の
収
穫
高
が
関
わ
っ
て
く

る
。
健
康
的
な
生
活
に
必
要
な
食
料
を
量
的

に
確
保
す
る
上
で
も
、
「
貧
困
」
が
大
き
な

障
害
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
食
料
の
不
安
定
供
給

を
解
決
す
る
に
は
、
Ⅲ
穀
物
の
備
蓄
、
②
貿

易
政
策
、
③
外
国
為
替
に
対
す
る
規
制
緩
和

を
行
う
金
融
政
策
、
側
先
進
国
で
の
消
費
パ

シ
ョ
ン
４
「
ア
ジ
ア
の
食
料
安
全
保
障
と
社

会
的
公
正
」
が
行
わ
れ
、
Ｔ
・
マ
テ
ィ
ム

ド
ゥ
・
マ
レ
ー
シ
ア
上
院
議
員
・
マ
ラ
ヤ
大

学
教
授
、
辻
井
博
京
都
大
学
大
学
院
教
授
、

タ
ー
ン
の
調
整
、
⑤
資
本
市
場
や
食
料
の
価

格
付
け
や
分
配
へ
の
介
入
、
が
考
え
ら
れ

る
。
政
策
的
な
戦
略
と
し
て
は
マ
ク
ロ
経
済

政
策
お
よ
び
開
発
戦
略
、
備
蓄
お
よ
び
貿
易

を
中
心
と
し
た
安
定
政
策
、
生
産
中
心
政
策

お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
緊
急
食
料
援
助
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
戦

略
が
成
功
し
た
な
ら
ば
、
間
違
い
な
く
食
料

不
安
定
供
給
の
軽
減
や
社
会
的
平
等
が
改
善

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
各
国
政
府

は
、
政
策
と
食
料
安
全
保
障
の
達
成
を
監
視

す
る
役
割
を
担
う
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
農

業
部
門
の
生
産
力
の
向
上
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
貧
困
お
よ
び
そ
れ
に

ウ
ル
ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副

議
長
の
三
人
の
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
が
発

表
を
行
っ
た
。

社
会
的
公
正
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伴
う
農
民
の
間
の
慢
性
的
栄
養
不
良
は
改
善

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
と
、

ア
ジ
ア
地
域
の
栄
養
摂
取
量
は
過
去
二
○
年

で
大
き
く
改
善
さ
れ
た
が
、
依
然
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
低
所
得
国
で
は
、
三
億
四
四

○
○
万
人
も
の
人
々
が
栄
養
失
調
で
苦
し
ん

で
い
る
状
態
に
あ
る
。
所
得
不
平
等
分
配
と

貧
困
が
全
て
の
人
々
の
食
料
安
全
保
障
を
達

成
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

今
日
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
も
と
、
世
界
は
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
の
時
代
を
迎
え
、
情
報
の
み
な
ら

ず
農
業
・
産
業
生
産
物
も
世
界
中
で
行
き
交

う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
で
は
食
事
の
西
洋
化
が
進

み
、
食
料
を
先
進
国
に
依
存
す
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
き
た
。
同
時
に
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
の

消
費
パ
タ
ー
ン
や
食
料
生
産
、
自
然
保
護
的

な
農
業
な
ど
に
変
化
も
見
ら
れ
る
。
我
々
は

食
料
に
関
し
、
も
っ
と
自
給
自
足
を
原
則
と

し
た
国
内
生
産
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

我
々
は
完
全
な
自
給
自
足
体
制
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
で
食

料
安
全
保
障
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
我
々
に
と
っ
て
も
最
高
の
利
益
を
も
た

ら
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
な
が

食
料
安
全
保
障
は
一
般
の
大
衆
に
と
っ
て

最
も
重
要
。
食
は
生
き
て
い
く
上
で
最
も
重

要
で
あ
り
、
栄
養
不
足
の
問
題
な
ど
、
様
々

な
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
途
上

国
は
帝
国
主
義
の
中
で
植
民
地
と
し
て
搾
取

さ
れ
続
け
て
き
た
。
手
か
ら
口
へ
と
い
う
生

活
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
は
独
立
五
○
周
年

を
迎
え
た
。
長
い
と
は
い
え
な
い
が
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
き
た
。
私
自
身
も
と
は
農

民
で
あ
り
、
農
業
以
外
の
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
人
口
の
七
四
％
が
農

村
で
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
る
。

五
○
年
前
、
三
億
三
○
○
○
万
人
の
人
口

が
、
現
在
は
九
億
七
○
○
○
万
人
と
な
り
、

後
二
年
で
一
○
億
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
五
○
年
間
、
世
代
に
渡
り
士
地
は

極
め
て
細
か
く
分
割
さ
れ
た
。
土
地
の
負
荷

ら
、
将
来
的
に
有
益
と
思
わ
れ
る
近
隣
諸
国

間
の
貿
易
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
も
つ
と

先
進
国
に
物
乞
い
を
す
る
こ
と
の
な
い
食
料
政
策
を

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
主
眼
に
入
れ
た
自

給
自
足
政
策
は
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

が
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
た
。
一
九
六
○
年
代
に

ベ
ン
ガ
ル
の
災
難
で
三
○
○
○
万
人
が
飢
餓

に
陥
っ
た
。
食
料
自
給
の
大
切
さ
が
言
わ

れ
、
災
害
時
の
対
応
が
開
発
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
農
業
技
術
が
拡
大
し
、
土
壌
肥
沃

度
の
維
持
、
種
子
の
改
良
、
緑
の
革
命
、
化

学
肥
料
、
殺
虫
剤
、
農
業
の
投
資
な
ど
、

様
々
な
改
善
を
イ
ン
ド
は
経
験
し
て
き
た
。

こ
の
成
果
は
誇
り
に
思
え
る
し
、
そ
の
成
果

を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
何
と
か
自
給
で
き
た
。

農
業
に
も
っ
と
投
資
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
水
資
源
な
し
に
食
料
は
で
き

な
い
。
イ
ン
ド
の
農
耕
地
の
三
○
％
し
か
灌

概
さ
れ
て
い
な
い
。
農
業
分
野
に
対
す
る
投

資
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
デ
ィ

ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
運
河
。
地
球
を
三
回
ま
わ
る

こ
と
が
で
き
る
世
界
最
大
の
運
河
で
あ
る

が
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

８２
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現
在
、
農
業
投
資
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

水
使
用
を
適
切
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と

な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
水
資
源
が
不
足

し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
灌
概
設
備
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
す
る
投
資

や
、
そ
の
維
持
費
用
を
農
民
が
自
律
的
に
分

担
す
る
こ
と
で
、
建
設
費
用
を
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
業
問
題
の
解
決
を
図
る
上

で
も
、
女
性
の
教
育
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
食
料
問
題
と
し
て
深
刻
な
問
題
が

あ
る
。
そ
れ
は
収
穫
後
管
理
（
ポ
ス
ト
・

ハ
ー
ペ
ス
ト
）
の
問
題
で
、
イ
ン
ド
で
は
、

ポ
ス
ト
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
段
階
で
三
○
％
近
く

が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
善
も
、
食
料
安

全
保
障
実
現
の
た
め
に
は
非
常
に
重
要
な
要

素
と
な
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
イ

ン
ド
に
い
ろ
い
ろ
と
強
要
し
て
い
る
。
ど
う

や
っ
て
こ
れ
に
対
応
す
る
の
か
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

競
争
を
呼
び
お
こ
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
結

果
、
ア
フ
リ
カ
の
農
業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
こ
の
事
例
を
考
え
る
と
、
イ
ン

ド
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

コ
メ
は
ア
ジ
ア
の
穀
物

ｌ
畠
貿
易
ル
ー
ル
を
変
え
自
給
体
制
を
ｌ

コ
メ
は
ア
ジ
ア
の
穀
物
と
い
っ
て
も
過
言
め
国
内
価
格
と
供
給
の
安
定
性
を
維
持
す
る

で
は
な
い
。
約
二
○
億
の
ア
ジ
ア
人
は
コ
メ
た
め
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
コ
メ
の
自
給
自
足

を
主
食
と
し
、
世
界
の
コ
メ
生
産
量
の
九
○
お
よ
び
安
定
政
策
を
追
求
し
て
き
た
。
結
果

％
は
ア
ジ
ア
が
担
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
発
と
し
て
、
他
の
穀
物
に
比
べ
れ
ば
コ
メ
の
国

聰Ｍ肚個脈剛ｉ鮴抓耐性棚麺Ⅵ糯州在燗湘糊肺楜馴趨川Ⅲ川醐魎墹江川訓啼幻

確
か
に
、
衛
生
や
検
疫
な
ど
の
面
で
国
際

水
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
農
業
に
関

し
て
い
え
ば
、
現
状
で
は
先
進
国
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
通
じ
、
か
な
り
強
い
圧
迫
と

制
限
を
途
上
国
に
押
し
付
け
て
い
る
。
輸
出

の
た
め
の
技
術
的
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
国
際
的
な
法
的
枠
組
み

が
、
先
進
国
に
握
ら
れ
て
お
り
、
途
上
国
の

論
理
を
主
張
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
帝
国
主
義
で
低

開
発
諸
国
の
資
源
が
搾
取
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

放
置
さ
れ
て
良
い
の
か
。

搾
取
さ
れ
た
国
は
そ
の
ま
ま
な
の
か
。
発

展
途
上
国
が
食
料
を
き
ち
ん
と
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
現
状

は
貧
し
い
国
に
、
先
進
国
が
要
求
を
突
き
付

け
て
い
き
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の

人
々
の
生
活
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
政
治
家
と
し
て
は
、
消
費
者
の

健
康
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
い
続

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
伝
統
や
、

生
物
多
様
性
、
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
農
業

生
産
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
進
国
に
物
乞
い
を
す
る
こ
と
な
く
や
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。



し
か
し
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
自
由
貿
易

の
も
と
同
意
さ
れ
た
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
農
業
貿
易
協
定
は
、
国
際
お
よ
び
国
内
．

メ
市
場
を
解
放
し
、
日
本
・
韓
国
の
よ
う
な

高
所
得
国
に
コ
メ
の
輸
入
量
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
コ
メ
の
国
際
市
場
は

不
安
定
な
ま
ま
、
国
際
市
場
価
格
は
高
騰

し
、
最
終
的
に
は
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
コ

メ
生
産
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
は
、
自
然

資
源
、
農
業
技
術
、
人
口
爆
発
、
人
類
の
消

費
パ
タ
ー
ン
の
変
化
な
ど
、
様
々
な
制
限
を

考
慮
し
な
い
新
古
典
派
経
済
の
仮
説
を
も
と

に
し
た
も
の
で
、
二
○
二
○
年
に
は
深
刻
な

穀
物
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
は
完
全

競
争
を
想
定
し
、
収
入
の
不
平
等
分
配
や
飢

餓
人
口
な
ど
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
排
除

し
た
時
の
み
恩
恵
が
期
待
さ
れ
る
ル
ー
ル
で

あ
る
。
現
在
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
五
億
人

の
ア
ジ
ア
人
は
、
も
し
コ
メ
の
自
由
貿
易
が

開
始
さ
れ
れ
ば
、
価
格
の
急
騰
と
国
の
コ
メ

政
策
の
変
更
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
苦
し
い

状
況
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
い
け

ば
穀
物
の
自
給
率
は
一
九
九
三
年
の
二
九
％

か
ら
一
一
○
二
○
年
に
さ
ら
に
一
一
一
％
に
ま
で

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。
短
期
的
利
益
を
追

い
、
急
速
に
農
業
・
水
産
物
、
森
林
の
輸
入

を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
世
界
有
数
の
輸
入
国
と

な
り
、
ま
た
高
収
入
国
の
中
で
も
自
給
率
が

最
低
レ
ベ
ル
の
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
在

日
本
の
農
業
は
、
石
油
燃
料
な
ど
に
頼
っ
て

お
り
、
水
質
・
土
壌
劣
化
を
考
慮
し
て
も
持

続
可
能
な
農
業
と
は
言
い
難
い
。
日
本
は
主

要
産
物
の
輸
入
を
ひ
か
え
、
自
給
率
を
高

め
、
持
続
可
能
な
農
法
へ
移
行
す
べ
き
で
あ

る
。結
論
と
し
て
、
自
由
貿
易
に
よ
る
利
益
は

コ
メ
の
場
合
に
は
期
待
さ
れ
ず
、
自
給
自
足

政
策
を
目
的
と
し
、
安
定
性
を
追
求
し
た
、

公
平
で
持
続
可
能
な
貿
易
ル
ー
ル
が
コ
メ
に

適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
メ
の

不
安
定
な
国
際
貿
易
市
場
に
対
し
て
は
、
国

際
・
国
内
備
蓄
計
画
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

そ
の
影
響
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

開
会
式
に
お
い
て
、
副
大
統
領
が
そ
の
挨

拶
の
中
で
、
「
人
間
は
生
存
を
満
た
す
だ
け

の
資
源
を
自
然
か
ら
取
る
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
イ
ン
ド
の
古
い
考
え
方
を
紹
介
し
た
。

こ
の
考
え
方
に
立
ち
戻
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

日
本
政
府
は
短
期
的
な
視
点
に
基
づ
き
、

利
益
を
最
大
に
す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
。

3‘



第14回人ロと開発に関するアジア国会懇員代表者会議

〔写真・右頁〕アジアの食料

安全保障と社会的公正（セッ

ション４）でスピーチする辻

井博・京都大学大学院教授

（右端）

自
由
貿
易
ル
ー
ル
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

農
産
物
交
渉
は
自
由
貿
易
の
原
則
に
縛
ら
れ

て
い
る
が
、
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
の
み
で
食

料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
も
飢
餓
の
問
題

は
解
決
さ
れ
な
い
。

特
に
、
コ
メ
の
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
は
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
メ
市
場

は
寡
占
市
場
で
あ
り
、
そ
の
層
は
薄
く
、
本

格
的
に
貿
易
が
始
ま
れ
ば
す
ぐ
に
不
足
す
る

だ
け
の
在
庫
し
か
な
い
。

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
の
利
益

の
、
ほ
と
ん
ど
は
先
進
国
に
い
く
。
コ
メ
が

完
全
に
自
由
化
さ
れ
た
ら
コ
メ
価
格
は
上
昇

す
る
。
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
は
絶
対
で
は
な

そ
の
結
果
、
食
料
の
輸
入
が
急
増
し
、
途
上

国
の
環
境
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
世
界

的
な
「
公
正
さ
」
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、
日

本
の
輸
入
を
自
制
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
は
農
産
物
に
関

し
て
は
適
切
で
は
な
く
、
変
え
る
必
要
が
あ

る
。
自
由
市
場
に
任
せ
て
い
て
は
、
国
際
貿

易
市
場
は
今
後
も
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
各
国
が
備
蓄
を
持
つ
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
新
し
い
公
正
か
つ
貿
易
ル
ー
ル
。

食
料
・
水
・
住
居
は
生
活
を
快
適
に
す
る

基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
保
持
す

る
こ
と
は
人
間
の
生
ま
れ
つ
い
て
持
つ
権
利

で
あ
る
。
今
日
世
界
人
口
は
、
人
口
増
加
率

二
二
％
、
五
八
億
四
○
○
○
万
人
を
超

え
、
今
な
お
増
加
し
続
け
て
い
る
。
一
億
九

○
○
○
万
人
も
の
子
供
が
望
ま
し
い
体
重
に

達
し
て
お
ら
ず
、
二
○
○
○
人
も
の
子
供
が

未
熟
児
と
し
て
毎
日
生
ま
れ
て
い
る
。
飢
餓

と
栄
養
不
良
の
問
題
は
、
私
達
の
目
前
に
あ

る
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。
持
つ
者
は
持
た
な

い
者
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
、
食
料
の
過
剰

が
で
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
不
足
の
地
域
を

援
助
す
べ
き
で
あ
る
。

上
記
の
考
え
に
基
づ
き
、
食
料
安
全
保
障

い
。

コ
メ
は
ま
さ
に
ア
ジ
ア
の
穀
物
で
あ
る
。

不
安
定
で
あ
る
。
市
場
は
薄
い
。
タ
イ
で
す

ら
国
内
コ
メ
価
を
安
定
さ
せ
て
き
た
。
自
由

貿
易
、
市
場
合
理
性
だ
け
で
は
な
い
。
自
給

〃
世
界
食
料
銀
行
“
の
設
立
を

の
た
め
の
世
界
食
料
銀
行
構
想
は
作
り
出
さ

れ
た
。
世
界
食
料
銀
行
は
、
突
然
の
食
料
不

足
・
食
料
価
格
の
高
騰
や
食
料
援
助
を
必
要

と
す
る
国
へ
の
援
助
物
資
の
貯
蓄
を
目
的
と

す
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
・
国
際
市
場
の
価

格
安
定
の
役
割
や
各
国
の
農
業
技
術
・
デ
ー

タ
の
交
換
な
ど
も
活
動
目
的
と
す
る
。
独
立

し
た
地
位
を
保
ち
な
が
ら
も
国
連
機
関
と
連

携
し
て
活
動
。
い
わ
ば
全
食
料
・
栄
養
問
題

を
取
り
扱
う
中
心
機
関
に
な
る
。

現
段
階
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
今
後
こ

の
世
界
食
料
銀
行
構
想
を
世
界
各
国
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
必
要
性
と
実

燗鮒帷鰍綱飢紋Ⅲ川に飢脈舳蝿渥般剛菟

の
原
則
が
重
要
で
あ
る
。
国
際
市
場
が
不
安

定
に
な
る
。
五
億
人
の
飢
え
に
苦
し
ん
で
い

る
人
々
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。
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男・衆議院議員

は
、
世
界
人
口

の
六
○
％
に
相
当
す
る
三
六
億
の
人
が
住
ん

で
い
る
。
二
○
’
○
年
に
な
っ
て
も
な
お
世

界
の
飢
餓
人
口
の
四
割
に
当
た
る
二
億
七
○

○
○
万
人
が
ア
ジ
ア
地
域
で
栄
養
不
足
の
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
解
決
に
向
け
て
真
蟄
な
努
力
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
農
業
生
産
が
今

済
財
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
生
命

が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
栄
養
の

臘

●
谷
津
義
男
議
員

ア
ジ
ア
に

ア
ジ
ア
は
〃
コ
メ
の
自
給
確
保
“
を

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
”
農
産
物
取
き
引
き
〃
を

別
ル
ー
ル
で

曰
本
の
谷
津
義
男
議
員
が
強
調

（
日
本
）

後
、
伸
び
悩
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
、
今
後
、
土
地
や
水
資
源

に
対
す
る
管
理
が
一
層
、
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
環
境
問
題
も
ま
た
、
食
料

の
増
産
に
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
ご
存
知

の
通
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
の
影
響
で
農
業
生
産
が
不
作
と
な

り
、
さ
ら
に
農
産
物
輸
入
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
食
料
不
足
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

討議

私
た
ち
が
置
か
れ
た
こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、
い
く
つ
か
提
言
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
点
目
に
、
今
後
の
食
料
安
全

保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
、
我
々
ア
ジ
ア
人

に
と
っ
て
自
給
的
作
物
で
あ
る
コ
メ
の
国
内

生
産
維
持
と
そ
の
自
給
を
確
保
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
た
い
と
思
う
。

二
番
目
に
、
現
行
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
で

は
、
工
業
製
品
も
農
業
生
産
物
も
ま
っ
た
く

同
じ
尺
度
に
基
づ
く
貿
易
ル
ー
ル
を
適
用
し

て
い
る
が
、
現
在
、
農
産
物
の
輸
出
国
は
少

数
の
国
に
限
ら
れ
、
現
行
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
貿
易

ル
ー
ル
に
関
す
る
交
渉
が
始
ま
っ
た
一
九
八

○
年
代
半
ば
と
は
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
。
従
っ
て
、
次
期
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
改
正

に
お
い
て
、
農
産
物
取
り
引
き
に
関
す
る

ル
ー
ル
と
し
て
、
他
の
工
業
製
品
と
は
別
個

の
ル
ー
ル
が
適
用
で
き
る
よ
う
、
貿
易
ル
ー

ル
の
区
別
化
を
図
る
べ
く
、
今
か
ら
対
策
を

と
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
う
。

最
後
に
、
今
後
の
食
料
安
全
保
障
問
題
へ

の
対
策
と
し
て
、
食
料
援
助
の
た
め
の
食
料

備
蓄
機
構
、
「
フ
ー
ド
・
バ
ン
ク
」
の
必
要

性
を
主
張
し
た
い
。
こ
れ
は
、
食
料
不
足
が
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●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

食
料
安
全
保
障
に
関
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
は
、
政
策
を
検
討
中
で
あ
る
。
一
万
七

○
○
○
の
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
、
運
輸

の
問
題
が
あ
る
。
遠
方
の
島
で
は
、
自
給
以

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
、

出
稼
ぎ
の
た
め
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
移
住
し

て
い
る
。
通
常
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ゴ
ム
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
低
賃
金
で
働
い
て
い

る
ｃ
石
油
、
ガ
ス
で
経
済
が
向
上
し
、
人
口

抑
制
策
の
効
果
も
現
れ
て
、
二
○
○
五
年
に

は
子
供
の
数
は
一
家
族
当
た
り
二
人
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

発
生
し
た
際
に
主
に
低
所
得
国
に
向
け
て
緊

急
食
料
援
助
を
実
現
化
さ
せ
る
た
め
の
基
金

で
、
イ
ン
ド
の
パ
テ
ル
議
員
の
提
案
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
日
本
の
農
水
省
で
は
、
こ
の

「
フ
ー
ド
・
バ
ン
ク
」
の
創
設
実
現
に
向
け

て
目
下
研
究
中
で
あ
る
が
、
こ
の
会
議
で
も

我
々
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
会
議
員
代
表
者
と
し

て
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
う
。

食
料
確
保
は
人
間
の
基
本
的
権
利
で
あ

る
。
人
口
は
過
去
二
○
～
三
○
年
間
に
急
増

し
た
。
中
国
は
急
速
な
人
口
増
加
を
経
験
し

た
が
、
今
は
か
な
り
減
速
し
て
、
一
人
当
た

り
所
得
は
伸
び
て
い
る
。
食
料
の
需
要
は
、

嗜
好
の
変
化
と
と
も
に
増
え
て
い
る
。
需
要

鑿篝篁￥午パネル

淫謹;罐
Ｐ理ら料ら

蕊:：｜新
窪案ぞ賃；Ｍく
ま隙呈合

鮓蝋慧語

嚢簔篝

:1灘
長、・Ｓ莞
ヘハＳ・の
中オ・（－

外
に
方
法
が
な
い
。
工
業
化
の
た
め
に
、
若

い
男
性
が
都
会
に
出
て
行
き
、
農
村
に
は
女

性
と
老
人
だ
け
が
残
る
。

農
業
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
技
術
向
上
が
カ
ギ

増
化
の
要
因
と
し
て
は
、
人
口
増
加
と
一
人

当
た
り
所
得
の
増
加
が
あ
る
。
所
得
が
増
加

す
る
と
、
穀
物
依
存
が
少
な
く
な
っ
て
、
家

畜
の
飼
育
が
増
加
し
、
間
接
的
食
物
需
要
が

伸
び
る
。

供
給
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
九
八
五
～
一

●
マ
レ
ー
シ
ア
（
回
答
）

外
国
労
働
者
を
維
持
で
き
な
い
の
で
、
自

国
に
戻
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
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食
料
の
生
産
と
人
口
増
加
を
考
え
る
と
需

給
バ
ラ
ン
ス
は
一
一
○
二
○
年
ま
で
に
厳
し
い

状
況
に
陥
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
穀
物
の

総
需
要
は
か
な
り
の
規
模
で
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
。
一
九
八
○
～
九
○
年
代
は
、
食
料

需
要
の
伸
び
は
、
人
口
増
加
率
を
下
回
っ
て

い
た
。

食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
が

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
も
協
議
さ

れ
た
が
、
自
由
貿
易
を
前
提
と
す
る
食
料
安

全
保
障
シ
ス
テ
ム
自
体
が
可
能
か
ど
う
か
、

不
明
確
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
済
の
ポ
ー
ダ

レ
ス
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
食
料
も
貿
易
自

由
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
輸
入
に
頼
っ
て
良

い
の
だ
ろ
う
か
。
国
際
相
場
は
変
動
し
て
お

り
、
そ
れ
を
安
定
し
た
も
の
と
し
て
考
え
ら

九
九
五
年
期
で
は
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は

食
料
の
生
産
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア

全
体
で
は
二
・
二
か
ら
一
・
六
％
下
が
っ
て
お

自
由
貿
易
下
で
の
食
料
安
保
は
可
能
か
ど
う
か Ｉ

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
国
会
議
員
代
表
者
が

ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
に
集
い
、
食
料
安
全
保
障

と
人
口
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
食
料
は
国
家
の
経
済
お
よ

び
社
会
開
発
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
、
ア

ジ
ア
地
域
の
み
な
ら
ず
世
界
の
安
定
と
発
展

の
た
め
に
は
、
食
料
安
全
保
障
は
欠
か
せ
な

り
、
供
給
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
農
業
イ
ン
フ
ラ

へ
の
再
投
資
、
技
術
向
上
が
カ
ギ
と
な
る
。

自
給
実
現
が
重
要
。

れ
る
か
ど
う
か
不
安
で
あ
る
。

ま
た
、
山
岳
地
帯
の
自
給
自
足
を
図
ろ
う

と
す
れ
ば
、
代
償
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま

う
。
山
岳
地
域
で
の
集
中
的
な
農
耕
は
土
壌

地
球
規
模
で
の
食
料
安
保
を

劣
化
や
流
出
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

環
境
と
農
業
の
問
題
を
考
え
る
場
合
「
バ

イ
オ
ダ
イ
パ
ー
シ
テ
ィ
ー
Ⅱ
生
物
的
多
様

性
」
は
、
い
わ
れ
て
い
る
が
作
物
生
産
自
体

の
多
様
化
を
図
る
「
ア
グ
ロ
ダ
イ
パ
シ

テ
ィ
ー
Ⅱ
作
物
の
多
様
性
」
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
貧
し
い
人
た
ち
が
、
も
っ
と
意

思
決
定
の
場
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
開
発
の

過
程
で
、
も
っ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
人

材
開
発
へ
の
投
資
が
大
切
。

い
。
過
去
、
ア
ジ
ア
で
は
”
緑
の
革
命
“
に

よ
っ
て
穀
物
総
生
産
量
は
劇
的
に
増
産
し
た

も
の
の
、
依
然
飢
餓
と
栄
養
失
調
に
苦
し
む

人
々
が
世
界
中
に
多
数
存
在
す
る
。
食
料
安

全
保
障
は
確
実
に
保
障
さ
れ
る
の
は
不
可
能

で
あ
る
。

中
国
は
基
本
的
に
農
業
国
家
で
あ
り
、
国
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家
経
済
政
策
の
中
で
も
食
料

生
産
に
は
重
点
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
現
在
中
国

は
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世

界
の
食
料
保
障
問
題
に
貢
献

し
て
お
り
、
世
界
の
耕
地
約

七
％
に
あ
た
る
土
地
で
、
世

界
人
口
の
約
二
二
％
分
の
食

料
を
提
供
し
て
い
る
。
農
地

の
削
減
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

不
備
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
が
、
中
国
は
二
十

一
世
紀
に
も
確
実
に
自
国
民

に
食
料
を
提
供
で
き
る
。
ま

た
中
国
に
は
農
業
生
産
に
使

用
で
き
る
未
開
発
の
土
地
が

残
っ
て
お
り
、
食
料
増
産
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

も
は
や
食
料
安
全
保
障
は

各
国
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、

ア
ジ
ア
地
域
お
よ
び
地
球
規

模
の
問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て

我
々
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
中
国
も
自

●
イ
ン
ド

食
料
安
全
保
障
で
は
、
食
料
を
手
に
入
れ

る
だ
け
で
な
く
、
購
買
力
を
確
立
す
る
こ
と

が
大
切
。
イ
ン
ド
は
貧
し
く
、
識
字
率
も
低

●
谷
津
議
員
叩
日
本

フ
ー
ド
・
バ
ン
ク
構
想
に
つ
い
て
、
各
国

の
意
見
を
伺
い
た
い
。

●
辻
井
（
回
答
）

中
国
は
過
去
一
○
年
間
に
作
付
け
面
積
が

減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
内
に
お
け
る
農

業
の
格
差
は
大
き
い
。
沿
岸
地
域
は
ほ
と
ん

ど
農
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

●
韓
国

劇
的
な
民
主
的
変
化
を
経
験
し
て
お
り
、

ま
た
韓
国
の
自
給
率
は
下
が
っ
て
い
る
。

食
料
安
全
保
障
は
、
将
来
を
明
る
く
す
る

た
め
に
必
要
で
、
人
口
増
加
率
を
下
げ
る
と

と
も
に
、
食
料
問
題
の
対
策
が
必
要
。

国
の
た
め
な
ら
ず
ア
ジ
ア
の
た
め
に
も
食
料

安
全
保
障
の
た
め
に
喜
ん
で
貢
献
し
て
い

く
。

午
後
四
時
か
ら
、
ラ
ポ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
の
Ｓ
・
ナ
ン
ギ
ア
・
ネ
ル
ー
大
学
教
授

に
よ
っ
て
、
二
日
間
の
会
議
の
総
括
報
告
が

行
わ
れ
、
同
四
時
半
か
ら
二
日
間
に
わ
た
る

会
議
を
終
え
、
閉
会
式
を
行
っ
た
。
Ｓ
・
Ｓ

・
シ
ソ
デ
ィ
ァ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次

雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
桜
井

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ

ラ
ブ
環
境
・
林
業
大
臣
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、
そ
し
て
最
後
に
ウ
ル
ミ

ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
・
ｌ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
が
閉
会
挨
拶
を
述
べ
た
。

な
お
、
閉
会
挨
拶
終
了
後
に
は
、
海
外
か
ら

の
参
加
議
員
に
対
し
て
ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ

ラ
ブ
環
境
。
林
業
大
臣
か
ら
、
ま
た
イ
ン
ド

国
内
代
表
者
に
対
し
て
は
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
議
長
か
ら
、
記
念
品
が
一
人
一
人
に
贈
呈

さ
れ
た
、
最
後
に
全
員
で
イ
ン
ド
国
歌
を
斉

唱
し
て
、
二
日
間
に
わ
た
る
会
議
を
無
事
終

了
し
た
。

い
。
灌
概
用
水
の
限
界
で
あ
り
、
水
の
供
給

能
力
も
限
界
で
あ
る
。
過
剰
な
使
用
を
抑
制

す
る
た
め
に
、
法
的
措
置
が
必
要
。
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
イ
ン
ド
大
統
領
な
ら
び
に
副
大
統
領
の
開

会
式
演
説
を
引
用
し
、
軍
事
費
以
外
に
ワ
イ

ン
・
ゴ
ル
フ
な
ど
贄
沢
品
に
、
健
康
・
人
口

抑
制
・
教
育
な
ど
よ
り
莫
大
な
費
用
を
か
け

る
誤
っ
た
資
源
の
配
分
や
、
教
育
を
通
し
た

人
口
の
置
き
換
え
レ
ベ
ル
の
達
成
や
環
境
資

ま
ず
ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ブ
環
境
森
林

大
臣
、
シ
ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ウ

ル
ミ
ラ
ペ
ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議

長
、
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

事
務
局
長
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
プ

ラ
ソ
ッ
プ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
、
安
藤
博

文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
、
シ
フ
・
カ
レ
ー

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
他
、
各
国
の
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
代
表
者
に
感
謝
し
、
今
回
の
会
議
開
催

脱
国
家
的
な
視
座
で

〃
人
類
の
安
全
保
障
“
を

広
瀬
常
務
理
事
・
事
務
局
長

誤
っ
た
資
源
配
分
の

改
善
が
課
題

シ
ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

源
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
は
ア
ジ
ア
の

国
会
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
議
員
連
盟
の
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
触
れ
、
政
府
へ
の
働
き
か
け
や
人
口
・

開
発
問
題
に
関
す
る
一
般
レ
ベ
ル
の
意
識
向

上
、
多
数
の
組
織
の
協
力
体
制
設
立
の
み
な

ら
ず
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
活
動
を
す
る
組
織

を
組
み
込
み
な
が
ら
、
政
策
を
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

準
備
に
費
や
し
た
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

続
い
て
、
現
在
の
地
球
規
模
問
題
は
人
口

問
題
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
今
後
、
人
類
の

深
刻
な
問
題
と
な
る
食
料
問
題
に
つ
い
て
、

国
益
を
超
え
た
脱
国
家
的
な
視
座
か
ら
”
人

類
の
安
全
保
障
”
と
し
て
と
ら
え
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
訴
え
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
、
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
は
緊
急
課
題
と
し
て
食
料
問
題
に
焦
点

を
置
き
、
国
会
議
員
活
動
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
表
明
し
た
。

■■■■■■■■■■■■

ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ブ
環
境
・
林
業
大

臣
、
シ
ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ウ
ル

ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
、

マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
へ

の
感
謝
の
言
葉
に
続
き
、
今
回
の
会
議
は
カ

イ
ロ
会
議
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
開
か

れ
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
急
激
な
人
口
増
加
は
実
際
問
題

「
安
全
な
生
活
」
を
脅
か
す
深
刻
な
も
の
で

あ
り
、
「
安
全
な
生
活
」
を
保
障
す
る
も
の

の
一
つ
「
食
料
」
も
、
早
急
に
対
処
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
二
○
○
一

年
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
年
で
あ
り
、
食
料
問
題
は

様
々
な
国
々
の
利
益
と
衝
突
す
る
も
の
で
非

常
に
難
し
い
が
、
今
後
他
の
ア
ジ
ア
の
問
題

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
食
料
保
障
」
の
問

題
を
優
先
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
旨
を
述
べ

た
。

食
料
安
保
の
問
題
を

優
先
的
に

桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

４０
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大
臣
は
ま
ず
、
中
山
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
、
前

田
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務

理
事
・
事
務
局
長
、
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
、
シ

ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ウ
ル
ミ
ラ
ベ

ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
、
マ
ン
モ

ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
に

挨
拶
を
し
た
後
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
イ
ン

ド
の
人
口
問
題
に
触
れ
、
「
人
口
抑
制
は
非

常
に
大
事
で
あ
る
が
、
個
人
（
ま
た
は
個
人

の
選
択
）
の
自
由
で
あ
る
た
め
対
処
し
が
た

い
問
題
で
あ
る
」
と
、
個
人
を
尊
重
す
る
民
主

主
義
国
家
で
の
人
口
政
策
の
難
点
を
指
摘
。

ま
た
、
今
回
イ
ン
ド
が
会
議
開
催
地
と

な
っ
た
こ
と
で
、
各
国
の
国
会
議
員
方
に

（
イ
ン
ド
の
）
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

国
会
議
員
だ
け
で
な
く
民
間
や
政
府
な
ど
幅

広
い
部
門
の
協
力
の
も
と
、
人
口
問
題
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
の
希
望
を
述
べ
た
。

最
後
に
人
口
問
題
は
森
林
破
壊
な
ど
環
境

問
題
と
も
深
く
関
係
が
あ
り
、
大
い
に
そ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
を

ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ブ

環
境
・
林
業
大
臣

■■■■■■■■■■■■■

ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ブ
環
境
・
林
業
大

臣
、
シ
ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
ウ
ル

ミ
ラ
ベ
ン
・
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
、

マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
長
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
プ
ラ

ソ
ッ
プ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
、
シ
フ
・
カ

レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
、
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
へ
の
挨
拶
と
と
も

に
、
第
十
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
へ
の
招
待
に
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
現
在
イ
ン
ド
は
軍
事
兵
器
に
八

○
○
○
億
ル
ピ
ー
投
入
し
て
い
る
が
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
投
資
は

一
七
○
○
億
ル
ピ
ー
だ
け
だ
と
、
イ
ン
ド
政

府
の
財
政
資
源
の
配
分
方
法
を
批
判
。

来
年
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
一
カ
イ
ロ
会
議
か
ら

問
題
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
会
場
の
参
加

者
に
訴
え
、
大
臣
が
今
後
の
支
援
を
約
束
し

て
挨
拶
の
言
葉
を
終
え
た
。

軍
事
費
よ
り
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に

安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

■■■■■■■■■■■■

ス
レ
シ
ュ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ブ
環
境
・
林
業
大

臣
、
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
事
務
局
長
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

事
務
局
長
、
シ
ソ
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
、
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事

務
局
長
に
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
人
道
的

体
制
の
中
で
〃
人
間
と
し
て
の
幸
せ
な
生
活
“

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
唱
え
た
。

そ
の
中
で
パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長

は
、
”
人
間
と
し
て
の
幸
せ
な
生
活
“
の
向

上
の
た
め
、
草
の
根
活
動
も
考
慮
に
入
れ
つ

つ
、
食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
、
教
育
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
も
っ
と
改
善
し
て
い
く
よ
う
、

強
く
会
場
の
参
加
者
に
訴
え
か
け
、
今
回
の

会
議
を
影
で
支
え
た
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
へ

の
感
謝
の
言
葉
を
最
後
に
閉
会
式
は
幕
を
閉

じ
た
。

五
年
」
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
国
際

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
告
知
し
た
。

人
道
的
体
験
で

幸
せ
な
生
活
追
求
を

パ
テ
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長

`Ｉ
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ベ
ト
ナ
ム
で
経
済
改
革
ド
イ
・
モ
イ
政
策

が
開
始
さ
れ
て
十
数
カ
年
が
過
ぎ
た
。
ド
イ

・
モ
イ
政
策
が
開
始
さ
れ
る
以
前
は
、
社
会

主
義
計
画
経
済
と
い
う
理
念
の
下
で
国
家
が

経
済
活
動
の
す
み
ず
み
ま
で
を
管
理
統
制
す

る
全
面
的
国
家
設
計
主
義
体
制
が
採
用
さ
れ

て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
多
く
で
は
、

市
場
経
済
原
理
を
基
本
体
制
と
し
て
、
関
税

保
護
な
ど
の
政
策
措
置
の
下
に
自
国
の
工
業

化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
に
は
、
国
家
が
よ
り
直
接

的
に
国
内
の
資
源
配
分
と
資
本
蓄
積
を
統
制

す
る
こ
と
で
、
工
業
化
を
進
め
よ
う
と
し

た
。
そ
こ
で
は
、
農
地
を
国
有
化
し
合
作
社

と
い
う
形
で
農
業
の
集
団
化
を
は
か
り
、
そ

こ
に
発
生
す
る
経
済
余
剰
を
最
大
限
国
家
が

手
中
に
す
る
こ
と
で
工
業
化
を
最
大
限
に
加

幻会主義の失芭
速
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
経
済
体
制
が
選
択
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
全
面
的
設
計
主
義
の
開
発
戦

略
が
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
事
態
は
、
す
べ
て

の
資
源
・
財
産
が
国
有
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
は
、
そ
れ
ら
は
結
局
誰
の
所
有
物
で

も
な
い
公
有
財
産
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ

ら
限
ら
れ
た
資
源
を
効
率
的
に
利
用
し
よ
う

と
い
う
誘
因
・
動
機
を
誰
も
が
持
ち
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く

れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
人
々
の
資
源
・
財

産
の
私
的
所
有
性
を
否
定
し
た
経
済
運
営
様

式
が
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
で
な
か
っ
た
こ
と

は
、
も
は
や
疑
う
余
地
は
な
い
。

さ
ら
に
、
国
家
に
よ
る
全
面
的
設
計
主
義

体
制
の
も
う
ひ
と
つ
の
核
は
、
商
人
の
活
動

は
非
生
産
的
で
あ
る
と
す
る
判
断
か
ら
、
私

的
商
人
の
自
由
な
活
動
を
全
面
的
に
禁
止
し

て
し
ま
っ
た
事
態
に
あ
っ
た
。
確
か
に
一
見

す
る
と
商
人
と
は
、
み
ず
か
ら
の
利
益
だ
け

を
追
求
す
る
経
済
主
体
で
あ
る
が
、
そ
う
い

`２



東南アジア通貨危機の影響をかぶりはじめたベトナム経済

〔写真・右頁〕ホーチミン

でベトナムの民族衣装アオ

ザイ姿で通勤通学

（写真提供ＪＡＬ）

寧二鯵舞鐸塗露

う
私
的
利
益
追
求
に
お
い
て
自
ら
の
費
用
・

リ
ス
ク
の
下
に
各
種
の
有
用
な
経
済
情
報
の

収
集
を
行
い
、
お
互
い
に
接
触
の
な
い
多
数

の
生
産
者
と
消
費
者
と
を
結
び
付
け
る
仲
介

機
能
を
は
た
す
存
在
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
う

い
う
活
動
を
通
し
て
流
通
ル
ー
ト
や
取
引
様

式
を
作
り
あ
げ
る
生
産
的
活
動
を
行
う
存
在

で
あ
る
。
社
会
主
義
の
失
敗
は
、
商
人
の
持

つ
こ
の
重
要
な
機
能
を
無
視
し
た
結
果
で

あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
国
家
が
、
こ
の
よ

う
な
細
か
い
現
場
の
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ

を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
能
力
・
誘
因
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や

明
ら
か
で
あ
る
。

上
あ
る
し
、
ま
た
そ
う

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
・
モ
イ
政
策
と

爪
通
ル
ー
ト
や
取
引
様
峰
そ
れ
ま
で
の
国
家
が
主
導
す
る
全
面
的

塵
的
活
動
を
行
う
存
在
統
制
を
緩
和
し
て
い
く
と
い
う
経
済
運
営
様

し
失
敗
は
、
商
人
の
持
式
の
改
革
で
あ
っ
た
。
中
国
と
同
様
に
、
国

を
無
視
し
た
結
果
で
内
政
治
の
面
で
は
一
党
支
配
体
制
は
維
持
し

い
。
国
家
が
、
こ
の
よ
た
ま
ま
に
し
て
、
経
済
運
営
様
式
だ
け
を

旧
報
を
収
集
し
、
そ
れ
徐
々
に
転
換
し
て
い
こ
う
と
い
う
改
革
の
試

い
く
能
力
・
誘
因
を
持
み
で
あ
っ
た
。
経
済
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
一

ゴ
た
こ
と
は
、
も
は
や
段
階
は
、
中
国
と
全
く
同
様
に
農
業
面
で
の

制
度
改
革
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
は
、
農
業

集
団
化
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
合
作
社
の
廃

止
で
あ
り
、
個
別
農
家
の
経
営

請
負
制
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
。

各
農
家
は
土
地
利
用
権
を
与
え

》》・“》鐇礒藷辮》翻
ら
れ
、
農
業
税
と
よ
ば
れ
る
士

与屏一一誹岳壺缶一｛》刊』
地
税
さ
え
は
ら
え
ば
、
そ
の
土

地
で
何
を
作
っ
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

農
業
経
営
に
か
か
わ
る
以
上
の

よ
う
な
制
度
改
革
と
併
行
し

●
旧
東
大
主
済
展
諭
ア
化
受
ｒ
年

て
、
農
産
物
の
流
通
な
ら
び
に

［「牌イ・モイ政篝〆し
農
業
役
人
財
の
流
通
に
関
し
て
も
、
民
間
商
人

の
自
由
参
入
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

農
業
に
お
け
る
こ
の
制
度
改
革
は
、
ベ
ト

ナ
ム
農
業
の
生
産
を
大
い
に
刺
激
し
、
ド
イ

・
モ
イ
開
始
後
の
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
高
度
成

長
を
可
能
に
し
た
最
も
重
要
な
要
因
と
な
っ

た
。
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
コ
メ
輸
出
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ
輸
出
国

と
な
っ
て
い
る
。
世
界
銀
行
等
の
自
由
主
義

経
済
学
者
は
、
こ
の
コ
メ
増
産
を
自
由
市
場

の
威
力
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
て
お
り
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
政
府
の
全
面
的
・
官

僚
的
介
入
さ
え
と
り
は
ら
え
ば
市
場
経
済
が

そ
の
普
遍
的
威
力
を
発
揮
し
う
る
も
の
と
な

る
証
拠
で
あ
る
と
す
ら
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
史
を
少
し
で
も
ひ
も

と
い
て
み
る
と
、
特
に
コ
メ
生
産
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
が
、
’
九
世

紀
後
半
に
な
っ
て
人
間
が
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
空
間
で
あ
り
、
そ
こ

に
住
む
農
民
達
は
海
外
市
場
の
記
憶
と
そ
れ

へ
の
反
応
力
を
強
く
持
つ
商
の
空
間
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
南
北
統
一
後
に
、
ハ
ノ
イ

の
政
権
に
よ
っ
て
強
力
に
上
か
ら
か
ぶ
せ
ら
む



れ
た
重
し
が
、
ド
イ
・
モ
イ
政
策
の
展
開
の

中
で
と
れ
た
こ
と
で
、
元
来
農
民
・
農
村
が

持
っ
て
い
た
経
済
活
動
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

復
活
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
コ
メ
生
産
が

刺
激
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
現
実
で
あ
っ

た
。
こ
の
意
味
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
成
長

は
市
場
経
済
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
市
場
が
復
活
し
た
こ

と
に
よ
る
と
と
ら
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
遠
く
一
三
世
紀
以
降
非
市
場
的
な
共
同

体
を
発
達
さ
せ
て
き
た
北
の
紅
河
デ
ル
タ
に

お
い
て
は
、
ド
イ
・
モ
イ
政
策
の
中
で
も
メ

ン
コ
・
デ
ル
タ
程
に
は
農
業
生
産
の
急
成
長

が
見
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ド
イ
・
モ
イ
の
第
二
段
階
は
、
製
造
業
部

門
に
お
け
る
国
営
企
業
の
民
営
化
で
あ
る

が
、
中
国
の
場
合
と
全
く
同
様
に
こ
の
試
み

は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
最
近
で
は
、

国
営
企
業
の
民
営
化
と
い
う
概
念
す
ら
使
わ

れ
な
く
な
り
、
そ
の
株
式
化
と
い
う
目
標
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
民
営
化
な
い
し
株
式
会

社
化
が
、
は
た
し
て
自
由
主
義
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
期
待
し

て
い
る
よ
う
に
、
企
業
経
営
の
効
率
化
を
自

動
的
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
か
否
か

確
か
に
、
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
主
導
の
マ
ク
ロ
経
済
安
定
化
政
策
は
そ

れ
な
り
の
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
一
時
期

非
常
に
は
げ
し
か
っ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
こ
こ
数
年
ほ
と
ん
ど
お
さ
ま
り
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
も
国
内
通
貨

ド
ン
を
信
頼
し
は
じ
め
て
い
る
。
ド
イ
・
モ

イ
政
策
の
一
環
と
し
て
の
銀
行
改
革
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
た
商
業
銀
行
へ
の
ド
ン
預
金

も
最
近
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
改

革
の
大
き
な
成
果
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
他
方
で
、
銀
行
は
適
当
な
融
資
先

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。
未

だ
基
本
的
に
は
社
会
主
義
体
制
下
に
あ
る
の

で
抵
当
・
担
保
が
確
保
出
来
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
銀
行
は
、
未
だ

自
己
責
任
で
返
済
能
力
の
あ
る
融
資
先
を
見

も
、
そ
れ
程
明
ら
か
で
は
な
い
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
言
葉
の
本
当
の
意
味
で
の
市
場
経
済

へ
の
移
行
の
試
み
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
そ
れ

程
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

總轤綱椰馴鯏行ご

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。
社
会
主

義
体
制
下
で
作
ら
れ
た
銀
行
が
、
自
ら
の
責

任
で
の
与
信
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
単
な
る
銀
行
制
度
の

改
革
だ
け
で
、
即
座
に
銀
行
が
金
融
仲
介
機

能
を
十
分
に
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
出
来
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
経
済
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
と
同
時
に

金
融
取
引
の
国
際
的
自
由
化
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
事
態
で
あ
る
。
台
湾
等
を
中
心

と
す
る
華
人
資
本
は
、
不
動
産
等
の
値
上
が

り
を
ね
ら
っ
て
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
に
多
量
に

流
入
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ド
ン
に
対
外

価
値
の
過
大
評
価
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

い
う
高
い
為
替
レ
ー
ト
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が

比
較
優
位
を
持
つ
労
働
集
約
財
や
野
菜
等
の

農
産
物
の
輸
出
が
余
り
進
ま
な
い
と
い
っ
た

事
態
が
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
。

特
に
、
国
際
金
融
市
場
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
競
争
圧
力
に
お
さ
れ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
人
々
の
経
済
行
為
が
短

期
利
益
追
求
型
に
な
り
始
め
て
投
機
熱
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
う
投
機

熱
の
中
で
、
長
い
懐
妊
期
間
が
必
要
と
な
る

‘?



東南アジア通貨危機の影響をかぶりはじめたベトナム経済

ホーチミンでパンを売

る女性たち

（写真提供・ＪＡＬ）

生
産
の
現
場
へ
の
資
本
投
下
が
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
。
ド
イ
・
モ
イ
政
策
の
中
で
、

長
期
の
経
済
成
長
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

企
業
家
活
動
の
活
性
化
に
は
け
っ
し
て
成
功

し
て
い
る
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
の
で
あ

る
。
ド
イ
・
モ
イ
政
策
下
で
の
高
度
経
済
成

長
を
支
え
て
き
た
農
業
部
門
で
も
、
単
な
る

制
度
改
革
に
よ
る
経
済
誘
因
の
賦
与
だ
け
で

は
さ
ら
な
る
農
業
成
長
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
農
業
成
長
の
た
め
に
は
長
期
資
本

こ
う
い
う
状
態
に
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
経
済

に
、
昨
年
度
以
降
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
お

そ
っ
た
通
貨
危
機
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え

つ
つ
あ
る
。
タ
イ
等
の
為
替
レ
ー
ト
が
大
幅

に
切
り
下
が
っ
た
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も

輸
出
競
争
力
維
持
の
た
め
に
ド
ン
の
対
外

レ
ー
ト
の
切
り
下
げ
へ
の
圧
力
が
強
ま
り
つ

つ
あ
る
。
今
年
に
入
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
政
府

も
、
は
っ
き
り
と
ド
ン
の
切
り
下
げ
を
公
表

し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
切
り
下
げ

幅
が
大
き
く
な
る
と
、
国
民
が
再
び
ド
ン
へ

の
信
頼
を
な
く
し
て
、
金
・
ド
ル
へ
の
保
有

に
走
っ
て
し
ま
う
と
い
う
大
き
な
危
険
が
存

在
し
て
い
る
。
ド
ン
の
切
り
下
げ
が
激
し
い

と
、
や
っ
と
軌
道
に
の
り
か
け
て
い
た
、
ド

ン
通
貨
で
の
国
内
貯
蓄
の
動
員
が
大
き
く
挫

折
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
き
い
。
ベ
ト
ナ

の
多
量
投
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
時

間
が
か
か
り
収
益
性
も
そ
れ
程
大
き
い
も
の

は
期
待
し
え
な
い
こ
の
部
門
に
は
、
資
本
流

人
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

曇
南
ア
ジ
ア
通

危
機
の
影
響

筐

ム
政
府
は
、
ま
さ
に
そ
の
対
外
経
済
政
策

で
、
危
な
い
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
に
直
面
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
通
貨
・
金

融
危
機
が
見
事
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
、
市
場
経
済
が
効
率
的
に
作
用
す
る
の
に

必
要
な
ル
ー
ル
や
制
度
が
未
だ
う
ま
く
整
備

さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
金
融
・
資
本
取
引

を
あ
ま
り
に
は
や
く
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
さ
せ

る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
の
き
ま
ぐ

れ
で
国
内
経
済
が
大
き
く
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
も
今
こ
の
危
険
に

身
を
さ
ら
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
そ
の

個
性
あ
る
伝
統
に
み
あ
っ
た
形
で
市
場
経
済

を
形
成
さ
せ
て
い
く
潜
在
能
力
を
持
っ
て
い

る
が
、
あ
ま
り
に
激
し
い
国
際
市
場
で
の
競

争
圧
力
が
、
そ
う
い
う
発
展
の
途
の
発
見
を

不
可
能
に
さ
せ
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

我
々
と
し
て
は
、
短
期
的
に
は
ゆ
っ
く
り
と

し
、
ま
た
非
効
率
に
見
え
よ
う
と
も
、
ベ
ト

ナ
ム
が
そ
う
い
う
個
性
の
あ
る
発
展
の
方
法

を
見
つ
け
出
し
て
い
く
の
を
、
外
か
ら
見

守
っ
て
い
く
余
裕
を
持
っ
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

ｲ５
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『』人
類
は
生
き
残
れ
る
か

人
口
・
食
料
問
題
の
重
要
性
を
広
く
訴
え

る
た
め
、
本
協
会
は
二
月
六
日
（
金
）
静
岡

市
の
静
岡
商
エ
会
議
所
で
（
静
岡
市
、
静
岡

新
聞
社
、
静
岡
放
送
後
援
）
セ
ミ
ナ
ー
「
人

□
食
料
・
環
境
’
二
十
一
世
紀
人
類

は
生
き
残
れ
る
か
」
を
開
催
し
た
。
同
県
内

各
地
か
ら
約
一
五
○
名
が
参
加
し
た
。

同
夜
の
静
岡
放
送
は
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

上

曰
本
農
業
再
構
築

”
２
０
２
０
“
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

辻井教授

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
広
く
県
内
に
紹
介
し
、

問
題
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

先
ず
、
広
瀬
次
雄
・
本
協
会
常
務
理
事
が

地
球
上
の
人
類
の
発
生
、
世
界
の
環
境
問

題
、
食
料
問
題
の
根
源
は
人
ロ
増
加
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
人
ロ
問
題
の
重
要
性
を
取
り

上
げ
、
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

講
師
の
辻
井
博
・
京
都
大
学
大
学
院
教
樗

は
、
次
の
よ
う
に
講
演
し
た
。

`６



人口・食料・環境セミナ

日
本
人
は
コ
メ
を
「
空
気
」
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
の
平
成
の
コ

メ
騒
動
で
は
コ
メ
が
世
界
貿
易
市
場
で
い
か

に
品
薄
で
、
不
安
定
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
コ
メ
生
産
は
、
世
界
総
生

産
の
九
一
％
を
占
め
、
多
く
が
、
ア
ジ
ア
で

消
費
さ
れ
て
い
る
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
に
コ
メ
生
産
が
集
中
す
る
の
は
、
モ
ン

ス
ー
ン
気
候
に
よ
る
多
雨
の
た
め
と
み
ら
れ

る
。
一
方
、
畑
作
穀
物
の
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
メ
イ
ズ
の
生
産
は
地
球
上
の
全
大
陸

に
分
散
し
、
北
・
中
部
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
高
所
得
諸
国
か
ら
、
余
剰
が
貧
し

い
発
展
途
上
国
に
輸
出
補
助
金
付
き
で
ダ
ン

ピ
ン
グ
輸
出
さ
れ
て
き
た
。

日
本
人
は
、
現
在
も
カ
ロ
リ
ー
の
二
○
％

を
コ
メ
か
ら
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々

も
八
○
％
を
コ
メ
か
ら
摂
っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
で
は
農
家
、
農
村
、
地
域
お
よ
び
国
の
各

レ
ベ
ル
で
コ
メ
の
自
給
が
優
先
さ
れ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
農
家
で
は
生
産
し
た
コ
メ
の
味

を
知
ら
ず
、
コ
メ
は
自
給
で
な
く
販
売
・
輸

出
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

世
界
穀
物
貿
易
市
場
を
見
る
と
、
小
麦
一

九
％
、
メ
イ
ズ
’
四
％
、
大
麦
一
二
％
、
大

豆
二
九
％
で
、
コ
メ
は
総
生
産
の
四
％
に
す

ぎ
ず
、
旱
魅
や
冷
害
が
起
き
る
と
コ
メ
価
格

が
急
騰
す
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
主
食
で
賃
金

財
で
あ
る
コ
メ
は
、
供
給
が
不
安
定
に
な
る

と
政
治
的
不
安
定
と
な
る
の
で
”
政
治
財
“

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

平
成
の
コ
メ
騒
動
は
、
国
内
不
安
の
み
な

ら
ず
、
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
出
国
タ
イ
で
も

日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
に
よ
り
、
バ
ン
コ
ク

船
荷
（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
）
輸
出
価
格
が
五
カ
月
で
二

倍
以
上
に
な
り
、
世
界
の
飢
餓
人
口
八
億
五

○
○
○
万
人
の
七
○
％
を
占
め
る
ア
ジ
ア
諸

国
の
コ
メ
貿
易
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
世
界
の
穀
物
生
産
は
九
七
／
九
八
年
時

点
で
コ
メ
一
四
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
・

八
％
な
ど
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
安
全
水
準
の
一
七
％
を

下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
途
上
国
の
人
口

爆
発
、
穀
物
の
単
収
の
減
少
、
農
学
試
験
研

究
費
の
減
少
、
士
壌
の
劣
化
、
都
市
化
な
ど

に
よ
る
耕
地
面
積
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。日
本
の
九
五
年
の
穀
物
自
給
率
は
二
八
％

で
、
’
’
○
二
○
年
に
は
一
一
一
％
に
ダ
ウ
ン
す

る
。
ま
た
、
日
本
の
農
林
水
産
物
の
輸
入
額

Ｔ７



は
、
過
去
三
五
年
間
で
一
一
一
一
一
億
ド
ル
か
ら
七
う
な
政
策
手
段
に
よ
り
改
革
を
進
め
る
。
ま
さ
せ
、
穀
物
自
給
率
は
九
二
年
の
一
一
九
％
か

○
六
億
ド
ル
へ
と
一
一
一
○
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
ず
、
一
一
○
一
一
○
年
の
稲
作
生
産
量
は
九
○
○
ら
五
一
一
一
％
に
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
で
高
い

た
。
こ
の
間
ド
イ
ツ
で
は
一
一
一
倍
増
で
あ
っ
万
ト
ン
、
作
付
け
面
積
一
一
一
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
食
料
安
全
保
障
が
可
能
と
な
る
。
第
四
は
、

た
・
日
本
の
農
林
水
産
物
輸
入
量
の
増
加
上
単
収
三
万
ト
ン
と
す
る
。
麦
は
作
付
け
米
麦
価
格
政
策
と
し
て
米
価
は
国
際
価
格
と

は
、
輸
出
国
の
自
然
環
境
の
破
壊
や
、
ア
ジ
面
積
を
九
○
年
の
一
一
一
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
の
比
較
で
引
き
下
げ
、
麦
価
格
は
引
き
上
げ

ア
に
集
中
す
る
貧
困
・
飢
餓
人
口
を
危
機
に
一
五
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
、
生
産
量
も
一
一
一
一
る
こ
と
で
国
境
価
格
調
整
を
行
う
。
最
後

陥
れ
る
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
万
ト
ン
か
ら
一
一
一
五
○
万
ト
ン
へ
大
幅
に
増
に
、
大
規
模
専
業
個
人
経
営
な
ど
を
導
入
し

コ
メ
の
自
由
貿
易
の
利
益
は
コ
メ
自
給
の
産
し
、
単
収
一
一
、
’
一
一
ト
ン
で
適
正
単
収
米
麦
て
も
、
農
業
所
得
水
準
は
非
農
業
部
門
の
所

経
済
的
・
外
部
的
利
益
を
下
回
り
、
コ
メ
は
複
合
生
産
構
造
を
確
立
す
る
。
第
二
は
、
｜
’
得
水
準
よ
り
か
な
り
低
い
。
こ
の
た
め
、
農

自
給
が
望
ま
し
く
、
国
民
も
そ
の
よ
う
に
考
○
一
一
○
年
の
米
麦
複
合
農
業
に
対
応
す
る
窒
家
と
消
費
者
が
美
味
し
い
コ
メ
の
自
給
と
安

え
て
い
る
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
素
肥
料
成
分
量
の
投
入
量
の
目
標
は
五
○
定
供
給
お
よ
び
麦
自
給
率
の
上
昇
に
よ
る
食

（
世
界
貿
易
機
構
）
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
万
ト
ン
。
投
入
す
る
肥
料
は
有
機
肥
料
の
み
料
の
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
社
会
契
約
を

力
開
発
機
構
）
な
ど
は
、
食
料
の
安
全
保
障
で
環
境
破
壊
を
な
く
す
人
間
と
家
畜
の
有
結
び
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
定
額
所
得
補
償
を

は
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
と
し
て
機
廃
棄
物
全
量
か
ら
有
機
肥
料
を
作
れ
ば
有
実
施
さ
せ
る
所
得
政
策
を
導
入
す
る
。

い
る
が
、
ア
ジ
ア
は
自
由
貿
易
に
よ
り
米
価
機
肥
料
が
過
剰
に
な
る
の
で
、
日
本
の
家
畜
一
一
○
一
一
○
年
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
実
現
さ
れ

が
上
が
り
、
食
料
の
安
全
保
障
を
失
い
、
危
規
模
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
有
機
。
る
と
、
日
本
の
膨
大
な
食
料
輸
入
は
削
減
さ

機
に
瀕
す
る
。
ま
た
経
営
的
、
国
士
利
用
の
循
環
・
低
役
人
・
低
環
境
破
壊
型
農
業
が
確
れ
、
こ
の
輸
入
に
よ
る
国
内
外
の
環
境
破
壊

視
点
か
ら
、
麦
類
な
ど
の
裏
作
作
物
を
生
産
立
で
き
る
。
第
一
一
一
に
、
農
業
改
革
に
伴
う
．
は
削
減
さ
れ
、
膨
大
な
貧
困
・
飢
餓
人
口
の

し
多
毛
作
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
メ
自
給
、
麦
類
の
大
増
産
お
よ
び
飼
料
穀
物
い
る
発
展
途
上
国
か
ら
日
本
が
食
料
を
大
量

日
本
農
業
の
再
構
築
の
た
め
に
、
次
の
よ
輸
入
の
畜
産
規
模
を
一
四
○
○
万
ト
ン
削
減
に
輸
入
す
る
と
い
う
矛
盾
も
解
消
で
き
る
。
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高
齢
人
口
は
七
五
歳
以
上
に

黒
田
俊
夫
博
士
が
提

■
。

人
口
問
題
の
重
要
性
と
日
本
の
役
割
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
講
演
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
黒
田
俊
夫
博
士
は
、

`８
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人:
財団ブ

辻
井
教
授
の
講
義
に
あ
る
よ
う
に
二
○
二

○
年
の
地
球
上
の
食
糧
供
給
が
極
め
て
不
安

定
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
食
料
供
給
国
は
北

米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
豊
か
な
国
々

で
、
輸
入
国
は
世
界
の
人
口
の
八
○
％
を
占

め
る
途
上
国
で
あ
る
。
飢
餓
人
口
の
八
○
％

が
ア
ジ
ア
で
占
め
て
い
る
。
日
本
で
は
、
食

べ
物
を
無
駄
に
捨
て
る
量
が
年
間
一
○
○
○

万
ト
ン
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
人
口

問
題
へ
の
認
識
は
こ
れ
ま
で
高
く
な
か
っ
た

が
、
昨
年
暮
れ
に
日
本
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス

の
専
門
家
を
招
き
国
立
社
会
保
障
研
究
所
が

「
少
子
化
時
代
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
ホ
ー
ル
で

開
い
た
と
こ
ろ
、
会
場
が
満
席
に
な
る
ほ
ど

盛
況
で
あ
っ
た
。
最
近
、
日
本
で
は
、
少
子

化
へ
の
不
安
感
が
強
く
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め

一
般
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
日
本

の
高
齢
化
と
少
子
化
に
つ
い
て
九
○
％
以
上

＝司■￣

の
国
民
が
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
。

一
九
五
○
年
代
に
は
、
六
五
歳
人
口
は
わ

ず
か
五
％
、
子
供
人
口
が
三
五
％
で
人
口
構

造
は
富
士
山
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
二
○

五
○
年
に
は
○
歳
か
ら
一
四
歳
の
人
口
が
一

一
一
一
○
○
万
人
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
が
三
二

○
○
万
人
に
な
り
三
角
形
型
の
人
口
構
造
が

逆
転
す
る
。
子
供
が
大
部
分
の
社
会
と
老
人

が
大
部
分
の
社
会
で
は
内
容
は
ま
っ
た
く
異

な
る
。
○
歳
か
ら
一
四
歳
人
口
は
年
少
人
口

で
あ
る
が
、
最
近
の
高
校
進
学
率
は
ほ
ぼ
一

○
○
％
、
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
率
四
○
％

で
あ
り
、
子
供
人
口
は
○
歳
か
ら
一
九
歳
と

す
る
ほ
う
が
実
質
的
で
あ
る
。
働
く
人
口

は
、
二
○
歳
以
上
と
し
、
日
本
の
寿
命
は
男

女
平
均
で
八
○
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

人
口
で
あ
る
六
五
歳
以
上
を
七
五
歳
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

一
般
に
六
○
歳
定
年
で
あ
る
が
、
六
四
歳

ま
で
は
七
○
％
以
上
、
六
五
歳
か
ら
七
○
歳

ま
で
五
○
％
、
八
○
歳
以
上
で
も
一
○
％
の

老
人
が
働
い
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
に
例
が

な
い
こ
と
で
、
中
高
年
の
意
識
調
査
で
は
、

定
年
は
六
五
歳
に
し
て
欲
し
い
、
が
多
く
を

占
め
て
い
る
。
各
国
の
六
五
歳
以
上
の
人
た

ち
で
、
ま
だ
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
割
合

を
見
る
と
、
日
本
が
四
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
が

五
％
、
ア
メ
リ
カ
が
一
○
％
と
、
日
本
人
が

い
か
に
働
く
意
欲
を
持
っ
て
い
る
か
が
わ
か

る
。
日
本
人
の
働
く
理
由
を
見
る
と
、
六
○

歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
は
、
収
入
の
た
め
で
あ

る
が
、
七
○
歳
以
上
に
な
る
と
健
康
の
た

め
、
生
き
が
い
の
た
め
と
な
る
。

二
十
一
世
紀
に
労
働
人
口
が
不
足
す
る
と

推
計
さ
れ
て
お
り
、
二
○
二
五
年
に
は
五
○

○
万
人
が
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

七
四
歳
ま
で
を
経
済
活
動
人
口
と
す
る
と
二

○
○
○
年
以
降
従
属
人
口
指
数
が
軽
減
さ

れ
、
二
○
一
’
五
年
に
は
負
担
率
が
七
三
・
八

と
な
る
。
日
本
は
少
子
化
が
進
ん
で
も
経
済

活
動
人
口
の
延
長
を
す
る
こ
と
で
経
済
活
動

へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
発
想
の
転

換
を
日
本
の
経
験
と
し
て
世
界
に
広
げ
る
こ

⑲
と
が
重
要
で
あ
る
。



国鰍口問題瀧懇談i会総会
｢食料安保｣と｢高齢化｣問題を勉強

二
月
二
五
日
正
午
か
ら
参
議
院
議
員
会
館

第
五
会
議
室
で
、
中
山
太
郎
会
長
は
じ
め
衆

参
両
院
三
○
名
の
国
会
議
員
（
代
理
五
名
）

が
出
席
し
て
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総

会
が
開
か
れ
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
各
省
の
人
口
関
連
担

当
者
の
出
席
を
求
め
現
況
に
つ
い
て
の
説
明

を
求
め
た
ほ
か
、
食
料
問
題
、
ガ
ッ
ト
’
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
等
に
つ
い
て
、
辻
井

博
京
都
大
学
大
学
院
教
授
、
人
口
問
題
で
は

黒
田
俊
夫
博
士
を
講
師
に
招
き
勉
強
会
を
開

い
た
。

清
水
嘉
与
子
議
員
の
司
会
で
、
中
山
太
郎

会
長
が
昨
年
末
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
折
衝
に
対
す

る
各
議
員
の
協
力
に
感
謝
。
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
へ
の
拠
出
金
が
昨
年
度
を

上
回
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
世
界
の
重
要
課
題

は
、
人
口
と
食
料
問
題
に
移
っ
て
い
る
。
先

般
訪
問
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
一
一
一
三
○
万
ト
ン
の
コ
メ
が

不
足
し
て
お
り
、
日
本
に
も
一
○
○
万
ト
ン

の
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
の

面
か
ら
も
、
農
業
生
産
の
上
か
ら
も
安
全
な

水
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
、

と
挨
拶
し
た
。

各
省
か
ら
は
、
次
の
説
明
が
あ
っ
た
。

外
務
省
国
際
機
構
課
花
谷
卓
治
課
長
“

「
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
金
が
当
初
ド
ル
換

算
で
は
一
○
％
以
上
削
減
さ
れ
て
い
た
が
、

同
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
協
力
に
よ
り
円
換
算

で
前
年
度
比
微
増
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
国

際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
へ
の
イ
ヤ

マ
ー
ク
お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
通
じ
て
の
南

南
協
力
も
進
め
て
い
る
。
」

厚
生
省
国
際
課
麦
谷
眞
里
国
際
協
力
室
長

当
外
務
省
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
協
力
を
得
て
、
母
子
保
健
分
野
の
国

際
協
力
を
進
め
て
い
る
。
事
例
と
し
て
、
人

口
一
○
○
○
万
人
、
年
出
生
四
○
万
人
の
ジ

ン
バ
ブ
エ
の
首
都
ハ
ラ
レ
で
は
、
妊
婦
検
診

の
結
果
一
一
一
二
％
、
成
人
人
口
の
二
一
％
が
エ

イ
ズ
感
染
者
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
母
か

ら
子
ど
も
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
よ

り
母
子
保
健
に
焦
点
を
当
て
た
協
力
を
進
め

て
い
る
。
」

農
林
水
産
省
国
際
協
力
計
画
課
中
川
垣
課

長
卯
「
人
口
と
の
関
連
で
食
料
需
給
は
途
上

国
の
人
口
増
加
に
よ
り
大
幅
な
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
他
方
、
穀
物
の
増
産
は
農
地
の
拡

大
の
制
約
や
環
境
問
題
に
よ
り
可
能
性
が
不

透
明
。
途
上
国
の
栄
養
不
足
人
口
は
約
八
億

四
○
○
○
万
人
か
ら
二
○
一
○
年
に
六
億
四

○
○
○
万
人
と
な
る
が
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
で
は

増
加
す
る
。
九
六
年
一
一
月
世
界
食
料
サ

ミ
ッ
ト
で
「
ロ
ー
マ
宣
言
」
お
よ
び
「
行
動

計
画
一
を
採
択
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
政
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
農
林
水
産
業

協
力
は
技
術
協
力
を
中
心
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通

じ
て
進
め
て
い
る
。
」

労
働
省
雇
用
政
策
課
太
田
俊
明
課
長
叩

「
日
本
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
二
十
一
世

紀
初
頭
に
は
労
働
力
人
口
の
二
○
％
が
六
○

歳
以
上
に
な
る
。
高
齢
者
は
六
五
歳
ま
で
働

き
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
政
府
は
、
六
五

歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
促
進
と
職
業
能

力
開
発
の
促
進
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
」

辻
井
博
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授
は
、

－
１
食
料
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

講
演
し
た
。
「
食
料
安
全
保
障
」
と
は
国
民

が
い
つ
で
も
、
必
要
量
の
食
料
を
確
保
で
き
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る
こ
と
。
米
国
、
世
界
銀
行
や
Ｅ
Ｕ
は
「
食

料
安
全
保
障
」
が
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
の
み

成
り
立
つ
と
規
定
し
て
い
る
が
、
私
は
、
ア

ジ
ア
の
コ
メ
の
安
全
保
障
は
自
由
貿
易
で
は

確
保
で
き
な
い
と
考
え
る
。

穀
物
生
産
の
特
長
は
、
ま
ず
コ
メ
の
生
産

と
消
費
が
ア
ジ
ア
に
九
○
％
が
集
中
、
小
麦

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
各
大
陸
別
に
分
散
し
生

産
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
コ
メ
生
産
と
消

費
が
バ
ラ
ン
ス
し
、
自
給
自
足
し
て
い
る

が
、
米
国
の
コ
メ
生
産
は
自
家
消
費
せ
ず
輸

出
用
で
あ
る
。
コ
メ
の
貿
易
市
場
は
、
生
産

量
の
四
％
と
品
薄
で
、
価
格
が
不
安
定
で
頼

り
な
く
政
治
財
と
な
り
や
す
い
。

コ
メ
価
格
の
不
安
定
は
、
平
成
の
コ
メ
騒

動
で
も
明
白
に
な
っ
た
よ
う
に
、
一
九
九
三

年
九
月
、
日
本
が
二
五
○
万
ト
ン
の
コ
メ
を

緊
急
輸
入
す
る
と
発
表
す
る
と
、
四
カ
月
で

世
界
の
コ
メ
貿
易
価
格
が
二
倍
に
跳
ね
上
が

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で
も
コ

メ
価
格
が
倍
増
し
た
。
世
界
の
コ
メ
の
貿
易

量
は
一
四
○
○
万
ト
ン
で
そ
の
九
○
％
は
イ

ン
デ
ィ
カ
米
、
日
本
人
が
食
べ
る
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
は
わ
ず
か
一
五
○
万
ト
ン
に
す
ぎ
ず
、

日
本
の
買
い
付
け
が
飢
餓
人
口
五
億
人
が
集

中
す
る
ア
ジ
ア
の
人
々
の
生
活
を
脅
か
す
こ

と
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
日
本
は
コ
メ
を
輸

入
す
べ
き
で
な
い
。

す
で
に
、
世
界
の
穀
物
在
庫
率
は
九
四
年

以
降
そ
の
水
準
を
割
っ
て
い
る
。
私
の
試
算

で
は
、
二
○
二
○
年
に
四
億
ト
ン
の
穀
物
不

足
が
発
生
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
政
策
的

要
因
で
、
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
八
五
年

以
降
財
政
困
難
に
よ
り
国
内
保
護
を
削
減

し
、
過
剰
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
少
な
く
し
農
産
物

の
輸
出
を
減
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
六
年

米
国
の
農
業
法
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ン
ド
の
合
意
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
枠
組
み
が
二

十
一
世
紀
ま
で
続
い
た
場
合
、
世
界
の
在
庫

量
が
確
実
に
減
少
す
る
。
’
九
六
○
年
代
に

穀
物
の
単
収
の
増
加
率
が
三
％
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
一
％
に
減
少
し
て
お
り
、
人
口
増

加
率
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
、
供
給

面
の
不
足
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
食
生
活

の
変
化
で
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
が
増
加
し
穀

物
の
需
要
が
急
増
す
る
。

黒
田
俊
夫
博
士
は
、
「
日
本
の
高
齢
化
と

世
界
人
口
」
に
つ
い
て
講
演
。
日
本
で
は
高

齢
化
を
悲
観
的
と
見
る
こ
と
が
大
勢
を
占
め

て
い
る
。
’
九
五
○
年
代
の
人
口
構
造
は
、

高
齢
者
が
少
な
く
、
子
供
の
人
口
が
多
い
た

め
富
士
山
型
で
あ
っ
た
が
、
二
○
五
○
年
に

は
、
高
齢
人
口
が
増
え
、
子
供
が
減
り
、
年

齢
か
ら
見
た
社
会
構
造
は
完
全
に
逆
転
す

る
。
政
策
を
策
定
す
る
場
合
、
こ
の
変
化
を

踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
。
年
齢
構
造
三
区
分

の
○
歳
か
ら
一
四
歳
の
年
少
人
口
は
、
現
実

的
に
○
歳
か
ら
一
九
歳
と
し
、
六
五
歳
以
上

人
口
を
七
五
歳
以
上
に
す
る
と
従
属
人
口
の

負
担
が
一
一
○
％
か
ら
一
一
一
○
％
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

世
界
人
口
は
、
一
九
五
○
年
代
、
年
間
五

○
○
○
万
人
の
増
加
が
あ
り
、
一
九
九
○
年

か
ら
二
○
一
○
年
ま
で
は
年
間
八
○
○
○
万

人
増
加
し
、
極
め
て
楽
観
を
許
せ
な
い
三
○

年
間
で
あ
り
、
地
球
人
口
に
と
り
危
機
の
時

代
で
あ
る
。
途
上
国
の
高
齢
化
が
始
ま
っ
て

お
り
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
二
○
’
○
年
に
高

齢
化
率
が
一
○
％
を
超
え
る
。

日
本
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
世
界
一
高

い
高
齢
化
率
の
国
と
な
り
、
様
々
な
経
験
を

す
る
。
欧
米
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か

ら
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
途
上
国
に
こ
の
経

験
を
伝
え
る
の
が
日
本
の
役
割
で
あ
る
。

釘
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1944年千葉県生札社会学博士

東京女子大卒業。東京大学大学院修士課

程修了、同博士課程中退。
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東京農エ大学農学部教授。

主な著書は、「中国の人口問題」東大出版

会1989隼「中国・人ロ超大国のゆくえ」

岩波新書1994年、「現代中国の人口問題と

社会変動」新曜社1996年、他多数。
、
’
九
九
八
年
二
月
、
国
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長
期
推
計
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面T■■■索同■面、■五ｍ■西面可＝可＝祠■画一毎ｍ

關巽繋蒸蒸窯勇一一
ロ

国
連
人
口
部
は
一
九
九
八
年
二
月
、

世
界
人
口
の
長
期
予
測
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
現
在
の
人
口
約
五
九
億

人
が
二
一
五
○
年
ま
で
に
一
○
八
億
人

に
増
加
し
、
二
二
○
○
年
頃
に
一
一
○

億
人
前
後
で
安
定
す
る
。
六
年
前
の
国

連
推
計
よ
り
七
億
人
減
、
二
○
五
○
年

値
で
は
、
九
二
年
推
計
の
一
○
○
億
一

九
○
○
万
人
、
九
四
年
の
九
八
億
一
一
一
三

謡■正面面､■…－m面面■ﾛ､■…－両

鴛勇詔扁扇晟副扇悪扇
■丘、

議壹駕再一
一ｍ－，－
￣ｍ－－

＝両一
■■可 一面一二

一
万
人
、
九
六
年
の
九
一
一
一
億
六
六
七
二
万

人
よ
り
か
な
り
低
い
予
測
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
各
推
計
作
業
時
の
予
測
を
超
え
て
出
生
率

が
低
下
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
今
後
寿
命
の

延
び
な
ど
に
よ
る
高
齢
化
が
進
む
と
見
ら
れ

て
い
る
。

表
１
、
図
’
で
見
る
よ
う
に
、
中
国
人
口

を
イ
ン
ド
が
二
○
五
○
年
ま
で
に
追
い
抜
く

と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
一
人
っ
子

政
策
が
続
く
と
仮
定
し
た
結
果
で
あ
る
。
一

九
五
○
年
値
を
一
○
○
と
し
た
指
数
、
あ
る

一面

蕊二篭蒸蕉一”－－両＝面－面＝詞祠

鎧
鵲

￣
■~-－
－－－－薑

国連1998年２月長期推計より作成
WorldPopulationPIPojectionsto2150PopulationDMsion`United
NationsSecretariat，NewYork，ＮＹ10017．Februaryl998．

出所
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人ロ爆発と民族問題

国連長期推計地域別人口の推移図１

１２０

国オセアニア

、北アメリカ

函南アメリカとカリプ

、ヨーロッパ

ロアフリカ

ロその他のアジア

国インド

函中国

1００

０
０

８
６

人
口
総
数

０４

（
億
人
）

2０

０

１１950年 1995年 2050年 2100年 2150年

表２ 1998年国連長期推計による地域別人口比率

い
は
、
出
生
率
を
一
定
と
し
た
仮
定
で
、
ア

フ
リ
カ
が
爆
発
的
驚
く
べ
き
数
字
を
示
し
て

い
る
こ
と
、
他
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
減
な

ど
南
北
対
比
が
顕
著
で
あ
る
。
増
加
分
の
九

五
％
以
上
は
途
上
国
で
起
き
て
い
る
。

(％）

出所：表ｌと同

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
『
文
明
の
衝
突
』
で
、

「
き
た
る
べ
き
世
界
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム

文
明
と
儒
教
文
明
と
が
衝
突
す
る
一
と
の
予

言
を
行
っ
た
。

は
か
ら
ず
も
一
九
九
四
年
九
月
、
カ
イ
ロ

で
開
か
れ
た
国
連
に
よ
る
国
際
人
口
開
発
会

議
は
、
そ
の
様
相
を
人
口
面
か
ら
急
浮
上
さ

せ
た
感
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
人
口
Ｉ
出

生
率
や
中
絶
Ｉ
の
視
点
か
ら
、
民
族
、
宗
教

の
問
題
に
接
近
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
世
界
的
に
中
絶
の
法
規
制
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
見
よ
う
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
な
ど
は
、
胎
児
の
生
命
尊
重

が
憲
法
で
う
た
わ
れ
、
中
絶
は
世
界
の
中
で

も
最
も
厳
し
く
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
女
性
の
生
命
を
救
う
た
め
の
み
認
め
る

と
の
法
解
釈
を
し
て
い
る
。

他
方
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
男
児
優
位
の

強
い
国
々
で
は
、
法
と
し
て
は
規
制
さ
れ
つ

つ
も
、
中
絶
が
女
児
選
別
で
利
用
さ
れ
、
結
詔

果
と
し
て
出
生
性
比
に
影
響
を
与
え
て
い
る

二
、
胎
児
の
人
権
を

め
ぐ
る
衝
突

地域 1950年 1995年 2050年 2100年 2150年

世界 100.0 １０ｑＯ １０ｑＯ 100.0

中国 22., ２１．５ 1６．２ 1４．７ 1４，８

インド 1４．２ 1６．３ 1６．４ 1５．５ 1５．４

その他のアジア 1９．４ 22.7 25.5 25.9 25.9

アフリカ 8.9 1２．６ ２１．８ 25.4 25.6

ﾖーロッパ 2１．７ 1２８６．８ 5.6５．５

南アメリカとカリブ 6．６１８．４ 8.6８．５ 8.5

北アメリカ 6.8 5.2 4.1３．９ 3.8

オセアニア 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5



国
も
あ
る
。

最
近
の
法
改
正
の
事
例
を
見
る
と
、
Ⅲ
ド

イ
ツ
連
邦
議
会
が
一
九
九
五
年
六
月
、
妊
娠

一
二
週
間
以
内
な
ら
ば
医
師
な
ど
の
専
門
家

と
の
相
談
を
義
務
づ
け
た
上
で
中
絶
を
認
め

る
と
す
る
妊
娠
中
絶
法
改
正
案
を
可
決
。
②

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
九
六
年
八
月
、
妊
娠
一
二
週

間
以
前
で
あ
れ
ば
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
中

絶
も
認
め
る
と
修
正
、
さ
ら
に
九
七
年
一
二

月
、
妊
娠
中
絶
自
由
化
を
違
法
と
し
た
憲
法

裁
判
決
を
支
持
、
再
び
原
則
と
し
て
中
絶
が

違
法
と
な
っ
た
。
③
南
ア
フ
リ
カ
が
九
六
年

一
○
月
、
未
成
年
者
も
自
分
の
意
思
で
国
の

費
用
に
よ
っ
て
妊
娠
中
絶
手
術
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
世
界
で
も
最
も
リ
ベ

ラ
ル
な
妊
娠
中
絶
選
択
法
案
を
可
決
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
様
か
つ
流
動
的
で
も
あ
る

が
、
世
界
の
中
絶
数
は
、
年
間
四
五
○
○
万

件
、
そ
の
約
三
分
の
一
は
非
合
法
中
絶
で
、

妊
娠
四
件
に
つ
き
一
件
の
割
合
で
中
絶
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
妊
娠
・
出

産
関
連
の
死
亡
は
年
間
約
五
八
・
五
万
件
と

推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
九
九
％
は
途
上
国
で

起
き
て
お
り
、
危
険
な
中
絶
に
よ
る
も
の
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
『
世
界
人
口
白
書
』
九

七
年
版
に
よ
る
と
一
億
二
○
○
○
万
～
’
億

五
○
○
○
万
人
に
い
ま
だ
効
果
的
避
妊
手
段

が
届
い
て
い
な
く
、
毎
年
七
万
人
の
女
性
が

安
全
の
確
保
さ
れ
て
い
な
い
中
絶
で
命
を
お

と
し
て
い
る
。

胎
児
の
人
権
が
い
つ
の
段
階
を
も
っ
て
発

生
す
る
か
。
受
精
の
瞬
間
な
の
か
、
母
体
の

方
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
的
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
と
東
ア

ジ
ア
儒
教
圏
と
で
は
か
な
り
の
乖
離
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
乖
離
は
人
権
問
題

の
把
握
を
め
ぐ
っ
て
も
す
れ
ち
が
い
と
対
立

を
示
す
。

バ
チ
カ
ン
・
ロ
ー
マ
法
王
は
、
カ
イ
ロ
国

際
人
口
開
発
会
議
に
お
け
る
”
は
で
“
な
ロ

ビ
ー
活
動
に
続
き
、
九
五
年
三
月
末
に
は

「
生
命
の
福
音
一
と
題
す
る
文
書
で
、
「
生

命
の
出
発
点
を
”
受
精
の
瞬
間
〃
と
み
て
、

受
精
卵
や
胎
児
の
生
の
尊
厳
を
重
視
、
受
精

卵
の
操
作
や
妊
娠
中
絶
を
容
認
す
る
国
を
弱

者
を
切
り
捨
て
る
専
制
国
家
と
断
じ
る
」
と

い
い
、
妊
娠
中
絶
を
〃
犯
罪
“
と
き
め
つ
け

た
。他
方
中
国
は
、
人
権
を
生
存
権
と
発
展
権

の
問
題
解
決
を
前
提
と
し
て
、
「
中
国
が
厳

格
な
出
産
制
限
政
策
を
実
行
す
る
目
的
は
、

人
民
と
後
世
の
た
め
に
持
続
的
に
発
展
で
き
亜

る
条
件
を
作
り
出
し
て
人
民
の
生
存
権
と
発

展
権
を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
は
ま

た
当
面
の
国
情
の
条
件
の
も
と
で
政
府
が
人

民
に
責
任
を
負
う
唯
一
の
選
択
で
あ
る
」
と

明
言
す
る
。

そ
し
て
今
日
減
少
し
つ
つ
も
、
な
お
五
○

○
○
万
人
と
い
わ
れ
る
農
村
貧
困
層
の
存
在

を
直
視
し
、
他
方
で
世
界
人
口
爆
発
に
対

し
、
少
し
で
も
緩
和
す
る
責
任
が
自
国
に
あ

る
こ
と
、
そ
の
意
味
か
ら
も
中
国
の
「
一

人
っ
子
政
策
」
は
、
全
地
球
的
な
貢
献
を
し

て
い
る
の
だ
と
強
調
す
る
。

中
国
の
一
一
人
っ
子
政
策
」
の
評
価
に
つ

い
て
、
米
国
・
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所

長
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
二
十
一
世

紀
の
食
糧
問
題
の
視
点
か
ら
「
人
口
扶
養
力

の
限
界
と
よ
り
よ
い
生
活
を
求
め
る
国
民
の

希
望
を
考
え
る
と
、
中
国
に
他
の
選
択
は
な

か
っ
た
」
と
言
い
、
「
現
時
点
で
人
権
と
い

う
視
点
か
ら
見
た
大
方
の
人
は
、
中
国
の
人

口
政
策
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、
二
十
一
世

紀
の
将
来
的
視
点
か
ら
見
直
す
と
、
評
価
は

変
わ
っ
て
く
る
。
両
者
間
の
葛
藤
で
あ
る
」
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図２世界の宗教分布
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つ
い
で
イ
ス
ラ
ム
に
視
点
を
転
じ
て
み
よ

》
っ
。イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
口
増
加
、
出
生
力
抑
制

の
問
題
は
、
今
後
の
世
界
人
口
の
先
行
き
を

‐
占
う
鍵
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
九
四
年
の
カ

イ
ロ
会
議
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
イ
ス
ラ
ム

の
両
宗
教
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る

権
利
）
に
強
い
抵
抗
を
示
し
た
。
か
つ
、
エ

ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
た
め
も
あ

り
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
け
る
人
口
問
題
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
の
三

カ
国
が
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
ト
ル
コ
と

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
両
女
性
首
相
が
出
席
を

と
り
や
め
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
事

件
も
発
生
し
、
皮
肉
に
も
こ
れ
ま
で
に
な
い

三
、
イ
ス
ラ
ム
系
民
族

の
人
口
爆
発

（
『
食
糧
破
局
』
今
村
奈
良
臣
解
説
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
、
’
九
九
六
年
、
’
四
一
頁
）
と

指
摘
す
る
。
ま
さ
に
視
点
の
お
き
所
に
よ
っ

て
評
価
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

5５

主な仏教・儒教・道教|勘

n本
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表３カザフスタン民族別人ロ構成とその推移（1926～94年）
（単位：人，カッコ内は％）
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Ⅸ 世
界
に
注
目
さ
れ
る
会
議
と
な
っ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
系
諸
国
の
家
族
計
画
普
及
の

問
題
は
、
ロ
ー
マ
法
王
・
バ
チ
カ
ン
市
国
の

お
ひ
ざ
も
と
の
イ
タ
リ
ア
の
出
生
率
の
急
低

下
、
’
’
九
九
四
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

４６１１１１９６．２４m

KＤ６４２１１０１１

注：空欄は不明

出所：清水学・竹内郁雄編著『中央アジア：市場経済化の展望』アジア経済研究所
1995年,ｐ5３

は
一
・
二
六
Ｉ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
そ
れ
程
た
い
し
た
問
題
と
は
な
ら
な

い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
諸
国
の
総
計
約
六
億
人

口
の
五
一
％
は
先
進
国
だ
と
い
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

他
方
、
イ
ス
ラ
ム
系
諸
国
は
、
今
日
す
で

に
約
一
二
億
五
○
○
○
万
人
と
も
い
わ
れ
、

そ
の
八
五
％
程
が
途
上
国
の
人
口
で
あ
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
も
四
－
六
、
出
生
率
二
％

を
超
す
人
口
増
加
の
高
い
国
は
の
き
な
み
で

あ
る
。
こ
の
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
が
、
今
後
家

族
計
画
を
取
り
に
け
う
れ
、
出
生
率
を
低
下

さ
せ
て
い
く
か
否
か
が
、
世
界
人
口
爆
発
の

今
後
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
こ
よ
う
。

そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
の
比
で
は
な
く
、

新
し
い
〃
人
口
と
宗
教
・
民
族
“
の
問
題
で
も

あ
る
。

四
、
“
ゆ
り
か
ご
の
復
讐
“

と
中
央
ア
ジ
ア

さ
て
こ
こ
に
“
ゆ
り
か
ご
の
復
讐
“
と
い

わ
れ
る
現
象
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
も
と

も
と
十
八
世
紀
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
植
民
地

に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の
出
生

率
を
意
図
的
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に
と
ら
れ

た
政
策
を
さ
す
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
フ
ラ
ン
ス

系
人
口
は
、
一
七
六
三
年
に
わ
ず
か
六
・
五

万
人
が
、
一
八
六
一
年
に
九
五
万
人
、
一
九

六
一
年
に
四
五
○
万
人
と
急
膨
張
。
教
会
が

産
児
制
限
を
認
め
な
か
っ
た
り
、
政
治
家
に

よ
っ
て
大
家
族
制
が
称
揚
さ
れ
た
り
し
た
結

果
、
武
力
で
征
服
さ
れ
た
悔
し
さ
を
人
口
増

加
に
よ
っ
て
晴
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ

れ
は
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の
経
済
的
・
政

治
的
優
位
に
対
抗
、
圧
倒
的
な
イ
ギ
リ
ス
系

文
化
の
大
海
の
中
で
同
化
を
防
ぎ
、
独
自
性

維
持
を
望
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の

”
ゆ
り
か
ご
の
復
讐
“
と
し
て
知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
中
央
ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
て
み

よ
う
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
内
に
お
い
て
同
類
の
現

象
が
、
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
る
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
の
歴
史
を
人
口
の
面
か
ら
見

る
と
、
以
下
の
三
つ
の
悲
惨
な
非
人
道
的
人

口
現
象
が
浮
上
し
て
く
る
。

そ
の
第
一
は
、
ロ
シ
ア
革
命
直
後
に
生
じ

た
国
内
戦
、
外
国
軍
隊
の
干
渉
、
飢
饅
、
伝

染
病
に
よ
り
約
二
八
五
一
万
人
程
の
人
命
が

奪
わ
れ
た
こ
と
。
’
九
一
七
年
人
口
が
一
億

四
五
○
○
万
人
で
あ
る
か
ら
、
約
五
分
の
一
の
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人ロ爆発と民族問題

人
口
の
犠
牲
の
上
に
な
り
た
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
は
、
一
九
二
八
年
以
降
農
民
を
コ
ル

ホ
ー
ズ
化
し
、
食
糧
の
生
産
を
増
加
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
の
徴
発
（
軍
が
人
民
か
ら
物

資
を
強
制
的
に
取
り
た
て
る
こ
と
）
を
容
易

に
し
よ
う
と
し
た
。
農
民
は
こ
の
コ
ル
ホ
ー

ズ
化
に
反
対
し
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
農
民

が
富
農
と
さ
れ
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
徹
底
的
に
打
撃
を
受

け
た
の
は
カ
ザ
フ
族
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
全
人
口

は
、
六
五
○
万
人
、
内
カ
ザ
フ
人
は
三
七
一

万
人
で
全
体
の
五
七
二
％
を
占
め
て
い
た

が
、
’
九
三
九
年
に
は
全
人
口
は
六
○
八
万

人
で
四
一
一
万
人
減
、
内
カ
ザ
フ
人
は
二
三
三

万
人
で
全
人
口
の
一
一
一
七
・
八
％
へ
、
｜
三
年

、
、

間
に
一
一
一
一
八
万
人
を
超
す
消
滅
が
明
ら
か
で

あ
る
。
他
方
ロ
シ
ア
人
は
こ
の
間
に
一
二
八

万
か
ら
二
四
六
万
人
へ
倍
増
、
全
人
口
の
一

九
・
七
％
か
ら
四
○
・
○
％
へ
と
カ
ザ
フ
人
を

上
ま
わ
る
主
位
人
口
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
間
の
一
九
三
七
年
に
は
、
極
東

か
ら
一
八
万
人
の
朝
鮮
人
が
中
央
ア
ジ
ア
に

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
も

一
九
三
九
年
時
に
九
万
六
四
五
三
人
、
全
人

口
の
一
・
六
％
を
占
め
る
に
な
っ
て
い
る
。

満
洲
事
変
勃
発
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
周
辺
に
在
住
し
て
い
た
朝
鮮
民

族
を
「
日
本
軍
国
主
義
の
ス
パ
イ
で
あ
る
」

と
の
幻
想
に
と
り
つ
か
れ
て
、
中
央
ア
ジ
ア

に
強
制
移
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
、
独
ソ
戦
争
に
入
る
と
、
ヴ
ォ

ル
ガ
河
流
域
の
ド
イ
ツ
民
族
を
一
九
四
一
年

に
中
央
ア
ジ
ア
に
、
一
九
四
三
～
四
四
年
ド

イ
ツ
軍
が
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
へ
進
撃
す
る
に

及
ん
で
、
カ
ラ
チ
ャ
イ
、
カ
ル
ム
ー
ク
、

チ
ェ
チ
ェ
ン
、
イ
ン
グ
ッ
シ
ュ
、
バ
ル
カ
ー

ル
、
ク
リ
ミ
ヤ
、
タ
タ
ー
ル
、
メ
ス
ケ
チ
ャ

の
七
民
族
を
中
央
ア
ジ
ア
各
地
に
強
制
移
住

さ
せ
た
。
こ
れ
ら
独
ソ
戦
争
と
そ
れ
に
関
連

す
る
民
族
追
放
が
第
三
番
目
の
悲
劇
で
あ

る
。さ
て
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
に
よ
り
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
人
口
は
八
九
年
の
一
六
四
六
万
人
か
ら

九
四
年
に
一
六
八
七
万
人
へ
、
ロ
シ
ア
人
の

祖
国
帰
還
に
よ
り
六
二
三
万
か
ら
六
○
四
万

人
へ
一
九
万
人
の
減
、
ド
イ
ツ
人
の
九
六
万

人
か
ら
六
一
万
人
へ
一
一
一
五
万
人
の
減
少
（
三

分
の
一
が
流
出
移
住
）
が
見
ら
れ
る
。
カ
ザ

フ
人
は
、
八
九
年
の
六
五
三
万
人
が
九
四
年

七
四
七
万
人
と
高
出
生
率
に
よ
り
増
加
し
つ

つ
も
、
全
人
口
の
中
の
占
め
る
比
率
は
九
四

年
値
で
、
な
お
四
四
・
三
％
と
過
半
数
に
達

し
て
い
な
い
。
民
族
人
口
構
成
の
変
化
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
、
民
族
間
の
譲

歩
や
緊
張
・
紛
争
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
含
む
旧
ソ
ビ
エ
ト

南
部
の
五
つ
の
共
和
国
は
、
ソ
ビ
エ
ト
解
体

後
の
九
二
年
以
降
、
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
を
形
成
し
て
い
る
。
中
東
か
ら
中
国

に
い
た
る
旧
ソ
ビ
エ
ト
の
長
大
な
国
境
は
、

既
述
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
民
族
、
言
語
、
文
化
、
宗
教
が
同
じ
で

あ
り
な
が
ら
大
国
の
思
惑
に
よ
っ
て
領
土
が

分
割
さ
れ
て
き
た
地
域
で
も
あ
り
、
そ
の
人

口
事
情
は
複
雑
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
で
爆
発
す
る
ム
ス
リ
ム
（
イ

ス
ラ
ム
教
徒
）
人
口
、
ロ
シ
ア
人
と
の
人
口

増
加
率
の
大
差
二
九
七
○
～
七
九
年
ム
ス

リ
ム
の
増
加
率
は
一
一
・
三
七
％
、
他
方
ロ
シ

ア
人
は
○
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
）
”
人
口
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
“
は
、
過
去
の
歴
史
経
験
と
同
じ

く
、
文
化
的
・
生
物
的
に
同
化
し
よ
う
と
し

た
ロ
シ
ア
人
の
企
て
を
こ
と
ご
と
く
は
ね
か

５７



表４各国別ムスリム人ロ 単位 00万人

、
１
Ｊ
【
－
Ｊ
【
－
］
【
１
Ｊ
【
Ｉ
】
Ｒ
Ⅱ
Ｕ
Ｒ
Ⅱ
】
ｎ
Ｎ
■
ｎ
Ｍ
】
Ｒ
ｉ
ｕ
Ｒ
Ⅱ
］
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
』
点
’
し
Ｒ
Ｉ
Ｕ
面
Ⅱ
Ｌ

］６１００－００１９－，Ｂ［

え
す
活
力
に
も
な
っ
て
き
た
。
（
旧
ソ
ビ
エ

ト
の
ム
ス
リ
ム
人
口
は
、
一
九
三
九
年
に
二

○
六
七
万
人
、
七
九
年
に
四
三
七
七
万
人
と

膨
張
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
つ
い
で
世
界
で

五
番
目
に
巨
大
な
ム
ス
リ
ム
人
口
を
有
す
る

別(Ｉ５－０００１８，

】ＩＩｌｌｌｌ４ｎＦｌｑｌＢｌ］

+［

ＪｕＵｕ４９－５４４

【lＵ１９２８Ｐ

ﾖ４１ＵｕＵＯ１－５４［

カタル

カナダ

ガーナ

ガンビァ

キプロス

キルギスタン

0．４５

２７．４４

１５．９６

０．８８

ｑ7２

４．４９

100.00

２．１９

30.00

８５．００

１８００

５２．４０

0.450

0.600

4.788

0.748

0.130

2.３５３

５．０５

４．３７

１．３７

２．１７

１２．８３

９．８２

15,00

43.70

1.00

26.00

5.00

65.00

0.758

1.908

0.014

0.565

0.642

6.３８３

ベーン

ボスニア

ポツワナ

マケドニア

マダ'ガスカル

マリ

ギニア

ギリシア

クウェート

91グ,ルジア

ケーア

コートジボアール

コモロ

サウジアラビア

ザイール

ザンビア

シエラレオネ

シリア

シンガポール

ジブ゛チ

スーダン

スリナム

セネカ゛ル

６．１２

１０．３０

１９７

５５７．１０

２５．７０

１２．９１

０．５８

１５．９２

３９．８８

８．６４

４．３８

１２．９６

２．８２

０４７

２６６６

０４４

７．７４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
Ｃ
■
Ｃ
●
●
■
●

５
１
５
１
６
３
６
０
５
１
０
５
５
２
５
０
２

９
８

２
８
０

３
８
１
９
７
２
９

１

５．８１４

０．１０３

１．６７５

５．５７１

１．５４２

２．９６９

０．４９９

１５．９２０

１．９９４

，．０８６

１．３１４

１１．０１６

０．４２３

０．４３２

１９.９９５

ｑＤ８８

７．１２１

マレーシア

ミャンマー

モーリシャス

モーリタニア

モザンビーク

モルディブ

モロッコ

ユーゴスラビア

ヨルダン

リビア

リベリア

ルワンダ゛

レバノン

ロシア

中央アフリカ

南アフリカ

日本

１８．７９

４３．６７

１．０８

２．１４

１４．８７

，．２３

２６．３２

１０．６３

４．２９

４．８７

２．５８

７．５３

２．８４

１４８．６０

３．１７

３９．８２

１２４．３４

54.00

３．８，

16.00

100.00

10.0,

100.00

99.00

１３．３０

93.00

100.00

１．００

１．００

65.00

５．００

１５．００

１．００

０．０４

1０．１４７

１．６５９

ｑｌ７３

２．１４０

１．４８７

0.230

26.057

１．４１４

３９９０

4.870

0.026

0075

１．８４６

７．４３０

ｑ４７６

0.398

0050

国
家
で
あ
っ
た
。
）

既
述
し
た
よ
う
に
一
九
一
五
～
二
三
年
の

ロ
シ
ア
革
命
前
後
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
は
二
八
五

一
万
人
も
の
人
口
喪
失
を
歴
史
的
に
経
験
し

た
。
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
や
バ
ル
ト
三
国
な
ど

ス
ラ
ブ
系
民
族
は
人
口
停
滞
を
続
け
る
の
に

合計3535.86

出所：イスラミックセンター・ジャパン『アッサラーム」６１号、1994．Ｐ６２
筆者注：1996年国連大学ハピタット準備会議にて12.5億人と発表

080.34

対
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
の

出
生
率
は
、
相
対
的
に
高
率
を
維
持
し
続
け

て
き
た
。
と
り
わ
け
女
子
初
婚
年
齢
は
低

く
、
農
村
の
高
出
生
、
女
子
年
齢
階
級
別
出

生
率
は
、
驚
く
程
高
い
。
合
計
特
殊
出
生
率

も
一
九
八
九
年
値
で
、
ロ
シ
ア
が
一
・
九
九

に
対
し
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
五
・
二
一
と
実

に
二
・
六
倍
の
高
さ
で
あ
る
。

他
方
ロ
シ
ア
共
和
国
の
人
口
は
、
九
五
年

一
億
四
八
四
六
万
人
、
九
二
年
の
一
億
四
八

七
○
万
人
を
ピ
ー
ク
に
し
て
そ
の
後
減
少
、

国
連
九
六
年
推
計
で
は
二
○
五
○
年
に
一
億

一
四
三
一
一
万
人
と
予
測
し
て
い
る
。
別
の
米

国
推
計
で
は
、
二
○
三
○
に
七
八
○
○
万
人

と
の
予
測
も
見
ら
れ
る
。
中
絶
増
、
出
生
率

減
に
加
え
て
九
○
年
以
降
は
、
経
済
・
社
会

不
安
、
麻
薬
、
ア
ル
コ
ー
ル
増
、
環
境
悪
化

に
よ
る
死
亡
率
増
大
が
著
し
い
。
平
均
寿
命

も
八
五
年
の
男
六
三
・
八
歳
、
女
七
四
・
○
歳

が
、
九
四
年
に
男
六
一
・
五
歳
、
女
七
三
・
六

歳
、
九
六
年
は
男
五
八
・
○
歳
、
女
七
一
・
五

歳
と
低
下
、
性
差
が
一
○
・
二
年
か
ら
一
三
・

五
年
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ビ
エ
ト
研
究
者
カ
レ
ー
ル

・
ダ
ン
コ
ー
ス
女
史
は
、
『
崩
壊
し
た
ソ
連

5８



調査旅行の途、四川

省凉山昭覚のイ族の

女性と
帝
国
ｌ
諸
民
族
の
反
乱
（
高
橋
武
智
訳
、
藤

原
書
店
、
一
九
九
○
年
新
版
）
で
二
十
一
世

紀
に
入
る
と
ロ
シ
ア
民
族
の
人
口
増
加
は
停

滞
し
、
ソ
ビ
エ
ト
人
口
の
中
に
占
め
る
割
合

は
五
○
％
を
割
る
こ
と
は
確
実
で
ソ
ビ
エ
ト

体
制
は
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

た
。山
内
昌
之
も
、
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
前
に
す
で

に
「
人
口
の
爆
発
的
増
加
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
な

露

均
衡
の
破
綻
…

…
ゆ
り
か
ご
の

復
讐
に
と
も
な

う
中
央
ア
ジ
ア

の
ム
ス
リ
ム
民

族
問
題
は
、
世

紀
末
か
ら
新
世

紀
初
め
に
か
け

て
、
ソ
連
が
い

や
お
う
な
し
に

正
面
か
ら
取
り

組
む
べ
き
重
要

な
国
内
問
題
に

な
る
で
あ
ろ

う
」
と
予
測
。

「
新
世
紀
が
始

ま
る
ま
で
に
は
ム
ス
リ
ム
の
母
親
だ
け
が
ソ

連
で
、
二
番
目
の
子
供
を
産
む
計
算
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
人
は
深
刻
な
労
働
力
不

足
に
悩
む
ば
か
り
で
な
い
。
ロ
シ
ア
人
は
一

九
八
四
年
に
は
ソ
連
人
口
の
多
数
を
制
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
一
九
九
五
年

に
は
人
口
が
減
少
し
始
め
る
と
い
っ
た
未
曽

有
の
試
練
に
直
面
す
る
は
ず
で
あ
る
。
…
ソ

連
は
二
○
八
○
年
ま
で
に
ト
ル
コ
Ⅱ
ム
ス
リ

ム
系
国
家
と
し
て
の
性
格
を
強
く
お
び
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
一
九
九
○
年
二

月
発
行
の
「
瀕
死
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
ー
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
民
族
問
題
』
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ

リ
タ
ニ
カ
）
で
記
し
て
い
る
。

そ
の
通
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
以
前
の
ソ
ビ

エ
ト
民
族
政
策
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
〃
接

近
“
と
〃
融
合
“
は
、
ム
ス
リ
ム
人
口
の
発

展
に
伴
う
地
元
民
化
の
進
行
に
よ
っ
て
達
成

し
が
た
い
夢
に
終
わ
っ
た
。
中
央
ア
ジ
ア
と

い
う
民
族
的
地
域
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
多

産
と
人
口
集
中
は
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
の
移
住

民
共
同
体
を
少
数
派
に
転
落
さ
せ
る
最
大
の

要
因
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
で
受
け

た
打
撃
を
は
ね
か
え
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

中
国
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
は
、
計

一
○
の
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
が
居
住
す
る
が
、

宗
教
上
の
戒
律
か
ら
計
画
出
産
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
困
難
で
高
出
生
率
で
あ
る
。
政
府

は
コ
ー
ラ
ン
（
古
蘭
経
）
に
基
づ
く
計
画
出

産
、
人
口
抑
制
を
宣
伝
し
よ
う
と
ウ
イ
グ
ル

語
や
カ
ザ
フ
語
で
宣
伝
用
教
材
を
出
版
、
大

量
に
配
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
普
及
は
容
易

で
は
な
い
。

”
中
国
は
少
数
民
族
政
策
の
一
環
と
し
て
一

見
え
る
”
人
口
爆
発
“
に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
均
衡
の
破
綻
、
イ
ス
ラ
ム
と
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
可
分
の
結
合

が
、
い
か
に
ソ
ビ
エ
ト
社
会
を
侵
食
す
る
危

険
な
要
因
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

少
数
派
に
な
る
危
機
感
、
つ
ま
り
人
口
に
よ

る
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
見
失
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
民
族
主
義
を
逆
に
高
揚
さ

せ
る
こ
と
も
あ
る
。

以
上
、
中
央
ア
ジ
ア
に
み
る
”
ゆ
り
か
ご

の
復
讐
“
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
新
彊
と
チ
ベ
ッ
ト

ー
中
国
の
民
族
人
口
問
題



表５新蕊ウイグル自治区民族別人口構成の推移
（単位：人,、カッコ内は％） 九

七
九
年
以
降
「
一
人
っ
子
政
策
一
の
緩
和
巧
妙
な
緊
張
融
和
策
と
み
な
す
か
否
か
、
新

（
漢
族
よ
り
プ
ラ
ス
｜
子
）
や
大
学
入
学
優
躯
の
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
か
ら
見
れ
ば
、
産
児

先
な
ど
の
優
遇
政
策
を
実
施
し
て
い
る
た
め
制
限
撤
廃
を
叫
び
つ
つ
も
、
枠
を
は
み
出
た

に
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
通
婚
や
少
数
民
族
”
ゆ
り
か
ご
の
復
讐
“
は
望
ん
で
も
で
き
え

へ
の
戸
籍
変
更
が
急
増
し
、
少
数
民
族
人
口
ぬ
情
勢
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

が
急
増
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
漢
族
と
の

中
国
西
北
部
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
と
の
国
境
に

１９９３

１６，０５２６４８

（100.0）

6.036,700
（37.6）

7,589,468
（47.3）

１，１９６．４１６
（7.5）

732,294
（4.6）

１５４．２８３

（0.9）

149,198

（ｑ９）

３６，７８５
（0.2）

８，５６３

（qO5）

３６，１０８
（0.2）

１２，７８２
（0.08）

４，４４０
（0.03）
１８．８５６

（0.1）
５．８２７

（qD4）

総人「Ｉ

4WibMiWlb1iJ
漢族

ウイグル(維吾爾)族

カザフ（､合薩克）族

回族

キルギス(何爾克孜)族

モンゴル（蒙古)族

シポ（錫（日）族

・オロス（俄羅斯)族

タジク（塔吉克）族

ウズベク(鳥孜別克)族

タタール(塔塔爾)族

満族

ダフール(達斡爾)族

291.021

（67）

３，２９１，１４５
（76.0）

443.655

（10.2）

１２２５０１

（2.8）

６６，１４５
（1.5）

５２．４５３

（1.2）

１１，６６８
（0.3）

１９．４５２

（Ｕ５）

１３，４８６

（0,3）

１２，１７４
（03）

５．９２６

（0.1）

１，０３９

（0.02）

・１，８０５
（0.04）

2,321,216
（31.9）

3,991,577
（54.9）

489,126

（6.7）

264,017
（3.6）

６９．５７６

（1.0）

７０，７４３

（1.0）

１７，１２５
（02）

１，１９１

（0.02）
１６．２３１

（0.2）

７，６８３

（0.1）

２２８１
（0.03）

２，９０９

（004）

2,720
（0.04）

5,286,532
（40.4）

5,949,655
（45.5）

903,335

（6.9）

570,789
（4.5）

１１２，９７３

（Ｕ９）

１１７，４６０

（ｑ９）

２７．３６４

（０２）

２．６６２

（0.02）

２６`４８２

（0.2）

１２，４３３
（0.1）

４，１０６
（qO3）

９．１３７

（0.07）

４，３７０
（0.03）

５，６９５６２６
（37.6）

7,194,675
（47.5）

１，１０６，９８９
（7.3）

６８１．５２７

（４５）
１３９，７８１

（09）

１３７，７４０
（ｑ９）

３３．０８２

（0.2）

8.082

（0.05）
３３．５１２

（0.2）

１４，４５６

（0.1）

４，８２１
（0.03）

１８，４０３

（ｑｌ）

５，３９８

（0.04）

位
置
す
る
新
彊
は
、
歴

剛
史
的
に
は
様
々
な
民
族

瀞
が
入
り
乱
れ
、
〃
侵
略

ロ
と
併
合
が
生
ん
だ
人
為

鼬
的
国
境
”
に
よ
っ
て
、

中評
民
族
が
分
断
さ
れ
て
き

範
た
地
域
で
あ
る
。

４ ９

－
」
一
」
に
開
発
や
国
境

成咋
防
衛
の
名
の
も
と
に
大

辨
量
の
漢
族
移
住
が
進
め

鋼
ら
れ
、
民
族
別
人
口
は

鞄
即
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

纈
孵
が
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば

鰄
郡
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は

ス
鰄
正
規
の
人
民
解
放
軍
と

》
》
は
別
に
「
生
産
建
設
兵

蛆
酎
団
一
と
呼
ば
れ
る
屯
田

搾中兵が一九五一一年以降
出
大
規
模
に
移
住
さ
せ
つ
り

れ
て
今
日
二
二
○
万
人
を
数
え
る
ほ
か
、
文

化
大
革
命
期
の
下
放
青
年
や
反
政
府
”
不
良

分
子
“
ら
の
流
刑
の
地
と
も
な
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
る
。

そ
の
結
果
、
新
彊
の
民
族
人
口
構
成
は
、

五
三
年
に
自
治
区
総
人
口
四
八
七
万
人
の
内

わ
ず
か
三
三
万
人
（
六
・
八
％
）
に
し
か
す

ぎ
な
か
っ
た
漢
族
が
、
八
二
年
に
は
一
三
○

八
万
人
中
の
五
二
九
万
人
（
四
○
・
四
％
）

に
も
増
大
。
他
方
、
ウ
イ
グ
ル
族
は
、
五
三

年
の
全
人
口
の
七
四
・
○
％
か
ら
八
二
年
の

四
五
・
五
％
と
半
分
を
割
り
、
民
族
人
口
構

成
が
大
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
漢
族
進
出
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ム
系
少

数
民
族
は
長
い
間
の
遊
牧
生
活
か
ら
定
住
生

活
へ
の
き
り
か
え
、
〃
生
活
様
式
の
重
大
な

変
更
”
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
耕
地
や
水
問

題
に
加
え
、
自
治
と
は
名
ば
か
り
の
実
質
的

に
は
漢
族
支
配
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
へ
の

反
感
を
醸
成
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
東
北
や
西

南
で
見
ら
れ
る
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
間
の

「
通
婚
」
は
、
宗
教
上
の
問
題
も
あ
り
、
こ

こ
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
八
五
年
一

二
月
の
ウ
ル
ム
チ
で
の
一
万
人
デ
モ
で
は
、

政
治
的
自
治
権
、
経
済
的
決
定
権
、
民
族
教
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人ロ爆発と民族問題

「民族分裂主義は新邇の主要な危険であ

る」の大看板。

1991年12月、ウルチム市にて

育
の
強
化
、
核
実
験
反
対
な
ど
の
嘆
願
に
加

え
、
｜
産
児
制
限
撤
廃
」
を
主
張
し
た
。
ま

だ
近
年
の
民
族
的
緊
張
の
契
機
と
し
て
は
、

Ⅲ
旧
ソ
ビ
エ
ト
へ
移
住
申
請
の
不
許
可
、
②

モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ
ム
教
寺
院
）
建
設
禁
止
に

対
す
る
反
発
、
さ
ら
に
は
計
画
出
産
と
い
う

表６ チベット自治区人ロの民族構成の推移（1964～92年）
（単位：万人.カッコ内は％）

自治区の
総人口

年 チベット族 族漢

３．９５

１．２６

２．２４

９．９９

９．１７

７．９７

７.６３

７．０９

７．２３

７．８８

７．９９

７．５０

６．７４

６.５１

６．６３

その他の民族

４
８
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

６
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

９

134.67

178.82

185.28

185.96

189.25

193.14

196.68

199.48

202.49

207.９５

２１２．３１

２１５．９１

２１８０５

２２１．７８

(９６６０）

(90.76）

(９２７４）

(９３９６）

(９４４０）

(95.11）

(95.40）

(95.80）

(9568）

(95.40）

(95.46）

(95.76）

(96.11）

(96.27）

(96.24）

130.09

162.29

171.82

174.72

178.65

183.70

187.64

191.10

193.74

198.38

202.67

206,76

209.56

213.50

216.８０

(2.93）

(6.30）

(6.61）

(5.37）

(4.85）

(4.13）

(3.88）

(3.55）

(3.57）

(3.79）

(3.76）

(3.47）

(3.09）

(2.94）

(2.94）

(0.47）

(294）

(0.65）

(0.67）

(0.75）

(ｑ76）

(ｑ72）

(0.65）

(ｑ75）

(0.81）

(0.78）

(0.77）

(0.80）

(0.80）

(0.82）

０．６３

５．２７

１．２２

１．２５

１．４３

１．４７

１．４１

１．２９

１．５２

１．６９

１．６５

１．６５

１．７５

１．７８

１．８４

人
口
抑
制
策
も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
に
と
っ
て
中
絶
や
産

児
制
限
が
受
け
入
れ
難
い
こ
と
は
既
述
し
た

通
り
で
あ
る
。

さ
て
い
ま
一
つ
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
は

ど
う
か
。
各
地
区
の
計
画
出
産
条
例
を
、
九

225.27

注：1982年が年央，その他は年末人口1990年はセンサスと異なる点注意
出所：国務院人口普査弁公室・西蔵自治区人口普査弁公室『当代中国西蔵人ロ』中国蔵学出版

社，1993年，ｐ200゜これに「西蔵統計年鑑」より91,92年値を追加

二
年
四
月
に
つ
い
に
新
彊
が
制
定
し
た
の
に

対
し
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
み
は
八
六
年

「
一
二
三
四
政
策
」
（
漢
族
は
一
子
、
少
数

民
族
は
都
市
で
二
子
、
農
村
で
三
子
、
辺
境

牧
畜
区
で
四
子
）
が
示
さ
れ
た
が
、
八
七
年

一
○
月
の
民
族
紛
争
後
は
対
象
外
と
さ
れ
、
今

日
条
例
の
な
い
唯
一
の
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
族
は
全
中
国
で
五
三
年
に
二
七

七
万
人
が
六
四
年
に
二
五
○
万
人
に
減
少
し

た
要
因
の
一
つ
は
、
五
九
年
に
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
一
四
世
の
イ
ン
ド
亡
命
と
と
も
に
約
九
万

人
が
国
外
流
出
し
た
こ
と
に
よ
る
。
亡
命
中

の
ダ
ラ
イ
が
し
き
り
に
チ
ベ
ッ
ト
族
人
口
の

過
去
の
”
減
少
（
殺
害
、
流
出
）
を
く
り
返

し
海
外
に
む
け
発
言
す
る
の
は
、
北
京
政
府

を
射
程
に
し
た
人
権
と
民
族
人
口
の
問
題
が

背
後
に
あ
る
。

こ
こ
で
若
干
人
口
学
的
検
討
を
試
み
る

と
、
チ
ベ
ッ
ト
族
人
口
は
婚
姻
習
慣
や
自
然

条
件
か
ら
次
の
よ
う
な
特
色
が
見
ら
れ
た
。

⑪
性
病
の
流
行
に
よ
る
一
部
出
産
能
力
の
喪

失
、
②
｜
妻
多
夫
制
ｌ
兄
弟
で
一
人
の
妻
を

め
と
る
習
慣
は
、
農
区
で
約
一
五
・
五
％
程

を
占
め
、
生
産
責
任
制
導
入
後
、
再
増
加
し

た
ｌ
に
よ
る
家
族
と
子
供
数
の
減
少
、
③
標

6J



ラマ少年僧：四川省

甘孜チベット族自治

州康定にて

悪
条
件
の
寒
い
外
気
に
触
れ
る
場
で
出
産
す

る
こ
と
も
妊
産
婦
死
亡
や
死
産
に
影
響
し
よ

う
）
、
側
ラ
マ
教
Ⅱ
黄
教
の
影
響
で
男
子
未
婚

率
が
高
い
こ
と
（
非
婚
出
産
も
高
い
が
）
。

こ
う
し
て
清
朝
期
に
一
七
○
年
余
で
八
○

万
人
の
人
口
減
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る

高
の
高
さ
、

気
候
と
地

理
条
件
で

青
蔵
（
チ

ベ
ッ
ト
）

高
原
は
相

対
的
に
乳

児
死
亡
率

が
高
い

（
出
産
時

に
仏
壇
の

置
か
れ
て

い
る
家
の

王
室
で
は

出
産
が
許

さ
れ
な
い

習
慣
が
あ

り
、
家
畜

小
屋
な
ど

が
、
一
九
五
七
年
の
民
主
改
革
後
は
、
人
口

増
加
が
見
ら
れ
た
。
彼
ら
に
は
苗
字
と
い
う

も
の
が
な
く
、
家
を
継
承
す
る
と
い
う
観
念

が
薄
く
、
（
新
彊
イ
ス
ラ
ム
系
民
族
ほ
ど
で

は
な
い
が
）
離
婚
率
も
高
く
、
婚
姻
は
必
ず

し
も
漢
族
の
よ
う
に
固
定
的
で
は
な
い
。

厳
し
い
自
然
条
件
は
他
民
族
を
よ
せ
つ
け

さ
せ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
内
の
漢
族
人
口

比
は
、
都
市
部
へ
の
男
子
単
身
赴
任
者
を
主

に
全
人
口
の
三
・
六
％
程
に
と
ど
ま
り
続
け

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
女
子
（
母
体
）
は
出
産

時
に
低
地
・
内
地
に
お
り
て
出
産
し
な
け
れ

ば
気
圧
に
よ
る
心
臓
の
拡
大
死
亡
と
い
う
不

適
応
が
誕
生
時
の
子
供
に
あ
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
た
め
に
長
期
居
住
に
限
界
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
こ
れ
が
漢
族
進
出
に
あ
た
り
、
新

彊
と
の
相
異
で
あ
る
。

六
、
結
び

ｌ
民
族
人
口
の
逆
転

イ
ス
ラ
ム
教
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い

て
は
、
八
九
年
に
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
国
連

人
口
賞
を
受
賞
し
た
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

の
多
い
チ
モ
ー
ル
か
ら
反
対
の
の
ろ
し
が
あ

が
っ
た
。
そ
れ
は
宗
教
上
、
民
族
上
の
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
産
児
制
限

政
策
を
国
家
に
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
、

自
ら
の
民
族
人
口
へ
の
消
滅
政
策
が
意
図
さ

れ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
マ
レ
ー
人
は
四
・
八
、

イ
ン
ド
人
二
・
九
、
華
人
二
・
四
と
民
族
別
差

別
出
生
率
が
明
白
で
あ
っ
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
首
相
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
口
抑
制
政
策
か

ら
一
転
し
て
突
如
二
一
○
○
年
ま
で
に
人
口

七
○
○
○
万
人
構
想
（
九
一
年
末
人
口
一
七

○
○
万
人
）
に
よ
る
人
口
増
加
策
「
五
人
子

政
策
」
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
は
マ
レ
ー
シ

ア
政
府
が
従
来
と
っ
て
き
た
マ
レ
ー
人
優
遇

政
策
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
マ
レ
ー
人
の
数

の
優
位
を
守
る
と
い
う
隠
さ
れ
た
意
図
を
持

つ
。
国
家
と
し
て
Ｔ
Ｆ
Ｒ
三
・
九
を
設
定
す

れ
ば
目
標
達
成
に
十
分
な
の
に
五
人
と
し
た

の
は
、
マ
レ
ー
人
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
四
・
八
に
焦
点

を
合
わ
せ
、
出
生
率
低
下
を
く
い
と
め
よ
う

と
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
見
て
も
、
現
大
統
領
の
ラ

モ
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
人
口
抑

制
を
実
施
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し

６２



人ロ爆発と民族問題

旅の途中、雲南省濾

沽湖湖畔でモソ人の

娘と

前
大
統
領
の
ア
キ
ノ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ

り
、
微
妙
な
対
立
が
国
内
に
存
在
し
て
い

る
。
’
九
九
五
年
一
月
、
バ
チ
カ
ン
・
ロ
ー

マ
法
王
が
マ
ニ
ラ
を
訪
れ
、
同
年
九
月
に
北

京
に
て
開
催
さ
れ
る
世
界
女
性
会
議
へ
の
布

石
を
行
う
な
ど
、
綱
の
ひ
き
あ
い
が
底
辺
で

く
り
広
げ
ら
れ
た
。

米
国
で
は
白
人
の
出
生
率
が
低
下
し
、
中

南
米
か
ら
の

ス
ペ
イ
ン
語

系
移
住
者

（
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
）
の

移
民
増
が
著

し
い
。
こ
れ

は
ア
ジ
ア
系

移
住
者
の
増

大
も
加
わ

り
、
非
白
人

人
口
の
増
加

が
続
く
た

め
、
二
○
五

七
年
頃
に
白

人
人
口
が
過

半
数
を
割
り

込
み
、
米
国
が
〃
非
白
人
国
家
“
と
な
る
見

込
み
と
い
わ
れ
る
。

商
務
省
セ
ン
サ
ス
局
九
七
年
三
月
公
表
に

よ
る
と
、
九
六
年
七
月
時
点
で
米
国
人
口
二

億
六
五
○
○
万
人
の
内
訳
は
、
白
人
七
三
・

一
一
一
％
、
黒
人
一
二
・
一
％
、
ヒ
ス
パ
ー
ー
ッ
ク

’
○
・
五
％
、
ア
ジ
ア
系
三
・
四
％
で
あ
っ

た
。
し
か
し
白
人
の
出
生
率
低
下
、
移
民
増

な
ど
現
在
の
人
口
動
態
が
続
け
ば
、
二
○
五

○
年
に
は
三
億
九
四
○
○
万
人
と
五
○
％

増
、
内
白
人
五
二
・
八
％
、
ヒ
ス
パ
ー
ー
ッ
ク

二
四
・
五
％
、
黒
人
一
一
一
一
・
六
％
、
ア
ジ
ア
系

八
・
二
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一
九
○
○

年
に
は
白
人
人
口
は
八
八
％
を
占
め
て
い
た

が
、
二
○
五
七
年
に
五
○
％
を
割
る
と
い

》
つ
ｏキ
ュ
ー
バ
難
民
の
受
け
入
れ
抑
制
や
、
公

用
語
を
英
語
に
規
定
す
る
州
が
増
え
た
り
、

カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
の
よ
う
に
一
九
九
四
年
の

州
民
投
票
で
、
主
に
ス
ペ
イ
ン
語
系
非
合
法

移
住
者
に
対
す
る
福
祉
、
医
療
、
教
育
サ
ー

ビ
ス
供
給
を
停
止
す
る
と
い
う
提
案
が
決
め

ら
れ
る
な
ど
、
エ
ス
ノ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス

が
活
性
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
〃
ゆ
り
か

ご
の
復
讐
“
に
対
す
る
警
戒
心
の
あ
ら
わ
れ

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ト
ル
コ
か
ら
の
移
民
の
多
い
ド
イ
ツ
、
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
の
移
民
の
多
い
フ
ラ
ン

ス
、
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
て
も
”
移
植

さ
れ
た
イ
ス
ラ
ム
“
の
人
口
構
成
上
の
逆
転

傾
向
が
予
測
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
出
生
率
低
下
は
一
九
三
○

年
代
か
ら
長
期
に
見
ら
れ
る
の
に
比
し
、
マ

グ
レ
ブ
系
（
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
の
旧
仏
領
北
ア
フ
リ
カ
三
国
）

の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
六
程
度
と
高
い
。
こ
う
し
た
人

口
動
態
ｌ
出
生
率
の
差
、
移
民
増
と
家

族
よ
び
よ
せ
も
加
え
ｌ
が
続
け
ば
、
フ

ラ
ン
ス
の
将
来
は
コ
ル
シ
カ
や
南
仏
地
域
の

み
な
ら
ず
国
士
合
体
が
イ
ス
ラ
ム
化
し
か
ね

な
い
。

こ
の
よ
う
に
人
口
数
と
は
確
か
に
国
全
体

を
左
右
し
か
ね
な
い
力
で
あ
り
、
三
ス
ノ

・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
基
盤
は
人
口
問
題
に

あ
る
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
世
界

の
人
口
問
題
を
分
析
す
る
一
つ
の
視
点
と
し

て
、
民
族
問
題
や
宗
教
は
、
今
最
も
鮮
明
な

切
り
口
を
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
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本協会
田中龍な人柄

本
協
会
の
初
代
理
事
長
で
、
現
顧
問
の
田

中
龍
夫
（
た
な
か
・
た
つ
お
Ⅱ
元
通
産
相
・

文
相
、
自
民
党
総
務
会
長
）
が
、
三
月
三
十

日
午
前
七
時
十
分
、
心
不
全
の
た
め
東
京
・

新
宿
区
の
東
京
女
子
医
大
病
院
で
逝
去
さ
れ

た
。
八
十
七
歳
だ
っ
た
。

田
中
龍
夫
氏
は
、
陸
軍
大
将
か
ら
政
友
会

総
裁
と
な
り
、
昭
和
初
期
に
首
相
と
な
っ
た

田
中
義
一
・
元
首
相
の
長
男
。
旧
貴
族
院
議

員
を
つ
と
め
、
三
十
八
歳
の
若
さ
で
郷
里
、

山
口
県
知
事
と
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
二

九
五
三
年
）
に
旧
山
口
一
区
か
ら
衆
議
院
議

員
に
初
当
選
し
た
。
以
来
、
連
続
十
三
回
当

選
し
、
福
田
剋
夫
内
閣
の
通
産
相
、
鈴
木
善

元通産相、文相

田中龍夫氏

幸
内
閣
の
文
相
、
自
民
党
総
務
会
長
な
ど
を

歴
任
し
た
。

田
中
氏
は
政
界
に
あ
っ
て
は
旧
福
田
派
の

座
長
を
つ
と
め
、
温
厚
な
人
柄
、
徳
の
あ
る

人
柄
で
派
内
を
ま
と
め
、
党
内
外
か
ら
篤
い

信
頼
を
集
め
て
い
た
。

故
福
田
元
首
相
と
の
親
交
が
深
く
、
生
前

は
一
日
に
一
回
、
電
話
を
す
る
か
、
世
田
谷

区
野
沢
の
福
田
邸
に
赴
く
か
、
平
何
町
の
福

田
事
務
所
に
出
か
け
、
福
田
元
首
相
と
歓
談

す
る
の
が
日
課
で
、
生
き
甲
斐
で
も
あ
っ

た
。近
年
、
そ
の
福
田
元
首
相
を
亡
く
し
、
さ

ら
に
最
愛
の
夫
人
に
も
逝
去
さ
れ
、
傷
心
の

日
々
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

田
中
氏
は
、
人
口
問
題
の
父
と
仰
が
れ
て

い
る
故
岸
信
介
元
首
相
、
福
田
剋
夫
元
首
相

の
も
と
で
、
激
増
す
る
人
口
が
招
く
食
料
不

足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
環
境
破
壊
問
題
に

心
を
砕
き
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
九
日
、
財

団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
の
設
立
に

当
た
っ
て
は
設
立
発
起
人
の
一
人
と
し
て
福

田
元
総
理
、
故
佐
藤
隆
元
農
水
相
（
二
代
目

理
事
長
）
ら
と
は
か
り
、
財
団
基
金
の
一
部

を
拠
出
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
初
代
理

事
長
と
な
っ
た
田
中
龍
夫
氏
は
、
一
方
で
は

国
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
超
党
派
の
「
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
で
も
、
同
懇
談

会
の
重
鎮
と
し
て
地
道
に
そ
の
活
動
を
支
え

た
。平
成
二
年
五
月
二
十
八
日
、
一
身
上
の
都

合
で
任
期
途
中
で
本
財
団
理
事
長
を
退
任
さ

れ
た
が
、
そ
の
際
の
理
事
会
で
「
任
期
途
中

だ
が
、
一
身
上
の
都
合
も
あ
り
、
こ
の
際
一

区
切
り
を
つ
け
た
い
。
後
任
に
は
、
当
財
団

の
生
み
の
親
で
あ
り
、
国
会
議
員
随
一
の
人

口
問
題
通
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
佐
藤

隆
副
理
事
長
に
ご
就
任
頂
き
た
い
」
と
挨

拶
、
後
進
に
道
を
譲
っ
た
。

田
中
氏
の
鮮
や
か
な
出
処
進
退
ぶ
り
は
、

政
界
引
退
の
時
に
も
発
揮
さ
れ
、
後
任
の
衆

議
院
議
員
に
は
ご
子
息
で
な
く
、
当
時
山
口

県
議
だ
っ
た
河
村
建
夫
代
議
士
に
地
盤
を
譲

ら
れ
た
こ
と
で
も
、
そ
の
人
柄
を
示
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
敬
愛
の
念
を
集
め
て
い
た
。
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コモン・アジェンダ・オープン・フォーラム開く

、
咄

斤
‐
軒
。
□

Ｌ
印
一

瓦

』
Ｓ

』
７
１
ョ
。

、
争
一
◇

曲
今

り
ら

便
が
人
類
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
時
期
を
迎
え
、

地
球
規
模
化
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

早
急
に
世
界
中
の
組
織
が
協
力
体
制
の
整
備

に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え

Ｃ
日
米
両
国
政
府
や
国
際
機
関
は
じ
砧

巨
十
士
幡
鷹
グ

匡
、
民
匿
の
一
五
○
の
罰

民
背
部
王
と
の
葵

日
、
由
杢
甲
・
ロ
北
川
の
富

目
Ｆ
一
」
三
一
…

外
蒋
惣
省
昌
・
米
，
｜
屡
一
塵目

仕
丘

ト
・
バ
ビ
ッ
ト
米
国
国

際
開
発
庁
副
長
官
が
日
米
両
国
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
報
告
、
今
後
民
間
部
門
と
の

包
括
的
連
携
関
係
を
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と

外
四
縄
」
済
守
一
体
連
合

】
些
菖
△
宮
一
一
壱

弧
刎
鰯
腫
十
ハ
エ
エ
｜
Ⅶ
Ｔ
」
石

匡
汀
一
一
舎
午
土
卜
制

工
．
占 ｜』」
ケ

を
強
調
し
た
。

「
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
下
で
の
官
民

連
携
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
球
規
模
問
題

6５



へ
の
取
り
組
み
に
お
け
る
市
民
社
会
組
織
の

役
割
や
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
討
議
。
市
民
社
会
組
織
・
企
業

・
政
府
の
三
部
門
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相

互
理
解
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
、
そ

の
過
程
で
政
府
・
企
業
セ
ク
タ
ー
は
市
民
社

会
組
織
の
健
全
な
育
成
の
た
め
人
的
お
よ
び

財
政
的
支
援
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
奨
励
し

た
。二
日
間
に
わ
た
る
「
健
康
」
と
「
保
全
一

の
二
つ
の
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
口

・
エ
イ
ズ
、
ギ
ニ
ア
・
ウ
ォ
ー
ム
｜
「
ポ
リ

オ
」
（
以
上
「
健
康
」
分
科
会
）
、
「
森
と

水
」
「
珊
瑚
礁
」
（
以
上
「
保
全
」
）
に
つ
い

て
討
議
し
た
。
「
人
口
・
エ
イ
ズ
、
ギ
ー
ー
ァ

・
ウ
ォ
ー
ム
｜
部
会
で
は
国
際
機
関
、
日
米

政
府
や
非
政
府
組
織
の
代
表
ら
が
出
席
。
ケ

ニ
ア
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
の
医
療
関
係
者

ら
も
招
待
さ
れ
、
先
進
国
代
表
に
発
展
途
上

国
の
現
状
や
対
処
策
、
特
に
教
育
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

人
口
問
題
の
重
要
性
を
全
員
で
再
確
認
し

て
始
ま
っ
た
こ
の
部
会
で
は
、
Ⅲ
強
い
政
治

的
公
約
の
要
請
、
②
政
府
・
民
間
・
企
業
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
、
③
教
育
の
童

要
性
（
先
進
国
・
発
展
途
上
国
と
も
に
）
、

側
現
地
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
、
に
つ
い
て
討

議
し
た
。

こ
の
中
で
、
非
政
府
組
織
代
表
ら
は
、
日

米
両
国
と
も
近
年
援
助
額
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
確
保
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
日
米
両
政

府
が
一
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
の
よ
う
に

公
約
を
宣
言
し
、
人
口
・
エ
イ
ズ
問
題
に
対

し
さ
ら
に
財
政
支
援
お
よ
び
政
策
面
か
ら
の

援
助
を
強
化
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

政
府
・
企
業
・
民
間
の
三
部
門
間
や
種
々

の
グ
ル
ー
プ
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
有
益
な
相

乗
効
果
を
も
た
ら
す
事
例
が
報
告
さ
れ
、
今

後
さ
ら
に
企
業
か
ら
非
政
府
組
織
へ
の
人
材

派
遣
や
、
企
業
や
政
府
が
非
政
府
組
織
に
対

す
る
教
育
・
訓
練
に
力
を
入
れ
る
な
ど
様
々

な
形
で
三
部
門
が
協
力
し
て
い
く
事
が
望
ま

し
い
と
の
合
意
に
達
し
た
。

教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、
発
展
途
上
国
は

エ
イ
ズ
予
防
や
家
族
計
画
に
関
す
る
知
識
だ

け
で
な
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す

る
社
会
的
偏
見
を
取
り
除
く
た
め
の
教
育

を
、
ま
た
先
進
国
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球

規
模
問
題
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
る

よ
う
な
教
育
を
進
め
て
い
く
よ
う
提
言
さ
れ

た
。部
会
メ
ン
バ
ー
の
非
政
府
組
織
が
、
援
助

受
け
入
れ
地
の
文
化
背
景
を
考
慮
し
、
現
地

組
織
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
の
協
力
を
得
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
例
を
発
表
。
人
口
・
エ
イ

ズ
問
題
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
、
単
に
官
ｌ
民
の
連
携
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
の
宗
教
的
指
導
者
な
ど
を

含
め
た
援
助
受
け
入
れ
側
の
参
加
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ギ
ニ
ア
・
ウ
ォ
ー
ム
撲
滅
な
ど
を
う
た
っ

た
「
人
口
・
エ
イ
ズ
、
ギ
ニ
ア
・
ウ
ォ
ー

ム
」
専
門
部
会
の
後
、
最
後
に
小
杉
隆
前
文

部
大
臣
、
森
島
昭
夫
上
智
大
学
法
学
部
教
授

ヨ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
円
卓
会
議
委

員
）
、
ジ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
マ
ン
・
ア
ジ
ア
財

団
日
本
代
表
、
ロ
リ
ー
・
フ
ォ
ァ
マ
ン
弓
冨

ｚ
四
一
胃
の
○
．
曰
、
の
目
自
旦
日
本
部
長
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
幸
田
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
さ

ん
を
迎
え
、
原
口
外
務
審
議
官
の
司
会
で
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

討
議
の
中
で
、
イ
ン
マ
ン
・
ア
ジ
ア
財
団

日
本
代
表
は
、
今
回
強
く
提
言
さ
れ
た
各
部
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コモン・アジェンダ・オープン・フォーラム開く

門
間
の
連
携
に
つ
い
て
「
各
組
織
は
そ
れ
ぞ

れ
利
害
が
あ
り
、
皆
が
平
等
に
利
害
が
あ
る

よ
う
に
調
節
す
る
の
は
難
し
い
」
と
問
題
点

を
指
摘
、
フ
ォ
ア
マ
ン
・
Ｔ
Ｎ
Ｃ
日
本
部
長

は
、
今
後
一
プ
ロ
セ
ス
」
か
ら
「
イ
ン
パ
ク

ト
」
重
視
へ
と
方
向
を
転
換
し
て
い
く
よ
う

は
、
今
後
ニ

ト
」
重
視
へ
し

呼
び
か
け
た
。

の
麺
沫
題

Ｏ
ト
リ

型
で
総
離

。
□
●
蜜
ご
－
し
、
鮨
次
女
凶
テ
ロ

。
□
衆
詞
一

』
ず
１
７

日
‐
不
調
一

Ⅲ
Ｊ
１ ｜
玉
一
鰯

パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
ュ
ー
ブ
外
相
夫
人
は
、

三
月
一
一
日
、
当
財
団
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
の
広

瀬
常
務
理
事
を
訪
ね
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）
に
対
す
る
曰
頃

の
協
力
に
感
謝
し
、
今
後
一
層
の
支
援
を
要

請
し
た
。

同
夫
人
は
、
日
本
の
パ
キ
ス
タ
ン
国
へ
の

投
資
促
進
を
要
請
す
る
た
め
来
日
し
た
夫
の

外
相
と
同
行
し
た
。
一
九
七
七
年
か
ら
パ
キ

ス
タ
ン
家
族
計
画
協
会
（
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
の
国

内
評
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
、
こ

の
ほ
ど
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
パ
キ
ス
タ
ン
国
代
表
に

選
出
さ
れ
て
い
る
。

環
境
教
育
の
導
入
、
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
、
幅
広
い
視

点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
続
い
て
行
わ
れ
た
参

加
者
か
ら
の
質
問
で
は
、
環
境
教
育
の
み
な

ら
ず
開
発
教
育
の
導
入
や
、
免
税
処
置
な
ど

を
取
り
込
ん
だ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
法
案
の
早
期
法
案

‐Ｊ

-－５＄I

JL◆ﾛｰｄ
Ｅ７＋′

･も。Xし

矼
娚
６

化
、
日
本
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
な
ど
へ
の
拠
出
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
支

出
に
関
す
る
情
報
の
発
表
や
、
地
球
規
模
問

題
に
対
す
る
担
当
部
署
の
設
置
な
ど
が
提
言

さ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
幕

を
閉
じ
た
。

左端の広瀬常務理事の隣がアユーブ外相夫人

6７
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桑

;ii鱗 日
本
政
府
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
計
画
協

会
が
「
女
性
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ハ
リ
プ
ー
ル
地
区
に
建

設
し
た
「
プ
ル
カ
リ
女
性
開
発
セ
ン
タ
ー
」

に
資
金
援
助
を
し
て
お
り
、
四
月
上
旬
に

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

心
』

》對宰一

1』

「
東
ア
ジ
ア

社
会
保
障
行
政

高
級
実
務
者
会

合
」
が
一
月
一

二
、
一
三
の
両

日
、
東
京
・
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
、
厚
生

省
と
外
務
省
の

共
催
で
開
か

れ
、
ア
ジ
ア
地

域
一
三
カ
国
の

社
会
保
障
行
政

を
担
当
す
る
局
長
級
行
政
官
二
五
名
と
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
七
カ
国
・
五
機
関
が
参
加
し
た
。

同
会
合
は
、
橋
本
首
相
の
提
唱
す
る
「
世

界
福
祉
構
想
」
を
う
け
て
、
一
九
九
六
年
一

二
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
社

会
保
障
担
当
閣
僚
会
議
」
の
議
論
を
具
体
化

さ
せ
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本

年
度
か
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
社
会
保
障

行
政
担
当
の
高
級
実
務
者
に
よ
る
会
合
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
会
合
で
は
、
「
医
療
財
政
制
度
」

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
山
口
剛
彦
厚
生
事
務

次
官
が
開
会
挨
拶
し
、
第
一
部
「
医
療
財
政

同
協
会
で
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
パ
キ
ス

タ
ン
の
女
性
達
が
作
っ
た
品
物
を
売
る
た
め

の
市
』
場
’
三
・
日
の
目
㎡
三
色
『
庁
２
－
を
設
け
、

女
性
達
の
自
立
の
た
め
の
一
助
に
し
た
い
、

と
計
画
し
て
い
る
。

制
度
に
関
わ
る
国
家
と
市
場
の
役
割
」
、
第

二
部
「
医
療
財
政
制
度
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア

の
現
状
と
日
本
の
経
験
」
、
第
三
部
「
政
策

応
用
へ
の
方
法
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

ま
た
同
会
合
で
は
、
当
財
団
が
厚
生
省
・

社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
の
委
託
で
行
っ

た
調
査
報
告
書
「
ア
ジ
ア
の
社
会
開
発
と
人

間
開
発
」
が
、
参
加
者
に
参
考
資
料
と
し
て

配
布
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
報
告
書
は
、
参
加

国
を
含
め
た
一
四
カ
国
を
対
象
に
、
社
会
保

障
の
背
景
に
あ
る
社
会
開
発
と
人
間
開
発
に

つ
い
て
、
各
国
の
デ
ー
タ
ー
を
基
に
調
査

し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
参
加
国
と
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
の
国
は
以
下
の
通
り
。

参
加
国
皿
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
、
韓
国
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
“
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
チ
リ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ

ア
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
欧
州
委
員
会
、
経

済
協
力
開
発
機
構
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
、
世
界
保

健
機
構
、
Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
、
世
界
銀
行
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こゆ－すふぉ－らむ

総
理
府
は
三
日
、
「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
一
の
結
果
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
結
婚
後

に
子
供
を
持
た
な
く
て
も
よ
い
と
考
え

て
い
る
人
は
姥
・
６
％
で
、
九
二
年
の

前
回
調
査
に
比
べ
胆
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
少
子
化

の
理
由
と
し
て
は
、
教
育
費
な
ど
経
済

的
理
由
を
挙
げ
る
人
が
最
も
多
く
、
ま

た
、
離
婚
を
容
認
す
る
人
は
五
割
を
超

え
た
。

調
査
は
、
九
七
年
九
月
に
全
国
の
成

人
男
女
五
千
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

有
効
回
収
率
ｎ
．
５
％
。

皿 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

結
婚
後
も
子

「
薑
」

供
必
要
な
し

４
割
超
す【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
７
日
Ⅱ
千
野
境

子
】
高
度
経
済
成
長
時
代
は
恒
常
的
な

人
手
不
足
を
外
国
人
労
働
者
に
頼
っ
て

い
た
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
通
貨
・
金
融
危

機
に
端
を
発
し
た
景
気
後
退
で
約
百
万

人
を
解
雇
す
る
方
針
を
固
め
、
本
国
送

「
結
婚
し
て
も
必
ず
し
も
子
供
を
持

つ
必
要
は
な
い
」
と
の
考
え
に
つ
い

囮
外
国
人
労
働
者
百
万
人
送
還

マ
レ
ー
シ
ア
、
自
国
民
の
雇
用
確
保

還
計
画
に
着
手
し
始
め
た
。
し
か
し
そ

も
そ
も
労
働
者
を
送
り
出
し
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
も
窮
状
は
同
じ

だ
け
に
、
そ
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
今
後

は
新
た
な
外
交
問
題
も
起
き
か
ね
な

い
。 て
、
「
賛
成
」
と
答
え
た
人
は
四
・
９
％

で
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と

合
わ
せ
る
と
四
割
を
超
え
た
。
内
訳

は
、
女
性
が
妬
・
９
％
、
男
性
が
兜
’
７

％
で
、
特
に
二
十
歳
代
の
女
性
は
“
．

７
％
に
上
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
反

対
」
と
答
え
た
人
は
、
「
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
反
対
」
を
含
め
団
’
３
％
で
、

前
回
よ
り
９
．
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
。最
近
の
出
生
率
低
下
の
理
由
を
複
数

挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
教
育
に

お
金
が
か
か
る
」
と
「
経
済
的
に
余
裕

が
な
い
」
が
と
も
に
五
割
を
超
え
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
二
・
四
）

外
国
人
労
働
者
の
削
減
措
置
は
二

日
、
タ
ジ
ョ
ル
・
ロ
ス
リ
副
内
相
が
明

ら
か
に
し
た
。
百
万
人
は
同
国
の
合
法

外
国
人
労
働
者
の
半
分
に
相
当
す
る
。

同
国
に
は
こ
の
ほ
か
、
合
法
に
相
当
す

る
ほ
ど
の
非
合
法
外
国
人
労
働
者
が
滞

・
結
婚
後
も
子
供
必
要
な
し
…
…
閃

・
外
国
人
労
働
者
百
万
人
送
還
…
明

・
中
国
旭
億
３
６
０
０
万
人
に
…
扣

・
経
済
危
機
、
比
の
出
稼
に
も
…
初

・
農
業
人
ロ
減
で
食
料
不
安
…
…
刊

・
伊
藤
忠
？
中
国
に
食
料
基
地
…
ね

・
中
国
・
急
速
な
「
高
齢
化
」
…
脚

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
食
料
危
機
も
…
だ

・
弧
％
減
で
も
日
本
が
最
大
…
…
布

・
分
担
金
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
別
枠
」
…
布

・
酸
性
雨
、
全
中
国
の
三
割
に
…
花

・
女
性
の
働
き
や
す
い
社
会
は
…
巧

・
長
寿
県
、
男
・
長
野
、
女
・
沖
縄
…
汀

。
「
老
年
」
が
「
年
少
」
上
回
る
…
…
ね

叙じ
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在
す
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
そ

れ
ほ
ど
売
り
手
市
場
だ
っ
た
わ
け
だ
。

一
日
か
ら
は
外
国
人
雇
用
税
や
就
労

許
可
証
の
申
請
料
な
ど
も
ア
ッ
プ
し

た
。
ま
た
五
人
以
上
の
非
合
法
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
す
る

と
、
六
カ
月
の
懲
役
と
い
う
移
民
法
に

よ
る
罰
則
も
あ
る
。

一
連
の
外
国
人
労
働
者
締
め
出
し
の

頤【
北
京
７
日
Ⅱ
共
同
】
中
国
国

家
統
計
局
の
機
関
紙
、
中
国
信
息

報
が
七
日
、
同
統
計
局
に
よ
る
最

新
の
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果
と
し
て

伝
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
中
国

の
一
九
九
七
年
末
の
人
口
は
十
二

億
三
千
六
百
万
人
に
な
っ
た
。

同
紙
は
、
サ
ン
プ
ル
数
や
調
査

方
法
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
八
二
・
八
）

億1２

３６００

万人に
〈

ザ、ﾘ、’百ジ■ゾ､”、’Ｖ、〆Ｌ〆､ハエヘリ、’角リミ’､

最
大
の
理
由
は
、
自
国
民
の
雇
用
確
保

に
あ
る
。
同
国
の
外
国
人
労
働
者
の
職

場
は
、
建
築
現
場
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
大
半
。
好
景
気
の
時
代
は
い

わ
ゆ
る
三
Ｋ
の
仕
事
は
敬
遠
し
た
マ

レ
ー
シ
ア
人
も
、
い
ま
や
ぜ
い
た
く
は

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
あ

る
。
派
遣
国
に
と
っ
て
同
措
置
は
、
外

貨
収
入
を
失
う
と
同
時
に
失
業
者
増
と

い
う
二
重
の
打
撃
だ
が
、
無
視
は
で
き

な
い
。
合
法
労
働
者
だ
け
で
六
十
万
人

、、
グー

函ﾚﾉ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ外務省などの
発表･推計に基づく．

頼
み
の
出
稼
ぎ
、
比
に
も
暗
雲

Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
三
割
の
一
一
百
万
人
、
失
職

を
送
り
出
す
最
大
の
派
遣
国
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
送
還
受
け
入
れ
に
海
軍
が
協
力

し
て
軍
艦
を
使
用
す
る
こ
と
を
決
め
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
話
し
合
い
に
入
っ
た
。

し
か
し
マ
レ
ー
シ
ア
以
上
に
厳
し
い
経

済
情
勢
に
直
面
す
る
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
。
ラ
テ
ィ
フ
同
国
労
相
は
情
勢
の
変

化
に
望
み
を
託
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
二
・
八
）

【
マ
ニ
ラ
ｎ
日

Ⅱ
長
谷
川
由
紀
】

経
済
危
機
に
直
面

す
る
ア
ジ
ア
各
国

で
、
外
国
人
労
働

者
に
対
す
る
締
め

付
け
が
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
域
内

最
大
の
労
働
力
供

給
国
で
あ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
労

働
者
の
大
量
帰
国

も
予
想
さ
れ
、
国
内
経
済
に
多
大
な
影

響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
年
間

二
百
億
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）

の
三
割
と
も
い
わ
れ
る
外
貨
を
稼
ぎ
出

し
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を
陰
で
支
え
て
き

た
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
だ
が
、
「
出
稼

ぎ
バ
ブ
ル
崩
壊
」
（
地
元
全
国
紙
）
に

よ
る
社
会
不
安
が
広
が
る
可
能
性
も
出

て
き
た
。

シ
ア
ゾ
ン
比
外
相
は
九
日
、
金
融
機

関
の
破
た
ん
な
ど
が
相
次
ぐ
韓
国
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
約
三
万
人
の
う

ち
「
三
千
人
が
失
職
し
た
」
と
発
表
し

た
。
「
通
貨
危
機
に
よ
る
最
初
の
犠
牲

者
」
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
紙
）
受
け
入
れ

の
た
め
の
比
政
府
は
希
望
者
に
帰
国
便

を
確
保
す
る
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
て
い

る
。韓
国
よ
り
も
深
刻
な
事
態
が
予
想
さ

れ
て
い
る
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
だ
。
地
理

的
に
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
不
法
滞
在

者
を
含
め
る
と
実
勢
は
五
十
万
人
と
も

い
わ
れ
る
。
同
国
政
府
は
八
日
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
に
外
国
人
労
働
者
の
就

労
許
可
を
更
新
し
な
い
と
発
表
し
た
。

不
法
滞
在
者
の
大
半
は
建
設
業
に
従
事

し
て
お
り
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
凍

結
が
続
く
中
、
大
量
の
失
業
者
が
出
る

、
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の
は
必
至
だ
。

他
の
国
で
も
外
国
人
労
働
者
に
対
す

る
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

自
主
的
に
帰
国
す
る
労
働
者
も
出
始
め

た
。「
六
か
月
前
は
天
国
だ
っ
た
の
に
、

今
で
は
明
日
の
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
状

態
だ
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
会
計
事
務
所
に
勤
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
、
ジ
ョ
ジ
ョ
・
ズ
リ
タ
さ
ん
（
弱
）

は
国
際
電
話
で
た
め
息
ま
じ
り
に
語

る
。
「
企
業
は
、
給
料
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
通
貨
に
切
り
替
え
始
め
た
。
仲
間
の

中
に
は
失
職
し
、
帰
国
し
た
者
も
い

る
」
と
い
う
。

ズ
リ
タ
さ
ん
は
二
年
前
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
働
き
に
き
た
。
月
五
千
米
が
と
い

う
高
給
に
恵
ま
れ
、
家
族
を
連
れ
て
海

外
旅
行
に
も
出
か
け
た
。
し
か
し
、
こ

の
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な

い
。
帰
国
を
考
え
て
い
る
が
一
帰
っ
て

も
職
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
不
安
が
募

る
。比
外
務
省
に
よ
る
と
同
国
の
海
外
出

稼
ぎ
労
働
者
は
約
四
百
五
十
万
人
。
ア

ジ
ア
地
域
は
三
割
以
上
を
占
め
、
マ

レ
ー
シ
ア
約
三
十
万
人
、
香
港
約
十
五

万
人
、
日
本
約
七
万
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

世
界
の
食
料
が
近
い
将
来
、
不
足
す

る
と
い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
。
人
口
増

加
や
食
生
活
の
向
上
で
多
量
の
穀
物
が

必
要
に
な
る
一
方
で
、
生
産
力
が
そ
れ

に
追
い
付
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め

で
す
。
先
日
発
表
さ
れ
た
日
本
の
船
年

度
の
食
料
自
給
率
も
蛇
％
と
過
去
最
低

水
準
に
な
っ
て
お
り
”
飽
食
“
に
慣
れ

た
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
無
関
心
で
は
い

ル
約
七
万
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、

不
法
滞
在
者
を
含
め
る
と
二
百
万
人
に

達
す
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
も
と
も
と

国
内
雇
用
が
十
分
確
保
で
き
て
い
な
い

状
況
に
加
え
、
英
語
に
堪
能
な
こ
と
か

ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
ア
ジ
ア
各
国
で

は
「
出
稼
ぎ
者
」
の
代
名
詞
的
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

外
務
省
や
労
働
省
は
帰
国
者
の
職
場

図
世
界
Ⅱ
人
口
急
増
、
農
地
の
砂
漠
化

日
本
Ⅱ
農
業
人
口
減
、
自
給
別
彩
に

無
駄
減
ら
し
、
輸
入
・
備
蓄
充
実
を

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
世
界
と
日
本
の

食
料
問
題
が
テ
ー
マ
で
す
。（
近
藤
和
行
）

確
保
な
ど
受
け
入
れ
策
を
検
討
し
て
い

る
が
、
通
貨
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
国

内
で
も
中
小
企
業
を
中
心
に
従
業
員
の

一
時
帰
休
な
ど
の
動
き
が
出
て
い
る
。

【
失
業
率
の
増
加
は
）
当
然
予
想
さ

れ
る
事
態
」
（
ラ
モ
ス
大
統
領
）
で
、

大
量
の
雇
用
確
保
は
難
し
い
情
勢
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
二
・
十
一
一
）

大
手
町
博
士
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
常
連
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
新
年

会
を
開
き
ま
し
た
。
鍋
を
つ
つ
き

な
が
ら
、
食
べ
物
の
話
題
に
花
が

咲
い
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
主
婦
Ａ
「
お
正
月
は
合

て
寝
る
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
わ
。
田

か
ら
送
っ
て
き
た
毛
ガ
ニ
が
お
い
し

て
」Ｏ
Ｌ
「
私
も
お
肉
を
た
ら
ふ
く
倉

た
わ
。
ベ
ル
ト
の
穴
が
合
わ
な
く
な

ち
や
っ
た
」

主
婦
Ｂ
「
み
ん
な
豪
勢
ね
Ｃ
で
も

昨
年
何
か
の
新
聞
記
事
で
、
世
界
の

物
は
近
い
将
来
に
足
り
な
く
な
る
と

う
話
を
読
ん
だ
覚
え
が
あ
る
け
ど
、

丈
夫
か
し
ら
」

博
士
「
良
く
知
っ
て
る
ね
。
今
日

専
門
家
に
来
て
頂
い
て
い
る
か
ら
詳

く
聞
い
て
み
よ
う
」

農
林
水
産
省
官
房
企
画
室
参
事
官

伊
藤
健
一
さ
ん
「
そ
の
通
り
で
す
。

□
は
ど
ん
ど
ん
増
加
し
、
開
発
途
上

を
中
心
に
食
生
活
の
改
善
が
続
い
て

食
物
の
需
要
は
増
え
る
ば
か
り
で
す

ま
た
、
耕
作
地
が
荒
れ
た
り
砂
漠
化

象
が
進
む
な
ど
、
食
料
の
生
産
に
不

欠
な
耕
地
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
い

す
。
世
界
が
食
料
不
足
に
陥
る
可
能
一

は
相
当
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」

国
連
の
推
計
に
よ
る
と
、
現
在

約
兜
億
人
の
世
界
人
口
が
、
２
０

５
０
年
に
は
肌
億
人
に
達
す
る
と

弓

汀



い
う
。
１
９
５
０
年
は
配
億
人

だ
っ
た
の
で
、
１
世
紀
で
４
倍
近

く
に
膨
ら
む
計
算
だ
。
ま
た
、
皿

年
の
地
球
の
耕
地
面
積
は
旧
億
・

５
億
瀞
で
、
訓
年
前
と
ほ
ぼ
横
ば

い
。
｜
方
、
森
林
伐
採
な
ど
の
影

響
で
年
間
に
農
地
が
１
０
０
万
鯵

ず
つ
砂
漠
化
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。

博
士
「
今
で
も
開
発
途
上
国
を
中
心

に
世
界
で
８
億
４
０
０
０
万
人
が
飢

餓
、
ま
た
は
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る

ん
だ
」

主
婦
Ａ
「
深
刻
ね
。
で
も
日
本
に
は

関
係
な
い
話
よ
れ
。
こ
ん
な
に
お
い
し

い
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
ん
だ
も
ん
」

博
士
「
日
本
だ
っ
て
未
来
永
ご
う
大

丈
夫
、
と
は
言
え
な
い
。
減
反
強
化
な

ど
に
伴
い
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
帥

Ｆ
眠
凹
印
・
哩
瀧
，
睡
瀦
澱
は
い
鍬
戸
【
阻

年
こ
ろ
と
比
べ
農
地
が
１
０
０
万
粉
以

上
減
少
し
て
い
る
。
農
業
の
就
業
人
口

も
す
で
に
４
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、

刎
年
前
の
半
分
だ
。
農
村
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
る
。
国
内
の
生
産
基
盤
は
確

実
に
衰
弱
し
て
お
り
、
食
料
供
給
の
大

部
分
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
だ
」全
国
農
協
中
央
会
農
政
部
長
の
小
橋

暢
之
さ
ん
「
農
作
物
や
畜
産
物
の
輸
入

農
水
省
に
よ
る
と
、
日
本
の
食

料
白
籍
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

は
船
年
度
で
蛇
％
と
旧
年
連
続
で

印
％
を
割
り
込
み
、
コ
メ
の
大
凶

作
と
い
う
特
殊
要
因
が
あ
っ
た
閉

年
度
（
師
％
）
を
除
け
ば
、
２
年

連
続
で
過
去
最
低
と
な
っ
た
。

ピ
ー
ク
は
㈹
年
度
の
ね
％
だ
っ

た
。
仮
に
今
、
輸
入
が
全
面
停
止

し
た
場
合
、
成
人
１
人
の
１
日
の

生
活
に
必
要
な
２
０
０
０
キ
ロ
。
悟

は
何
と
か
国
内
で
賄
え
る
が
、
主

な
カ
ロ
リ
ー
源
は
イ
モ
に
な
る
。

肉
は
一
週
間
に
約
即
傅
、
卵
は
２

個
に
限
ら
れ
、
昭
和
加
年
代
半
ば

こ
ろ
の
食
生
活
レ
ベ
ル
に
ま
で
落

ち
る
と
い
う
。

増
加
で
、
国
内
産
地
の
縮
小
が
続
い
て

い
ま
す
。
輸
入
は
常
に
安
定
的
に
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て

安
全
な
食
物
を
入
手
す
る
た
め
に
は
、

国
内
生
産
力
を
維
持
・
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」

主
婦
Ｂ
「
そ
う
ね
。
輸
入
も
必
要
だ

け
ど
、
国
内
農
業
も
大
切
だ
も
の
れ
」

Ｏ
Ｌ
「
話
が
戻
る
け
ど
、
将
来
、
食

料
危
機
は
来
る
の
、
そ
れ
と
も
大
丈
夫

な
の
」

博
士
「
そ
こ
が
問
題
の
核
心
だ
ね
。

た
だ
、
食
料
危
機
に
も
２
種
類
あ
る
。

そ
れ
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

専
門
家
に
聞
い
て
み
よ
う
」

千
葉
経
済
大
学
経
済
学
部
長
の
唯
是

康
彦
さ
ん
「
１
つ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
一

部
で
す
で
に
起
き
て
い
る
よ
う
な
、
栄

養
不
足
か
ら
餓
死
す
る
人
が
出
る
危
機

で
す
。
も
う
１
つ
は
、
理
想
と
す
る
食

生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
意

味
で
の
危
機
で
す
。
『
ぜ
い
た
く
を
言

う
な
』
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
食
が
満
た
さ
れ
な
い
不
満

が
政
治
体
制
の
変
革
な
ど
に
直
結
す
る

ケ
ー
ス
は
、
歴
史
上
多
く
あ
り
、
決
し

て
無
視
で
き
な
い
危
機
で
す
」

主
婦
Ｂ
「
貧
し
い
食
生
活
に
逆
戻
り

す
る
の
か
し
ら
」

尻２
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唯
是
さ
ん
「
日
本
が
食
料
不
足
に
陥

る
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
人
口
増

加
や
経
済
発
展
が
著
し
い
地
域
で
、
２

０
０
５
年
か
ら
２
０
１
０
年
こ
ろ
に
か

け
て
不
足
す
る
危
険
性
が
強
い
の
で

す
。
し
か
し
、
近
隣
の
し
か
も
米
食
主

体
の
国
々
で
食
料
不
足
が
起
き
れ
ば
、

米
な
ど
の
国
際
価
格
の
高
騰
な
ど
が
起

き
、
食
品
に
よ
っ
て
は
手
に
入
り
に
く

い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

博
士
「
日
本
は
今
、
経
済
力
が
あ
っ

て
輸
入
も
容
易
だ
。
し
か
し
、
経
済
力

が
落
ち
た
う
え
に
、
食
品
価
格
が
高
騰

す
れ
ば
、
日
本
だ
っ
て
い
つ
も
自
由
に

輸
入
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
」

Ｏ
Ｌ
「
食
料
を
無
駄
に
す
る
傾
向
も

あ
る
し
ね
。
反
省
、
反
省
」

唯
是
さ
ん
「
世
界
が
一
様
に
不
足
す

農
水
省
、
厚
生
省
に
よ
る
と
、

日
本
人
一
人
当
た
り
の
１
日
当
た

り
の
供
給
熱
量
は
約
２
６
０
０
キ
ロ

・
沼
で
、
こ
れ
に
対
し
実
際
の
摂

取
熱
量
は
約
２
０
０
０
キ
ロ
・
悟
。

こ
の
差
約
６
０
０
キ
ロ
．
糟
が
無
駄

に
な
り
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。

伊
藤
忠
商
事
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
二

の
財
閥
、
シ
ナ
ル
マ
ス
グ
ル
ー
プ
と
合

併
で
、
中
国
・
断
江
省
寧
波
に
食
糧
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建
設
す
る
。
約
一
億
が

を
投
じ
て
ふ
頭
や
穀
物
サ
イ
ロ
、
製
油

工
場
な
ど
を
整
備
、
輸
入
穀
物
の
加
工

と
再
出
荷
機
能
を
持
た
せ
る
。

中
国
は
食
糧
の
自
給
自
足
を
国
の
基

る
の
で
は
な
く
、
余
る
地
域
と
不
足
す

る
地
域
が
混
在
す
る
の
で
す
。
従
っ

て
、
も
っ
と
食
料
貿
易
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
自
由
な
貿
易
体
制
な
ど
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
効
率

の
向
上
や
砂
漠
化
の
防
止
、
マ
ー
ガ
リ

ン
等
の
代
用
食
品
の
開
発
な
ど
、
日
本

の
技
術
を
生
か
せ
る
分
野
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
国
内

の
食
料
供
給
の
安
定
に
も
つ
な
が
る
の

で
す
」

博
士
一
世
界
的
に
食
料
需
要
の
増
加

が
確
実
と
さ
れ
る
中
、
ど
う
や
っ
て
国

民
の
食
料
を
確
保
す
る
か
は
切
実
な
問

題
だ
。
今
、
政
府
内
で
検
討
が
進
ん
で

囲

中
国
に
人
口
増
加
見
越
し
食
糧
基
地

伊
藤
忠
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
財
閥
と
建
設

本
政
策
と
し
て
い
る
が
、
人
口
増
加
と

と
も
に
将
来
輸
入
依
存
度
が
高
ま
る
の

は
必
至
。
伊
藤
忠
は
米
国
や
南
米
な
ど

世
界
の
主
要
産
地
に
張
り
巡
ら
し
た
買

い
付
け
拠
点
と
同
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
結

び
つ
け
、
中
国
の
食
糧
調
達
に
伴
う
事

業
を
拡
大
す
る
。

伊
藤
忠
は
シ
ナ
ル
マ
ス
・
グ
ル
ー
プ

い
る
国
内
農
業
の
強
化
策
は
も
ち
ろ
ん

必
要
だ
が
、
輸
入
と
備
蓄
の
充
実
も
不

可
欠
だ
ね
。
そ
れ
と
は
別
に
、
食
物
を

無
駄
に
し
な
い
こ
と
も
大
切
だ
。
カ
ロ

リ
ー
の
取
り
過
ぎ
は
生
活
習
慣
病
（
成

人
病
）
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
し
ね
。

化
学
肥
料
や
農
薬
な
ど
を
駆
使
し
た
即

世
紀
型
農
業
も
、
単
位
面
積
当
た
り
の

増
収
効
果
が
も
う
限
界
に
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
皿
世
紀
の
農
業
は
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
活
用
し
た

も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
安
全
性
な

ど
早
く
課
題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る

ね
一（
読
売
新
聞
一
九
九
八
二
・
十
六
）

の
投
資
会
社
、
ス
ト
レ
イ
ッ
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ッ
や
断
江
省
糧
食
局
、
寧
潴

港
務
局
な
ど
と
、
合
弁
会
社
「
寧
波
余

光
糧
油
埠
頭
公
司
」
を
設
立
し
た
。
沓

本
金
は
千
二
百
万
㎡
で
ス
ト
レ
イ
ッ
が

五
七
・
○
％
、
伊
藤
忠
が
一
四
・
三
％
泰

出
資
し
た
。

合
弁
会
社
は
寧
波
港
に
面
し
た
保
税

区
に
約
十
五
万
平
方
肺
の
土
地
を
確
保

し
、
今
年
末
か
ら
来
年
に
か
け
、
載
貨

重
量
五
万
少
級
の
大
型
船
舶
が
接
岸
で

き
る
ふ
頭
や
収
容
能
力
十
万
少
の
穀
物

サ
イ
ロ
を
建
設
。
年
産
能
力
二
十
万
少

の
大
豆
搾
油
工
場
や
飼
料
、
製
粉
工
場

な
ど
も
併
設
す
る
計
画
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
・
一
・
二
十
七
）

へ、

河
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一
中
国
の
「
高
齢
化
」
が
急
速
に
一

一
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
老
後
一

一
の
扶
養
を
め
ぐ
り
親
子
で
契
約
を
一

一
結
ぶ
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
る
。
一

・
一
一
一
十
一
世
紀
に
超
大
国
の
仲
間
人
一

一
り
を
す
る
と
言
わ
れ
る
中
国
だ
―

―
が
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
が
ま
―

―
ず
急
務
の
よ
う
だ
。

上
海
支
局
高
山
伸
康
一

Ｆ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－

中
国
老
齢
協
会
の
張
文
範
会
長
が
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

中
国
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は
現

在
、
全
人
口
の
９
．
７
％
。
そ
れ
が
二

年
後
の
二
○
○
○
年
に
は
ｎ
％
を
超

え
、
二
○
五
○
年
前
後
に
は
約
閉
％
に

達
す
る
見
通
し
だ
。

特
に
、
高
齢
化
の
速
度
は
先
進
国
な

ど
に
比
べ
極
端
に
速
く
、
人
ロ
構
成
が

「
成
年
型
」
か
ら
「
老
年
型
」
に
変
わ

る
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
百
十
五
年
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
八
十
五
年
か
か
っ

た
の
に
対
し
、
中
国
で
は
、
わ
ず
か
十

園
急
速
な
「
高
齢
化
」

社
会
保
障
進
ま
ず
、
親
子
で
扶
養
契
約

八
年
で
変
化
し
た
と
い
う
。
絶
対
数
で

も
、
六
十
歳
以
上
の
人
口
は
一
・
二
億

人
と
世
界
一
で
、
全
世
界
の
高
齢
者
人

口
の
五
分
の
一
を
、
ま
た
ア
ジ
ア
全
体

の
同
二
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
異
例
な
速
さ
の
高
齢
化
の
原
因

は
、
七
九
年
か
ら
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
一
人
っ
子
政
策
」
に
あ
る
。
同

政
策
は
、
原
則
と
し
て
一
組
の
夫
婦
に

子
供
一
人
し
か
認
め
な
い
た
め
、
結
果

と
し
て
中
国
全
体
の
出
生
率
を
大
幅
に

低
下
さ
せ
た
。

問
題
は
急
速
な
高
齢
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
国
民
に
適
用
さ
れ
る
年
金
制

度
や
医
療
保
険
制
度
の
整
備
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
老
後
の
生
活

保
障
は
、
多
く
の
場
合
、
勤
務
先
の
職

場
単
位
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
人
口
の

七
割
を
占
め
る
農
村
部
で
の
社
会
保
障

の
立
ち
遅
れ
は
深
刻
だ
。

こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
中
国
は
国
力
が

十
分
に
強
化
さ
れ
な
い
段
階
で
、
急
速

な
高
齢
化
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
張

会
長
に
よ
る
と
、
高
度
な
高
齢
者
福
祉

策
を
国
が
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
、
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
に
よ

る
応
分
の
負
担
が
必
要
だ
と
い
う
。

そ
う
し
た
中
、
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
「
扶
養
契
約
」
だ
。
通
常
、
行
政

担
当
者
の
立
ち
会
い
の
下
に
、
食
料
、

燃
料
、
衣
服
、
介
護
・
医
療
費
用
な

ど
、
老
親
に
配
慮
す
べ
き
と
思
わ
れ
る

項
目
を
兄
弟
姉
妹
間
で
ど
う
分
担
す
る

か
を
、
契
約
書
に
ま
と
め
て
と
り
か
わ

す
。
上
海
を
は
じ
め
、
農
村
部
を
中
心

に
各
地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
伝
統
的
な
敬
老
意

識
の
衰
退
が
あ
る
。
中
国
で
は
長
い

間
、
年
老
い
た
親
に
対
す
る
扶
養
は
、

道
徳
的
・
儒
教
的
倫
理
観
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
近
年
、
特
に

市
場
経
済
の
導
入
で
価
値
観
の
変
化
が

加
速
さ
れ
た
結
果
、
積
極
的
に
は
親
の

面
倒
を
み
た
が
ら
な
い
子
供
が
増
え
て

き
た
。
こ
の
た
め
親
子
の
間
で
す
ら
、

「
文
書
に
よ
る
契
約
」
が
必
要
と
な
っ

て
き
た
わ
け
だ
。

衰
退
し
た
敬
老
意
識

ま
た
、
「
社
区
」
と
呼
ば
れ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
、
行
政
か
ら
の

財
政
支
出
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
少

孑
化
で
不
要
と
な
っ
た
託
児
所
を
「
老

人
ホ
ー
ム
」
に
改
装
し
て
再
利
用
し
た

り
、
貧
し
い
老
人
と
企
業
や
個
人
と
の

間
に
契
約
を
結
ば
せ
、
生
活
費
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
送
ら
せ
る
な
ど
、
様
々
な

自
助
努
力
の
模
索
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
昨
年
、
介
護
保
険
法
が
成

立
し
、
高
齢
者
介
護
の
家
庭
に
お
け
る

負
担
を
社
会
全
体
で
引
き
受
け
て
い
く

方
向
に
、
大
き
く
一
歩
踏
み
出
し
た
。

だ
が
、
中
国
は
、
養
老
保
険
な
ど
社
会

保
障
制
度
の
研
究
・
整
備
に
取
り
か

か
っ
た
ば
か
り
。

し
か
も
中
国
の
場
合
、
多
く
の
失
業

者
を
伴
う
国
有
企
業
改
革
が
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
、
高
齢
者
福
祉
に
多
く
の

財
源
を
さ
け
な
い
事
情
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
が
中
国
に
も
余

波
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
右
一
肩
上
が
り
の

成
長
を
続
け
て
き
た
中
国
だ
が
、
そ
れ

を
支
え
て
き
た
効
果
的
な
人
口
抑
制
策

の
”
副
作
用
〃
に
、
今
後
は
悩
ま
さ
れ

そ
う
だ
。（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
四
）
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経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

が
十
一
日
公
表
し
た
開
発
援
助
委
員
会

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
４
日
大
塚
智
彦
】
昨

年
の
干
ば
つ
な
ど
で
４
月
以
降
深
刻
化

が
予
想
さ
れ
る
コ
メ
不
足
を
解
消
す
る

た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
日
本
政
府

に
対
し
日
本
の
余
剰
米
提
供
を
非
公
式

に
打
診
し
て
い
る
こ
と
が
４
日
、
明
ら

か
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
経

済
危
機
に
加
え
、
食
糧
危
機
が
新
た
な

国
内
問
題
に
発
展
し
そ
う
な
気
配
だ
。

…
三
…
…
…
…
薑
；
鼈
…
薑
一
驚
蕾
繧
鳳
…
鑿
…
…
砺
一
…
：
臺
鬘
豐
臺
瞳

（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
の
議
長
報
告
に
よ
る
と
、

園

34％減でも

日本が最大

雇題

インドネシアで

食糧危機も

96年のＯＤＡ実績 日本に米提供打診

打
診
に
対
し
、
日
本
政
府
は
現
在
の
と

こ
ろ
、
安
易
な
前
例
を
つ
く
り
か
ね
な

い
、
と
し
て
難
色
を
示
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
関
係
者
や
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
外
交
筋
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
は
今
年
１
月
、
食
糧
調
達

庁
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
対
し
、
備
蓄

タ
イ
米
な
ど
の
余
剰
米
を
念
頭
に
数
十

万
～
数
百
万
少
規
模
の
提
供
を
打
診
し

た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
年
間
コ
メ
消
費
量

は
、
精
米
ベ
ー
ス
で
約
３
０
０
０
万
少

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
備
蓄
米

は
２
０
０
万
～
２
５
０
万
少
。
食
糧
調

達
庁
は
、
昨
年
の
干
ば
つ
で
年
間
の
米

需
要
分
の
約
別
％
を
占
め
る
ｌ
、
２
月

の
収
穫
が
大
幅
に
落
ち
込
む
の
は
避
け

薑
…
曇
…
壜
毫
臺
鬘
一
…
…
…
言
凰
…
…
三
…
…
臺
臺
喧
薑
…
Ⅱ
…
…

九
六
年
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
参
加
二
十
一
カ
国
に

よ
る
発
展
途
上
国
向
け
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
実
績
は
合
計
五
百
五
十
四

億
八
千
五
百
万
㎡
で
九
五
年
比
五
・
八

％
減
少
し
た
。

日
本
は
同
三
四
・
九
％
減
の
九
十
四

億
三
千
九
百
万
が
で
、
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
が
、
援
助
規
模
は
最
大
。
第
二
位

の
米
国
は
二
七
・
三
％
増
え
て
九
十
三

億
七
千
七
百
万
が
だ
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
十
二
）

外
務
省
は
十
一
日
、
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
予
算
の
う
ち
、
国
連
分
担

金
な
ど
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

国
際
機
関
へ
の
分
担
金
を
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予

算
と
別
枠
で
扱
う
こ
と
で
検
討
に
入
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
財
政
構
造
改

革
法
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
二
○
○
○
年
度

ま
で
の
削
減
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
国

際
機
関
か
ら
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
削
減
の
あ

お
り
で
、
拠
出
金
が
著
し
く
削
減
さ
れ

臺
言
…
鬮
臺
一
薑
Ⅲ
二
…
賞
薑
卿
二
薑
…
臺
團
臺
舅
豊
圖
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｜
司
譽
…
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鬘
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駕
扇
…
…
｜
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”

、
－
ノ

蝿砺咄》鞆汕舸》》一
山艫酬

輝

額
凛
醜
本
国
ツ
ス
ダ
国
孵

鮒
孵
沮

甸
ン
、
〉

イ
ｉ
～

｜
フ
ー
プ

叩
胱
馴
⑨
馴
破
一

ら
れ
な
い
、
と
み
て
い
る
。

函
国
際
機
関
へ
の
分
担
金

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
別
枠
」
検
討

る
の
は
お
か
し
い
」
と
批
判
が
相
次

で
い
る
た
め
だ
。
外
務
省
で
は
九
ｈ

度
予
算
の
概
算
要
求
か
ら
別
枠
化
示

る
よ
う
に
検
討
す
る
考
え
だ
が
、
印

化
に
対
し
て
大
蔵
省
の
反
対
も
予
相

れ
る
。

外
務
省
の
所
管
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
賞

う
ち
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

分
担
金
は
、
国
連
分
担
金
（
九
七
錘

予
算
で
二
十
四
億
円
）
や
国
連
教
育

科
学
・
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
分

金
（
十
六
億
円
）
な
ど
、
約
百
二
十

円
に
達
す
る
。

九
八
年
度
政
府
予
算
案
の
編
成
作

で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
前
年
度
比
、

以
上
削
減
が
決
ま
っ
て
い
た
の
に

え
、
分
担
金
の
分
担
率
上
昇
や
円
審

加
わ
り
、
国
際
機
関
へ
の
任
意
の
拠

金
に
そ
の
し
わ
寄
せ
が
集
中
し
た
。

際
工
業
開
発
機
関
（
Ｕ
Ｎ
ｌ
Ｄ
Ｏ
）

ど
十
四
の
国
際
機
関
へ
の
任
意
拠
出

支
出
を
取
り
や
め
た
ほ
か
、
四
十
機

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
二
・

外務省
ヨノロヨ

=オ[
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へ
の
拠
出
金
を
同
加
Ｉ
別
％
削
減
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に

つ
い
て
、
昨
年
末
、
緒
方
貞
子
・
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
が
「
分
担
金
と
拠
出

金
を
同
じ
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
内
で
扱
う
の
は

お
か
し
い
」
と
小
渕
外
相
に
申
し
入
れ

て
い
る
。

外
務
省
は
「
九
九
年
度
予
算
の
概
算

【
北
京
Ｅ
日
飯
田
和
郎
】
中
国
国
家

環
境
保
護
局
は
咀
日
、
日
本
へ
の
影
響

も
指
摘
さ
れ
る
酸
性
雨
の
降
る
地
域
が

拡
大
、
中
国
全
土
の
３
割
に
ま
で
達
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
原
因
と
な
る
大
気
汚
染
の
規
制
対

象
地
域
を
設
定
し
、
本
格
的
な
対
策
に

乗
り
出
し
た
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、

中
国
の
酸
性
雨
対
策
は
予
算
面
で
遅
れ

て
お
り
、
日
本
の
技
術
・
資
金
援
助
が

よ
り
重
要
に
な
り
そ
う
だ
。

解
振
華
局
長
に
よ
る
と
、
酸
性
雨
を
．

團圖

酸性雨

中国牡の3割に

拡大防止へ政府本腰

要
求
に
間
に
合
う
よ
う
、
九
八
年
度
予

算
案
の
国
会
審
議
を
待
た
ず
に
別
枠
化

の
検
討
を
進
め
た
い
」
と
し
て
い
る

が
、
国
際
機
関
へ
の
分
担
金
を
所
管
し

て
い
る
文
部
省
や
厚
生
省
な
ど
他
の
省

庁
か
ら
も
同
調
す
る
声
が
出
そ
う
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
十
二
）

生
む
二
酸
化
硫
黄
（
Ｓ
Ｏ
Ｊ
の
排
出

量
は
昨
年
の
統
計
で
、
中
国
全
土
で
年

間
２
３
０
０
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
ｃ

こ
の
た
め
政
府
は
１
月
⑫
日
、
酸
性

雨
と
ｓ
ｏ
魁
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
区

域
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
、
酸
性
雨
汚
染
規

制
区
域
は
国
土
の
８
．
４
％
の
別
万
平

方
キ
ロ
、
酸
性
雨
抑
制
区
域
は
同
３
％
の

羽
万
平
方
キ
ロ
と
し
、
２
０
０
０
年
ま
で

に
Ｓ
Ｏ
２
の
削
減
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。具
体
的
に
は
Ｓ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
工

場
へ
の
監
督
や
罰
則
の
強
化
、
硫
黄
濃

度
の
高
い
石
炭
使
用
量
の
削
減
、
脱
硫

装
置
の
設
置
徹
底
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
経
済
成
長
と
の
関
係
で
達
成
を
危

ぶ
む
見
方
も
あ
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
十
一
一
一
）

女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
だ
と
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
は
男
性
で
六
割
、
女

性
で
四
割
で
、
と
も
に
八
年
前
よ
り

減
っ
て
い
る
Ｉ
・
経
済
企
画
庁
が
「
女

日本は女性が働きやすいか 毘窪＝
８９

女年

性9７

女
性
が
働
き
や
す
い
と
感
じ
て

い
る
の
は
ｌ
男
６
割
／
女
４
割

0.5

無回答その他司大変働きやすい

８９

男年
性

９７

iuII蝋i516552 8．４Ｉ３ｉＯ

性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
め
ぐ
る
国
民

意
識
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
九
七
年

度
の
国
民
生
活
選
好
度
調
査
で
こ
ん
な

結
果
が
出
た
。
調
査
は
二
十
’
五
十
九

0.4

仇まし

（注)四捨五入の関係で合計は必ずしも100にならない
とは思えない

調

は
査

ある程度働きやすいと思えない。

六えい働弓や司対とと状働允回人千に千歳十

=臺烏ji:薑iii灘:鱗｡難轤幸
二で答す度き、に￣るいが得効十三象五九
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こゅ－すふぉ－らむ

都道府県別の平均寿命 (単位・歳）
％
、
女
性
で
四
四
・
三
％
だ
っ
た
。

同
様
の
質
問
を
し
た
八
九
年
の
総
理

府
の
「
女
性
の
就
業
に
関
す
る
世
論
調

査
」
の
結
果
と
比
べ
る
と
、
男
性
で
は

五
・
○
ポ
イ
ン
ト
、
女
性
で
は
一
三
・
九

ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
た
。

女
性
が
働
き
に
く
い
理
由
に
つ
い
て

は
、
男
女
と
も
に
「
働
く
場
が
限
ら
れ

て
い
る
」
「
福
祉
制
度
が
整
っ
て
い
な

い
」
「
労
働
条
件
が
十
分
に
整
っ
て
い

な
い
」
な
ど
が
多
い
。

企
画
庁
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

匿
う
｜
国
野
井
本
縄
岡
川
阜
川
山
良
都
皆

国
縄
本
田

０
８
７
Ｊ

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

【
］
ｎ
Ｈ
Ｊ

（
出
し
【
Ｌ
ｕ
か
ｄ
し
炉
）
し
〔
Ｆ
し
▲
Ⅱ
１
ｈ
日
し
弓
Ｉ
ｎ
ｍ
し
ｎ
ｍ
Ｕ
ｎ
脂
Ｕ
、
『
Ｕ
Ｑ
Ｉ
Ｌ
Ｄ

ｎ
Ｕ
ｎ
ペ
リ
（
ｍ
Ｕ
ｎ
ｘ
）
（
ｘ
Ｕ
ｎ
ｘ
Ｊ
ｌ
ｊ
０
ｎ
【
Ｕ
、
【
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
ｎ
ｍ
Ｊ
ｎ
【
Ｕ
三

催
能
好
呼
鰯
可
桃
囲
吸
一
口
一
塁

晨
長
｛
皇
厨
静
止
広
一
呂
斬
隈
‐
太
白

声
』
。
ｌ
■
■
戸
肘
］
【
］

舌
．
梨
皀

１
Ｊ

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
十
六

・
七
○
歳
、
女
性
八
十
三
・
一
一
一
一
歳
で
、

都
道
府
県
別
で
は
男
性
が
長
野
、
女
性

や
育
児
休
業
法
な
ど
制
度
面
の
改
善
は

進
ん
で
い
る
が
、
女
性
が
働
き
や
す
い

と
感
じ
る
基
準
が
上
が
っ
て
い
る
ほ
ど

に
は
実
態
が
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
で

園

色
『
前
聿
呂
‐
上
吋
剛
由
町
陸
、
圭
宋
国
受
皀

Oｆ

ＯＣ

９Ｇ

９８

９８

９Ｅ

９１

９Ｃ

９Ｃ

８９

８３

３２

長
寿
県
は
男
・
長
野
、
女
・
沖
縄

全
国
で
は
男
祀
・
７
歳
、
女
朋
・
犯
歳

Ｕ
７
８
９
０

Ｕ
ｈ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｈ
【
Ｕ
、
【
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
、
【
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
、
【
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
ｎ
［
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
、
【
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｎ
Ｕ
ｎ
【
Ｕ
ｎ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｒ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
、
〔
Ｕ
、
（
』
〔
（
』
、
⑥

ロ
未
白
」
「
炉
石
注

貿
道
手
島
川
城
媛
崎
形
賀
葉
島
｛
尿
罵
田
重
阜
良
島
玉
城
知

Ｌ
可

ト
冗
さ

畦
器
円
一
呂
垂
突
匡
塵
Ⅱ
Ｌ
拐
幻
Ｔ
Ｔ
性
に
声
不
叫
吋
帥
い
二
一
叶
収
さ
示
暉
に
砧
口
針
次
悪
垂
に
肋
叶
Ⅱ
上
人
主
同
圧

局
重
道
崎
島
媛
ロ
手
城
賀
島
知
崎
島
岡
木
取
山
田
坂
章
露

Ｕ
７
８
９
０

は
沖
縄
が
全
国
一
の
”
長
寿
県
〃
で
あ

る
こ
と
が
、
厚
生
省
が
二
十
六
日
ま
と

め
た
一
九
九
五
年
の
「
都
道
府
県
別
生

は
な
い
か
」
（
国
民
生
活
局
）
と
分
析

し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
二
十
）

Ｆ
」
侃
肉
山

昌
一
猩
三
受
－
一
四
戸

、
］
ロ
【
］
「
ｕ
グ
ロ
［
「
Ｕ
■
Ⅱ
ユ
【
Ｈ
Ｊ

２
０
６
３
２
７
０
６

０
０
９
９
９
８
８
７

Ｆ
し
■
Ｊ
Ｉ
【
Ｈ
」
【
レ
リ
、
‐
ｕ

】
亘
匡
厘
尭
檗
循
旺
昨
肋
白
馬
庇
Ⅲ
Ｍ
い
＋
ハ
再
撲
聿
【

命
表
」
で
分
か
っ
た
。
多
く
の
都
道
府

県
が
平
均
寿
命
を
延
ば
し
て
い
る
な
か

で
、
兵
庫
だ
け
が
阪
神
大
震
災
の
影
響

に
よ
っ
て
、
男
性
の
平
均
寿
命
が
前
回

調
査
（
九
○
年
）
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。

国
内
全
体
の
平
均
寿
命
は
毎
年
公
表

さ
れ
る
の
に
対
し
、
地
域
の
福
祉
政
策

な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
る
都
道
府
県
別

の
平
均
寿
命
は
五
年
ご
と
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
九
四
’
九
六
年
の

死
亡
者
数
な
ど
を
基
に
算
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
回
は
前
回
よ
り

０５

０７

９２

Ｍ

今
回
は
前
回
よ
り

男
性
が
○
・

六
六
歳
、
女

性
が
一
二

五
歳
延
び

た
。都
道
府
県

別
の
女
性
で

一
位
の
沖
縄

は
八
十
五
・

○
八
歳
で
、

七
五
年
か
ら

五
回
連
続
し

て
ト
ッ
プ
。

男
性
は
七
十

八
・
○
八
歳

の
長
野
が
前

7７
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回
に
続
い
て
一
位
。
前
回
調
査
か
ら
平

均
寿
命
が
最
も
大
き
く
延
び
た
の
は
、

男
性
が
宮
崎
の
一
・
○
九
歳
、
女
性
は

熊
本
の
一
・
五
四
歳
。
八
○
年
か
ら
の

四
回
の
調
査
で
い
ず
れ
も
十
位
以
内
に

入
っ
て
い
る
”
常
連
“
は
、
男
性
が
長

野
、
福
井
、
沖
縄
、
静
岡
、
神
奈
川
、

岐
阜
、
女
性
は
沖
縄
、
長
野
、
岡
山
、

平
成
生
ま
れ
の
人
口
が
千
五
十
三
万

人
と
一
千
万
人
の
大
台
を
超
え
、
大
正

生
ま
れ
（
千
三
十
七
万
人
）
を
上
回
っ

た
こ
と
が
、
総
務
庁
が
二
十
六
日
発
表

し
た
昨
年
十
月
一
日
現
在
の
日
本
の
推

計
人
口
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
昭
和
生

ま
れ
に
次
い
で
二
番
目
に
多
く
な
っ
た

ほ
か
、
六
十
五
歳
以
上
の
「
老
年
人

□
｜
は
千
九
百
七
十
六
万
人
と
、
十
五

歳
未
満
の
「
年
少
人
口
」
千
九
百
三
十

七
万
人
を
初
め
て
上
回
っ
た
こ
と
も
分

か
っ
た
。

推
計
人
口
は
最
近
の
国
勢
調
査
の
人

口
を
基
礎
に
、
そ
の
後
の
人
口
の
動
向

か
ら
最
新
の
数
字
を
推
計
す
る
。

囮

「
老
年
」
が
「
年
少
」
上
回
る

工
成
生
ま
れ
一
千
万
人
台
に

総
人
口
は
一
億
二
千
六
百
十
七
万
人

で
、
前
年
よ
り
三
十
万
人
増
加
。
こ
の

う
ち
、
出
生
に
よ
る
自
然
増
加
は
二
十

九
万
人
で
、
初
め
て
三
十
万
人
を
割
り

込
み
、
戦
後
最
低
の
水
準
と
な
っ
た
。

逆
に
、
外
国
人
の
入
国
な
ど
に
よ
る
社

会
増
加
は
一
万
人
で
五
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
。

ま
た
、
老
年
人
口
が
前
年
よ
り
七
十

四
万
人
も
増
加
し
た
の
に
対
し
、
年
少

人
口
が
三
十
二
万
人
減
少
。
「
生
産
年

齢
人
口
」
（
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
）
も
十
二
万
人
減
少
し
て
お
り
、
高

齢
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
改

め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

静
岡
と
な
っ
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
の
被
害
は
兵
庫
の
平
均

寿
命
に
も
反
映
さ
れ
、
男
性
が
前
回
を

○
・
○
五
歳
下
回
る
七
十
五
・
五
四
歳
で

四
十
六
位
。
女
性
は
最
下
位
の
八
十
一

・
八
三
歳
で
、
延
び
幅
も
全
国
で
最
低

の
○
・
一
九
歳
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
・
二
・
二
十
七
）

高
齢
化
を
背
景
に
七
十
歳
以
上
が
総

人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
○
・
三
％
と

初
め
て
一
○
％
を
上
回
り
、
七
十
五
歳

以
上
の
「
後
期
老
年
人
口
」
の
割
合
も

六
・
二
％
と
な
っ
た
。

ま
た
、
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上

回
っ
た
こ
と
で
、
年
少
人
口
に
対
す
る

人ロゾ人□の゛：

老
年
人
口
の
比
率
で
あ
る
「
老
年
化
指

数
」
は
一
○
二
・
○
％
と
な
り
、
総
人

口
が
千
万
人
を
超
え
る
国
で
は
、
イ
タ

リ
ア
に
次
い
で
世
界
第
二
位
の
高
水
準

を
記
録
し
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
八
・
｜
｜
｜
・
二
十
七
）

恋

二人）

■■■■

兀 ２３４５６７８９年

、
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０
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６
６
６

人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
墓
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
辛
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ

～
ｙ
ｉ
ご
入
会
の
お
願

Ａ
・
賛
助
会
員

し、

｛

云＝の特典

し壷’鱈．、いる鹿免税

回が魑燭､@てい圏ず く申廼鎚，
』､回塵一研丸書写か 〒UBiI-匝煙一○』＝Ｕ－ｉｉ－

翰馳霞塩‘コリシズ回H雪ZU屋3隅

【八DUM】
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調狂報告書

一インド国一

ReportontheBasicSuTveyofPopulationaTld

DevelopmentinSoutheastAsianCount｢ies

-India-

昭和58年度

１．中華人民共和国人口家族計爾基礎調査報告書

BasicSurveyonPopulationandFamilyPlanning

inthePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平美系中日合作凋代研究損告朽

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告香

BasicSurvey<Ⅱ）onPopulationandFblmilyPlanning

inthePeople，sRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋査研究椛

告名（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告讐

一インド国一

Repo｢tonlheSurveyofRuraIPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCoun[ries

-lndia-（英語版）

４．ネパール王国人口，家族計画鵬礎調査

BasicSuweyReportonPopuIationandRLmily

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDeveIopmentlnJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発鯉礎調在報告書

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulalionandDeve・

IopmentinSoutheastAsianCountries
-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ網一

SurveyofUrbanization，LMngEnvironmenland

WelfareinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitionin」apanandRuralDeve

lopmenl（英語服）

７．スライド

日本の都市化と人口〈日本語版）

UrbanizationandPopulationin」apa、（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

Ｕ｢banisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．ｓu｢veyofFertilityandLivingStandardsinChinese

RuralAreas-Data-AIlthehouseholdsoftwo

vilIagesinJilinProvincesurvevedbyquestionnalres

（英語版）

失干中国友付的人口生育率与生活水平的渦炎扱告

一対干吉林省耐十村送行全戸面談凋杏的培采－

－琉汁蝋＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する綴從報告評

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuraIPopuIationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries
-Indonesia-（英語版）

５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmentandoPopulation

ｉｎＪａｐＥＩｎ（英語版）

日本衣止衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告諜

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCount｢ies

-Indonesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentinJapa、（英語版） 1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調迩報告番

一タイ圃一

ReportontheSurveyofRuraIPopuIationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（英語版）

８０



２．東南アジア諸国等人川・開発雅礎調盃報告書

一中華人比共和国一

Repor［ｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｖｏｆＰｏｐｕｌａｔｉｏｎａｎｄ

DevelopmentmSoutheastAsianCountnes

-China-（英語版）

６．スライド日本の産業開発と人口

~その原動力・電気一（日本語版）

IndustrialDevelopmentandPopulationinJapan

-ThePrimeMovel--E1ectricity-（英語版）

ロ本的詳此度展与人口

一共原助力一虫'(－（中１塁l語版）

Pembangunanlndustridankependudukandijepang

-PenggerakUtama-TengaListrlk-・

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書
一タイ同一

４．日本の人口と家族

PopulatlonandtheFamilvinJapan（英語版）￣ ネパールニ[国人1.家族:l1ubi第二次堆礎調在

ComplementaryBasicSurveyRepCrtonPopulaUon

andFamilｙＰｌａｌｍｉｎｇｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｌＮｅｐａｌ

●

行｜■●

５．アジアの人口転換と開発一統計菓一

DemographlcTransitionandDevelopmentlnAsian

CouI1tries-OverviewandStatisticalTables-

（英語版） 昭和62年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調術報告苫

一中華人民共和国一

ReportonlhcSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmeｎｔｉｎＡｓｉａｎＣｏｕｎｔ｢ies

-China--（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

Ｆａｍｉ１ｙａｎｄＰｏｐｕＩａｔｉｏｎｉｎＪａｐａｎ

－ＡsianExpenence-（英語版）

日本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆Kelua｢gaJepang（インドネシア語版） ２．東南アジア諸陛|等人１１.開発基礎調従報告諜

一中維人氏共和lX1--

Repo｢ｔｏ、［heBasicSurveyofPopulationand

DevcIoDmenKinSoutheagLAsianCountris

-China-（英語版）

７．ペルー共釦国人口家族計画基礎調査

平成元年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調炎報告晋

一バングラデシュ同一

ReportontheSurvevDfRuralPopulationand

Ag｢icukuralDevelopment－Bangladesh-
（英語版）

３．アジア諸|亜lからめ労働力流fllにｌｌＬIする調盃研究報告識：

－フィリピン凶－

４．日本の人口と農業開発

PopulaLionandARriculturalDevelopmentinJapan
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調森報告書

一束パール国一

ReportontheBasicSuweyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発,環境

Population，DevelopmentandEnvironmentinNepal
（英語版）

６．スライド

Ｈ本の人LI移動と絲済発展（Ｈ本譜版）

TheMigratoryMovementandEconomicDevelop‐
ｍｅｎｔｉｎｊａｐａｎ（英識版）

日本的人I-l棒功与端済友展（中倒語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomI
Dijepang（インドネシア語版〉

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調査研究報涛苫
一マレーシア同一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

Strucmra］ChangeinPopulationandDevelopment

--Japan，sExperienceinAglng-（英語版） ７．トルコ国人口家族iifmiiJk礎綱企

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－〈日本語版）

AginginJapan－ChallengesandProspects--
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面'旧挑銭

一迫求具生命懲又的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調充報告書

－ネパールHiI--

ReportontheSuTvevofRuralPopulationand

AgTiculturalDevelopmelItlnAsianCountries

-Nepal-（英語版）

8１



3．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告書

一中華人民共和国一
TantanganMasyarakatLanjutusia」epang

（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmel1tandPopulationinjapan
-TrendsandProspecｔｓｉｎｌｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸同の農業開発－５ヵ国の比較一

ｓ[mtegicMeasuresfbrtheAgriculturaIDevelopment

--ComparatlveStrudiesonFiveAsianCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年側)日本視聴覚教育協会主牒優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人ロ（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopu]ationlnJapan

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

Permban鷺unanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の鰹村人口と農業開発に関する調企報告書

一フィリピン国一

ReportontheSuwevofRuraIPopulationand

AgrlculturalDevelopmem－Philippine－

（英識版）

２．來南アジア諸国等人口・開発些礎調査ill告盤

一バングラテ鰺シュー

Repo｢ｔｏｎｌｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢veyofPoDulationand

Developmenti、SoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の展村人口と農業開発に関する調査級皆普

一マレーシア圃一

Repor［ontheSurveyofRuralPopulatlonaIId

AgriculturalDevelopment－Mal2ysia-

（英語版）
副アジアi謂国からの労働力流出に関する鯛idf61f究報告替

一インドネシア国一

２．東南アジア諦匠l等人１コ・開発飛礎調炎報告書

一ベトナム国一

Repo｢tonlheBasicSurveyofPopulatiolland

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Vie【］ａｍ－〈英語版）

４．日本の人Iルドト１発・環境一アジアの継験一

Population，Ｉ)evelopmen［andEnvironmentin

Japan－AsianExpemence-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人ロ・開発（日本語Ｍｎ

Environment，PopuIationandDevelopmentin

」apa、（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中腰l譜駁）

Lingkungan，PendudukdanPembangunanJepang

（インドネシア識版）

（本作品は、1991年側)日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調盃研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人p

IndustrjalTransltionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人ロー‐

（日本語版）

Livingfo「Ｔｏｍo｢row－Industrial

TransjtionandPopu1ationinJapan-

（英語１１２）

生活在iﾘ1天一Ｈ本的併止祷換与人1.-

（中国語版）

HidupUntukHariEsok-PeralihanStruktu「

IndustriDanPopulasiDiJepanF

（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計巣一

ProspectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告瞥

一スリランカ国一一

ReDor［onlheSurveyRuralPopulationand

Agricuhur&lDevelopment--Srjlanka-

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書

一フィリピン催ｌ－－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖｏｌＰｏｐulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Philippines--（英語版）

平成５年度

l・アジア諸国の農村人[｣と農業開発にIRIする繊盃報告書

一ベトナム同一

８２



平成７年度

１．アジア諸ljilの発１１４段階別農業②農村|胤発』撲礎縦在報ｆｌｒ
０１トーパキスタン国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢ｖｅｙｏｎＡｇｌ･iculturalflndRural

DevelopmentbyPmgressStageinAsianColmIrles

--Pakistan-（英譜版）

ReporlontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturaIDevelopmeｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語版）

２．束南アジア諸国等人口-．開発基礎調査報告書

一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-SriLanka-（英語版）２．アジア諸国の都Tlj化と開発）f礎調炎繍告普

一ネハール同一

ReportontheSurvevofUIbanlzatio']andDevelopnlent

inAsianCountrieｓ－Ｎｃｐａｌ－（英譜lｌｋｊ

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告誹一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人Ｕと開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopuIationandSustainableDevelopmem-
（英語版）

３・アジア諸国の人''11資源l滑発と労働ﾌﾞJにNLIするijM炎研究
報告将一インド|上１－

４．アジアにおける女性のエンバワーメン卜

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｌｏｆＷｏｍｅｎｊｎＡｓｉａ（英語版）
５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位ｌｎｌ－上と日本の人ロー

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓ

ｉｎｔｈｅＳｔａｔｕｓｏｆＷｂｍenthePopulationofJapan-
（英語版）

女性的挑,ｈｌｉ－女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TanlanganKaumWanita

-EmansipasiWanjtadanPopuIasiJepang-
（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを拓け－女性たち－（Ｈ本識版）

ABrightofGendeTEquaIity

-EmpoweｌｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓ麹一一（製j禍HIH）

jlnijﾕ目魍之路一一今HT1lZtlfl女ｆｔ－（『|'隆|語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaLlmWani[ａ

ＡｓｉａＭｅ｢ambahJalan-（インドネシア;１１i版）

平成８年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・磯村開発些礎鋼従報〈I「

書一一ラオス人氏1ｔ主共和膣l-

ReDor【ontheBasicSurveyonAgriculturaIａｎｄ

Ｒｕ｢alDevelopmentbyProgressStageinAsian

CoulTtries-LaoPeople,sDemoraticRepublic-・

（英益版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・腱村開発基礎調査報告

謎一インド国一Ｊ三Ｊ

Ｉ｛eportontheBasicSurveyonAgriculturalandRuraI

Developmen［byProgresSStageinAsianCoun【Iries

-India-（英語版）

２．アジアi渚同の都市化と|淵発iiIill在報告１１ドーフイリビ

ンｍ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕ｢ｖｅｙｏｆＵ｢bamzaljonandDevelop‐

mentinAsianCoumries-PhlllPpines＝

（英諦版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ匠l-

ReportontheSurveyofUrbani2ationandDevelopment

inAsianCountries-Thajland--（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一一ベトナム国一

３．アジアi粥ｌＪｉ１の人IHI溝i'MMlM充と労働力に関する識従研究

靴f4行Iドーラオス画一 ４．アジアの女性労働力参加と統済発展

-21世紀の戦略一

Women,sI-aborParticipationandEconomicDevelop

mentinAsia-Strategytoward21Century-
（英語版）

４．２１'11:紅の人I」・食撒戦略一一アジアと世界一

Populati〔〕nandFoodStmtegyIor21stcenlurｖ

－－ＡｓｉａａｎｄＷｏｒｌｄ－（英語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人LI1鋤Ⅱと食料

ChallengeandDecisionfortheYe圏「２０２５

－Populationlncrea富ｅａｎｄＦｏｏｄｉｎＡｇｊａ－

（災諦版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（ロ本譜版）

NewHorizonsfortheWomenofAsia（英語版）

正洲１１］女的新巧程（中国語版）

WanitaAsjaKjni……（インドネシア語版）

&，



向済2025年的挺断一UIIi洲的人口塘侯扣根食一

(11国語版）

TekadUnlukTahun2025-Pertambahan

PopulasidanPangandiAsla-(インドネシア語版）１．ｒ国際人ロ開発会餓行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人ロ開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文書関連のｆｌｌ版物としては本邦初｡）

平成９年度
2．『国際人ロ開発鱗員会餓』、国際人ロ開発蝋員会溌鰯車

録、1995年（和文）

（内容：19941Fカイロで国際人口開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議貝会議である国際人口開発議

風会議の議事録。同会議には117カ国約300潟の国会識

貝が参加した。会議宣言文はICPD総会でも発表された二

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡）

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発堆礎調在報告

書一ラオス人民民主共和同一

ReportontheBasiCSurveyonAgricultuIぞ'1and

RuralDeveIopmentbyProgressStageinAsian

Counlrles

-LaoPeopie,sDemogl-aIicRepublic-

２．アジアの社会開発と人ｌｌｌ１開発

SocialDevelpmentalldHu鯨anDeveloI〕ｍｅｎｔ

ｉｎＡｓｉａ

３．アジア諸国`の人間資源開発と労働力に関する調託研究

繍告杏一マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機一アジア人口を焦点とし

て

WaterCrisislntheTwentvFirsrCentury

-ProspectofAsianPopuIationa｢ld

Development-

５．スライド

水除生きている一人口と水資源一

WaterisAlive-Populationand

Wate「Resources－（英語版）

水是有生命的一人口与水願ilii(－（中国語版）
ＡｉｒiluHidup-PendudukdanSumderAir-

（インドネシア語版）

３．国連人口基金ｒ世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一」1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

のiji直れを分析。我が'玉lの人口分野への貢献もＩｊＩｉ慨｡）

４．『国際人ロ・社会開発職員会蟻』、国際人ロ・社会開発

観且会麟(lMPPSD)職事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ、１９９５

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで間脳された人

口と社会開発に関する風会議貝会議議事録｡）

5．黒田俊夫署「リソース・シリーズ１国運人ロ会鱗20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘーさ、1996年（和文）

（内容：|引連主他の第一Iml人I］会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主雌の人1ｺ会議に参加し、人口分野における１１１

界的大家である著者が、その推移を概観し、分析した｡）

６．ToshioKurodaDResourceSeries20EFromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula‐

tionConferences-''’’９９ｓ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「')ソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

７．ｒ国際女性・人ロ・開発臘員会鱗』、国際女性・人ロ・

開発鱗員会溌(IMPGPD)鰻事録、1996年（和文）
（内容：第４回世界共性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議貝

会議(IMPGPD)の議事録。同会議には第４回世界女性

会議に対する各国政府代表を中心とする国会繊貝が参

加した｡）

８．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアン、グエン・

ティ・タン藩、「リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国連人口韮金との共同研究された、「人

口墹加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

8‘



11．国連食糧農業機構(FAO）ドリソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画｣、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動;１．画の

本邦初の翻訳であり、多分Ii1fから同文書の日本翻訳の

決定版として高い評価を受けた｡）

1996年５jHjにマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人口と食糊安全保障に関するAFPPD（人'二Iと開

発に関するアジア議貝フォーラム）特別運営委員会で、
ベトナム国会社会委貝会委貝長グエン・テイ・タン議
貝とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ポー

トン・ズアン博士の共苦論文の日本語版の合本。世界
食料サミソトに向けた資料として作成された｡）１

１
Ｉ

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発鰍国会鰯から５年一人ロと開発に関する国

会融員会鱗直営文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人に】開発会縦から５年目を迎え、

この機関に人口と開発に関する|僅1際議員会議、地域議

貝会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資
料とした｡）

９．「国際食料安全保障・人ロ・開発鱗員会鰻｣、国際食料
安全保障・人ロ・開発蟻国会鰻(lMPFSPD)鯛璽録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主雛の世界食料サミット

（WFS)にあわせ､l99Ii年１１Ⅱにスイス゛ジュネーブで開

（１Ｍされた国際食料安全保障・人口・開発議員会議
（IMPFSPD)の議事録。同会議の成来は、世界食料サミッ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジェーロ事務局長

にも桜井新・会議議長から手渡された｡）

１３．『リソース・シリーズ６PopulationPoIicyinAsia』
1998年（英文）

（内容：当財団が主雌する「人1コとＩｌＭ発に関するアジ

ア同会議貝会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政Ｉ付責任者もしくは専門家が記述した。各

圃の政雄に責任を持つ国会議員が関与している点で、
類例を見ない｡）

０ 国連人ロ基金『未来のための食料」1997年（和文）
（内容：国述人口恭金出版物ＦｏｏｄｆｏｒｔｈｅＦｕｔｍｅの

ロ本譜版。人口墹加の抑制と食料確保を行うために、
女性の参加が不可欠であることをさまざな具体例から
解きほぐしている｡）

曰誌ＡＰＤＡ ■■■■■■

１
月
ｕ
日
日
本
財
団
の
助
成
金
交
付
式
に
広
獺
次
雄
常
務
理
事
が
出
席
。

２
月
６
日
セ
ミ
ナ
ー
「
人
口
・
食
料
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
印
世
紀
人
類
は
生
き

残
れ
る
か
」
を
静
岡
市
、
静
岡
新
聞
社
、
静
岡
放
送
の
後
援
で
静

岡
商
工
会
議
所
会
館
で
開
催
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
教
授
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
黒
田
俊
夫
博
士
、
進
行
・
司
会
は
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
。

２
月
弱
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
参
議
院
会
館
で
開
催
。
外

務
省
国
際
機
構
課
花
谷
卓
治
課
長
、
厚
生
省
国
際
課
麦
谷
眞
里
室

長
、
農
林
水
産
省
国
際
協
力
計
画
課
中
川
垣
課
長
、
労
働
省
雇
用

政
策
課
太
田
俊
明
課
長
が
各
省
の
人
口
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
。
京
都
大
学
大
学
院
教
授
辻
井
博
氏
が
一
食
料
安
全
保

障
」
、
黒
田
俊
夫
博
士
が
一
人
口
に
つ
い
て
」
の
概
況
レ
ク
。
４

月
に
開
催
の
「
第
以
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
」
に
つ
い
て
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
が
説
明
。

３
月
２
日
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ス
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
外
務
省
主
催
）
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が

出
席
。

３
月
ｎ
日
パ
キ
ス
タ
ン
国
ア
ュ
ー
ブ
・
カ
ー
ン
外
相
夫
人
が
本
財
団
に
広
瀬

次
雄
常
務
理
事
を
表
敬
の
た
め
来
訪
。

３
月
皿
日
ヨ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
高
輪
プ

。
過
日
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
外
務
省
・
米
国
務
省
主
催
）
に
星
合
千
春
・
国

際
課
主
任
が
出
席
。

３
月
旧
日
ダ
ク
バ
・
ガ
ン
キ
ョ
ウ
国
立
モ
ン
ゴ
ル
大
学
人
口
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
早
瀬
保
子
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発
ス

ク
ー
ル
・
主
任
調
査
研
究
員
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
調

査
研
究
事
業
に
つ
い
て
協
議
。

３
月
羽
日
パ
キ
ス
タ
ン
国
建
国
記
念
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
）
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
北
畑
晴
代
国
際
課
長
が
出
席
。

３
月
弱
日
日
本
財
団
丸
山
健
太
郎
事
業
調
査
主
幹
が
補
助
事
業
監
査
の
た
め

来
所
。
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◇
人
類
は
間
も
な
く
第
三
の
千
年
の
扉
を
開
け
よ
う
と
し
て

い
る
．
二
十
一
世
紀
１
．

こ
の
新
世
紀
に
人
類
と
地
球
が
”
共
生
“
し
て
い
け
る
か
ど

う
か
。
人
類
最
大
の
試
練
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

◇
戦
後
間
も
な
い
一
九
五
○
年
の
世
界
人
口
は
二
十
五
億

人
。
’
九
九
八
年
に
は
五
十
八
億
人
を
突
破
し
た
。
新
世
紀

中
頃
に
は
一
○
○
億
人
に
な
る
と
い
う
国
連
推
計
も
あ
る
。

耳
慣
れ
た
”
人
口
爆
発
伽
が
終
息
し
な
い
か
ら
だ
。

地
球
環
境
は
再
起
不
能
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
破
壊
さ
れ
、

食
料
不
足
、
水
の
枯
渇
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
な
ど
主
要
資
源

の
未
来
に
次
々
と
赤
信
号
が
点
滅
し
て
い
る
。

◇
人
類
と
地
球
が
こ
の
ま
ま
”
共
生
〃
し
て
い
け
る
道
は
あ
る

の
か
。「
地
球
は
す
べ
て
の
人
間
の
必
要
を
満
た
す
十
分
な
も
の

を
与
え
て
く
れ
る
が
、
す
べ
て
の
人
間
の
賞
欲
を
満
た
す
に
は

十
分
で
な
い
１
国
日
晋
日
・
冤
区
の
⑪
の
ロ
・
ロ
晋
一
０
ｍ
：
、
辱

の
竜
の
ご
白
煙
【
』
㎡
。
①
巴
の
》
す
巨
一
。
○
一
馬
・
閂
の
こ
の
こ
日
：
、

瞥
⑩
の
９
．
１
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
先
見
性
に
満
ち
た
金
言
だ
。

個
人
の
あ
く
な
き
ゼ
イ
タ
ク
、
国
益
の
み
を
優
先
さ
せ
る
国

家
の
貧
欲
な
経
済
膨
張
政
策
、
こ
う
し
た
エ
ゴ
は
放
っ
て
お
け

ば
人
類
を
も
地
球
を
．
ｈ
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
ぞ
、
と
説
い
て
い
る
。

人
類
と
地
球
の
関
係
を
見
直
し
、
エ
ゴ
を
抑
え
る
”
分
別
〃

を
持
た
な
け
れ
ば
、
誰
が
何
を
言
お
う
と
人
類
と
地
球
の
生

き
延
び
る
道
は
あ
る
ま
い
。
「
地
球
人
」
と
し
て
の
意
識
の

大
改
革
と
価
値
観
の
大
転
換
ｌ
こ
れ
こ
そ
が
二
十
一
世

紀
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
だ
と
考
え
る
が
…
…
。
（
Ｔ
・
Ｈ
）

鯛

表紙の写真説明

デリーは市内を歩くと、

いたるところで文化遺産と

出合う。

この日は、ムガール帝国

の皇帝、シャージャハンが

建てた最後の建造物といわ

れる、インド最大の回教モ

スク（ジャマ・マスジッド）

を訪れた。

ちょうど月曜日というの

でヤギの市で賑わってい

た。テントが張りめぐらさ

で、頭部に｢売約済｣の赤い

ジャマ・マスジッドのヤギ市

れた空き地の一角で、頭部に｢売約済｣の赤い

ペンキを塗ったヤギに、やさしいまなざしで

エサの葉を与えている少年の姿が印象的だっ

た。アジアを旅していると、ヤギが多い地域

はイスラムの多い地域であることに気づく。

人と食生活と文化が結ばれているのだ。
インド・デリー市内で

（撮影／京大・大学院教授辻井博氏）

人ロと開発･春季号く通刊63号〉
1998年４月１日発行く季刊〉

●編集発行

財団法人アジア人口・開発協会

〒l60-OO22

東京都新宿区新宿１－５－１
コリンズ３ビル３Ｆ

ＴＥＬ(03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ(０３)3358-2233

●印刷

文化印刷株式会社
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曰|本航空

界の街へご一緒に。什
一△

１
－

』

Ｌ

ＪＡＬフリー夕討ヤル

／国際線予約･案内、

、函o1zo諾ご識1ノ

■ＬＬ
（

ニツコーコクサイ

ロ五画Ｏ１２０－２Ｓ－５９３１

／国内線予約･案内､

【函o1zo溺冒島織ノ（
二ツコーコクナィ

i団【ＤＯ１ＺＯ－Ｚｓ－Ｓ９ア１

電話研号をよくお確かめのうえ､ｵ』かけください



言＝宅一一

｣

ヘ

僕も｢訓せニッポン｣を
応援しています。
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安全で安心できる食料を。

安心を子供たちに伝えるため、

いつもそばにいるＪＡです。
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